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東京理科大学薬学部の現況及び特徴

現  況

(1)大 学薬学部・薬学科名

東京理科大学薬学部・薬学科/生命創薬科学科

(2)所 在地

千葉県野 田市山崎 2641

(3)学 生数、教員お よび職員数 (平 成 22年 2月 28日 現在 )

学生数 薬学科 366名 、生命創薬科学科 500名 /教員数 64名 (教授 :31名

准教授 :8名  講師 :5名  助教 :20名 )/職 員数  11名 (専任職員 :8名  派

遣職員 :2名  技術員 :1名 )

2006年 度 か ら薬 学教育が新制度 に移行 した こ とに ともない、学部 の理念 、教

育 目標 を広 く社会 に周知す るために最 善 の努力 を払 つてい る。東京理科 大学全体

の広報誌 、薬学部独 自のパ ンフ レッ トの発行 、 2回 のオー プ ンキャンパ ス、学部

紹介 のホー ムペー ジの作成

(URL:http://www.ps,noda.tus.ac.jp/yakugakubu/index.html)、 高校 予備校等主

催 の学部説 明会参加 、高校訪 間、 出張講義 な どを恒常的 に行 つてい る。

2 特  徴

本薬学部の大きな特徴の一つは、6年制移行 に伴い、多 くの薬系大学が主体 を 6

年制学科 とす る中、本薬学部では、6年 制学科である薬学科の定員 80名 に対 し、4

年制学科 の定員 は 100名 と極 めて多い ことにある。 これ は、 旧 4年 制学科時代か ら

の本薬学部の研究重視 の伝統 に基づ く。一方、6年制学科である薬学科 も定員 80名

の少数精鋭主義のもと、4年 次 に研究室 に事前配属 し、5年 次に卒業研究を開始す る

ことによ り、研究心をもつ質の高い薬剤師養成 を 目指 している。



目的

本 学 が建 学以来 、築 き上 げて きた理念 。目的・教育 目標 に沿 つた人材 育成 をす

る。薬 学部 にお いては、「医薬分子 を とお して人 間の健康 を守 る」志 をもつた医

療人 と創 薬人 を育成す るこ とを基本理念 とす る。具体 的 には、6年 制 の薬学科 に

おいて、 “ヒューマニテ イ と研 究心 にあふれ た高度 な薬斉」師 (医 療人)の 養 成 "、

4年 制 の生命創薬科学科 において、“先端創 薬科 学 を担 う研 究者 (創 薬 人)の 育成 "

を 目指す。両学科 が協力 して、知性 に富み、倫理観 と豊 かな人 間性 を備 え、総合

的 な生命 科学 として の薬 学 を担い、人類 の健康保持 と疾病 の克服 に尽力 で き る人

材 を育成 し、薬 学 の発展 に寄与す るこ とを 目標 とす る。

以上 を 目標 と して教育 を行 つてい るが、 6年 制薬学教育 において長期 にわた る

参加型 実務 実習 は、薬剤 師 の資格 をもた ない薬 学生 が実際 に現場 に出 る とい う貴

重 な体験 で ある と同時に社会 的責任 の重 い実習 で もある。この よ うな実務 実習 に

臨む うえで、本 学薬学科 において学生 に対す る質 の高い教育 が行 われ てい るか を

客観 的 に確認 し、社会 に対 して説 明責任 を果 たす こ とを 目的 として、平成 21年

度 自己評価 を行 つた。



Ⅲ 総 括

平成 18年 度 か ら6年 制薬 学教育 が始 ま り、薬剤 師資格 をもた ない薬学生 が参加

型 の実務 実習 を行 う条件 の一つ に 「行為 の相 当性 」が要求 され てい る。この 「行

為 の相 当性」には実務 実習 を行 う薬 学生 の資質 の確認 が あげ られ てお り、本 学 に

おいて も、質 の高い 6年 制薬 学教育 を行 つてい るこ とを客観 的 に確認 し社会 に対

す る説 明責任 を果 たす た めに平成 21年度 自己評価 (自 己評価 21)を 実施 した。

実施 にあた り、平成 21年 5月 19日 本 学薬 学部 に薬 学 自己評価 実施委員会 を設置

し検討 を重ね多 くの薬 学部教員 の手 に よ り自己評価 を行 なつた。

実施 の結果次 の こ とを確認 した。

1)カ リキュラムは 「薬 学教育モデル ・ コアカ

2)事 前学習 は、 「薬学教 育モデル・ コアカ リ

項 目も加 えて万全 を期 してい る。

3)薬 剤 師養 成教育 の成果 は、薬 学共用試 験 の全員合格 とい う結果 か らも証 明

され てい る。

4)教 育ス タ ッフは、基礎 。実務 の幅広 い専 門家 か らなつてい る。

5)シ ラバ ス作成 と公 開、成績評価等 も適切 に行 なわれ てい る。

6)薬 学科 よ り入学定員 の多い生命創 薬科学科 を併設 して一緒 に教育 を行 な う

こ とで、研 究心 を育 て る とい う薬 学科 の理念 と 日標 が達成 され 、これ が本

学薬 学科 の特色 とな り うる。

リキ ュ ラム」 に準拠 してい る。

キ ュ ラム」 準拠 の ほか に独 自の



Ⅳ  自己点検・評価書作成の プロセス

平成 21年 5月 19日 薬 学部 内に、学部長 、薬 学科 お よび生命創薬科 学科 の学科主

任 、学科幹事 、大学院専攻幹事 、カ リキュラム委員会委員長 、FD幹 事長 、教務委員

会委員長 か らな る薬 学部 自己評価 実施委員会 を設置 し、定期 的に薬 学部 自己評価委

員会 を開催 し議論 を重 ね、最終 的には、実務 家教員 も含 めた薬学部全教員 の参加 の

も と自己評価 書 を作成 した。 平成 22年 4月 15日 開催 の薬学部教授総会 にて完成版

の 自己評価 書 について承認 され た。



V 基準 ごとの 自己評価

『理念と目標』

理 念 と 目標

基準 1-1
各大学独 自の工夫 によ り,医療 人 と しての薬剤 師 に必要 な学識及 びその応用能

力並 びに薬剤 師 と しての倫理観 と使命感 を身 につ けるための教育 口研 究の理念 と

目標 が設定 され ,公 表 され て いる こと。

[現 状 ]

本学薬 学部 は、昭和 35年 (1960年 )に創 立 され 、今年 で 50年 の歴 史 を もつ。本

学部 の設 置 の理念 は、「薬 学 を通 じて人類 の健 康・福祉 に貢 献 で きる薬 学人 を育

成す るこ と」で あ り、 これ まで薬剤 師並び に研 究者・技術者 の養成 に力 を入れ て

きた。

平成 18年 度 (2006年 度 )か ら薬学教育が新制度 に移行 した こ とに ともない、本

学部 は、6年 制 の薬 学科 と4年 制 の生命創薬 科学科 の2つ の学科 において、「医薬分

子 を とお して人 間の健康 を守 る」志 をもつた医療人 と創 薬人 を育成す るこ とを基

本理念 とした。 ここで は、高度化す る医療 と医薬 に対す る幅広 い社 会的ニー ズに

対応 で きる薬 学人 を育成す るこ とを 目的 としてい る。具体的 には、薬学科 におい

て、“ヒューマ ニテ ィ と研 究心 にあふれ た高度 な薬剤 師 (医 療人 )の養成 "、 生命

創薬科 学科 においては、“先端創薬科学 を担 う研 究者・ 技術者 (創 薬人 )の 育成 "

を 目指 してい る。

両学科 は現代社会 のニー ズ に適確 に対応す るた めに設置 され た学科 で あ り、そ

れ ぞれ に特有 の 目的 を持 ってい るが、共 に協力 し合 い、知性 に富み、豊 かな人 間

性 を備 えた薬 学人 を輩 出す るこ とに よ り、薬 学 の発展 に寄与す るこ とを 目標 とし

てい る。

平成 18年 度入試 か ら薬 学部 の受験人 口の減少 、私 立薬 学 系大学 の相 次 ぐ増設 、

薬斉J師 養 成教 育 6年 制 へ の移行 に伴 う薬 学志望者 の減少 とい う流れ の 中で、 ほ と

ん どの私立薬学系大学 の志願者 が前年度比で大幅 な減少 を見 るなか、本 学で は平

成 19年 度 か ら平成 21年 度 にお い て も前年度 とほ ぼ 同 じ志願 者 数 を確 保 で きてい

る 。

根拠 とな る資料・デ ー タ :学則 、大学案 内、設置 申請書 、学修 簿

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)平 成 18年 度 か ら実施 され た薬 学教 育 の制度改革 に則 し、本学薬 学部 で も

薬剤 師養成 と薬学研 究者 。技術者 育成 とい う二つ の教育 目標 をはっき りと



掲 げ、それ に即 した教 育体制、組織 体制 の構 築 に努力 してい る。

2)学部 の基本理念 、教 育 目標 は社 会 のニー ズ に十分応 え られ るもので あ る

こ とは、入 学試験志願 者数 のデー タ及 び学生 の授業 、実習 な どへ の意欲や

学 園生活 の充実 な どか らも判 断で きる。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



基準 1-2

理念 と目標 に合致 した教 育が具体 的に行われ て いる こと。

[現 状 ]

薬 学科 は入 学定員 80名 、生命創薬 科学科 は 100名 で あ り、少数精鋭 で木 目細 か

い教 育 。研 究 を実施 で きる体制 を とつてい る。薬学科 の事前実習 のた めに 16号館

を建設 し、充実 した医療薬 学実習が行 われ る よ うになつてい る。 また、薬学 関連

施設 として文科省 学術 フ ロンテ ィア研 究推進事業 に よ り設 立 され た 「ゲ ノム創 薬

研 究セ ンター」や 「DDS研 究セ ンター 」 を始 め と して、高度 な研 究施設 の整備 が

な され てい る。 この よ うな教 育 。研 究環境 の 中で、 2学 科 が協力 して本 学部 の理

念 を遂行 してい る。

本 学部 の 目標 で あ る ヒューマ ニテ ィ と研 究心 を涵養 す るた めに開講す る、「ヒ

ューマニズム薬 学入 門」な どの科 日では、生命 倫理 か ら最先端 医療 に関連 したテ

ーマ についてデ ィベ ー ト方式 の討論 を行 ってい る。 また 「早期体験学習」な どの

アー リー 。エ クスポー ジャー として製薬会社 、病院、調剤薬局 な どへ の見学会 も

実施 してい る。

卒業研 究 におい て は、生命創 薬科 学科 の学生 は従 来 どお り4年 次 か ら研 究室 に

配属 され 、研 究 に専念す る。一方 、薬学科 の学生 の卒業研 究 は5～ 6年 次 ではある

が、事前 に研 究面 に も触 れ てお くこ とが教育上好 ま しい とい う視 点か ら、 4年 次

に研 究室 に配属 され 、研 究 の素養 が身 に付 け られ る仕組 み を とってい る。 また、

学科 の枠 を越 えて研 究室 に配属す るこ とに よ り、立場や 日標 の異 な る薬学生 同士

の見識 が深 ま り、広 い視 野 での物事 を考 えるこ とがで きる人材 の育成 を推進 で き

る体制 となってい る。

根拠 とな る資料・ デ ー タ :平 成 19年 度 「自己点検 。評価 報告 書」、 シ ラバ ス、

授業 ア ンケー ト質 問項 目及 び実施 日程表

[点 検・ 評価 ]

優れた点

1)本 学部 では、知識 を詰 め込む 「知識伝 達型」の教育で はな く、新 しい問題

点 を発 見 し、自ら問題 を解決す る「知識創 造型 」の人材 の育成 に力 を入れ

てい る。

改善 を要す る点

1)本 学科 において、理念 と目標 に合致 した教 育 を行 うた めに基礎 学力 、実習、

実務 に力 を入れ てい るこ とか ら、2年 次 か ら4年 次 まで のカ リキュラムがや

や過密 になってい るのが現状 であ り、改善 の必要 が あ る。  ´



[改 善計画 ]

1)や や過密 になってい るカ リキュラムについて、改善 を検討す る。



『 教 育 プ ログ ラム 』

医療 人 教 育 の基 本 的 内容

(2-1)ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 。医 療 倫 理 教 育

基 準 2-1-1

医 療 人 と し て の 薬 剤 師 と な る こ と を 自 覚 さ せ ,共 感 的 態 度 及 び 人 と

の 信 頼 関 係 を 醸 成 す る 態 度 を 身 に つ け さ せ ,さ ら に そ れ ら を 生 涯 に わ

た っ て 向 上 さ せ る た め の 教 育 が 体 系 的 か つ 効 果 的 に 行 わ れ て い る こ

と 。

[現 状 ]

本 学 薬 学 科 は 、 ヒ ュ ー マ ニ テ ィ に あ ふ れ た 、 研 究 心 の あ る 、 そ して チ

ー ム 医 療 に 貢 献 で き る 、質 の 高 い 薬 剤 師 の 養 成 を 理 念 と し て 掲 げ て お り、

そ れ を 実 行 に 移 す た め の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ・ 医 療 倫 理 教 育 が 段 階 的 に 実 施

さ れ て い る 。

1年 次 :「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ・ 薬 学 入 門 1」 (前 期 2単 位 )は 、 前 半 部 分

で 医 療 行 為 に 関 わ る 心 構 え 、医 薬 品 の 創 生 に 関 わ る 心 構 え 、医 療 の 現 場 、

研 究 活 動 に 求 め られ る 心 構 え 、 生 命 倫 理 な ど に つ い て 基 礎 系 お よ び 臨 床

系 の 教 員 に よ る オ ム ニ バ ス 形 式 の 講 義 が 実 施 され て い る 。 特 に 、 臨 床 現

場 で の 倫 理 観 の 欠 落 し た 事 例 に つ い て の 臨 床 系 教 員 自 身 の 体 験 に 基 づ い

た 講 義 は 、 学 生 の 反 響 の 大 き さ と 学 生 の レ ポ ー トか ら も 、 学 生 の 倫 理 観

の 涵 養 に 大 き く役 立 っ て い る と思 わ れ る 。 後 半 部 分 で は 先 端 医 療 (臓 器

移 植 、 尊 厳 死 、 遺 伝 子 診 断 、 生 殖 医 療 等 )に 関 連 し た テ ー マ ご と に 学 生

を グ ル ー プ 分 け し 、 各 テ ー マ に つ い て 賛 成 ま た は 反 対 の 立 場 か ら討 論 さ

せ 、 そ の 成 果 を デ ィ ベ ー ト方 式 で 総 合 討 論 へ と発 展 させ て い る 。 ま た 、

こ の 科 日 は 6年 制 の 薬 学 科 の 学 生 と 4年 制 の 生 命 創 薬 科 学 科 の 学 生 を 区

別 せ ず に 合 同 で 実 施 し て い る 。 こ れ は 立 場 や 目標 の 異 な る 薬 学 生 同 士 の

見 識 を 深 め る こ と に 役 立 っ て い る 。「早 期 体 験 学 習 」 (前 期 1単 位 )で は

病 院 薬 剤 部 と保 険 薬 局 の 見 学 、 さ ら に は 製 薬 企 業 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 、

救 急 救 命 講 習 ま た は 人 体 解 剖 実 習 を 体 験 見 学 させ て い る。 見 学 後 は 「 自

分 が 見 た 薬 剤 師 、 将 来 の 夢 と そ の た め に 6年 間 何 を す べ き か ?」 の テ |―

マ に つ い て 学 生 に グ ル ー プ 討 論 を 実 施 させ 、 総 合 討 論 の 際 に は 見 学 先 の

薬 剤 師 も 同 席 し、 学 生 へ の フ ィ ー ドバ ッ ク を お 願 い し て い る 。 こ れ ら の



体 験 学 習 と見 学 先 の 薬 剤 師 に よ る フ ィ ー ドバ ッ ク は 、 学 生 の モ チ ベ ー シ

ョ ン 向 上 に 大 き く役 立 っ て い る こ と が 、 提 出 され た 感 想 文 か ら も 伺 う こ

と が で き る 。

2年 次 :「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ・ 薬 学 入 門 2」 (前 期 2単 位 )で は 、 薬 の 専

門 家 と し て 必 要 な 基 本 姿 勢 を 身 に 付 け させ る た め に 、.講 義 と グ ル ー プ 討

論 を 通 じ て 、 薬 学 の 歴 史 や 医 療 と社 会 に お け る 薬 学 の 役 割 や 薬 剤 師 の 使

命 を 習 得 させ て い る 。 ま た 、 2年 次 前 期 に は 、 社 会 人 と して 身 に 付 け て

お き た い 基 本 的 マ ナ ー 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 本 ス キ ル 、 薬 剤 師 と し

て 患 者 や 医 師 な ど と接 す る と き に 求 め られ る 基 本 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン の 習 得 を 目標 と し た 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 入 門 」 (2単 位 )が 、健 康 心

理 学 を 専 門 とす る 教 員 に よ つ て 実 施 され て い る 。 こ の 講 義 は 、 学 生 が 社

会 に 出 て 関 わ る こ と に な る 薬 斉J師 、 医 師 、 患 者 等 と 実 際 に 対 応 す る こ と

か ら始 ま り、 そ の 後 、 そ の 対 応 シ ー ン を 振 り返 り な が ら、 数 回 に わ た つ

て 必 要 な ス キ ル や 理 論 を 後 追 い で 解 説 を す る 「失 敗 し て 学 ぶ 」 と い う特

徴 的 な ス タ イ ル を と つ て い る 。

4年 次 :「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 論 」 (前 期 2単 位 )で は 、 患 者 心 理 の 多

様 性 、 医 療 者 と患 者 の 価 値 観 の 相 違 な ど を 踏 ま え た 上 で 、 薬 剤 師 の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン は ど うあ る べ き か を 、 講 義 と ロ ー ル プ レイ ン グ を 織 り交

ぜ 体 験 を 通 し て 学 ぶ こ と を 目標 と し て い る 。 ま た 「患 者 情 報 」 (前 期 1

単 位 )で は 、 医 療 チ ー ム に お い て 患 者 情 報 を 共 有 で き る た め に 、 チ ー ム

に 参 加 し協 調 的 態 度 で 役 割 を 果 た す 態 度 や 、 共 感 的 態 度 で 患 者 に 接 し て

イ ン タ ビ ュ ー を 行 う技 能 と態 度 を 身 に 付 け る こ と を 目標 と し た 授 業 が 展

開 され て い る 。 さ ら に 「医 療 の 倫 理 」 (後 期 2単 位 )で は 、 外 部 講 師 に

よ る 医 療 倫 理 の 教 育 を 多 面 的 に 行 い 、 次 年 度 の 病 院 ・ 薬 局 実 習 に 備 え て

い る 。

根 拠 と な る 資 料 ・ デ ー タ :学 修 簿 、 シ ラ バ ス 、 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ・ 薬

学 入 門 1日 程 表 、 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム ・ 薬 学 入 門 2日 程 表

点 検 ・ 評 価 ]

優 れ た 点

1)医 療 人 と し て 生 命 に 関 わ る 薬 学 専 門 家 に 相 応 し い 行 動 を と る た

.  め に 必 要 な 知 識 、 技 能 お よ び 態 度 を 身 に 付 け る た め の 教 育 が 段 階

的 に 実 施 し て い る 。

2)1年 次 の 「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム・ 薬 学 入 門 1」 お よ び 「早 期 体 験 学 習 」



を 中 心 と して 、 学 生 に は 医 療 全 般 を 概 説 して お り、 講 義 と 臨 床 現

場 の 体 験 学 習 に よ り、 医 療 に お け る 薬 剤 師 の 倫 理 観 、 使 命 感 、 職

業 観 を 醸 成 す る 教 育 を 実 施 し て い る 。

3)2年 次 の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 入 門 」 お よ び 4年 次 の 「 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 論 」 を 中 心 に 対 人 的 教 育 が 健 康 心 理 学 を 専 門 とす る 教

員 に よ っ て 実 施 さ れ て い る 。 こ れ ら の 講 義 に は 、 薬 学 部 教 員 の み

な らず 、 本 学 が 独 自 に 養 成 し て い る 模 擬 患 者 も積 極 的 に 参 加 し て

い る た め 、 学 生 が 医 療 人 と し て 、 医 療 を 受 け る 者 、 他 の 医 療 提 供

者 の 心 理 、 立 場 、 環 境 を 理 解 し 、 相 互 の 信 頼 関 係 を 構 築 す る た め

に 必 要 な 知 識 、 技 能 お よ び 態 度 を 身 に 付 け る こ と に 役 立 っ て い る 。

改 善 を 要 す る 点

1)全 学 年 を 通 じ て 教 育 が 実 施 さ れ て い る と い う観 点 か ら 見 る と 、

現 時 点 で は 3年 次 に こ れ ら の 授 業 科 目 が 欠 け て お り、 改 善 の 余 地

が あ る。

[改 善 計 画 ]

1)3年 次 を 含 む 全 学 年 を 通 じて ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 。医 療 倫 理 教 育 が

実 施 さ れ る よ う、 平 成 24年 度 以 降 の カ リ キ ュ ラ ム 改 訂 に む け て 検 討 す

る 。



(2-2)教 養教育 。語学教育

基準 2-2-1
見識 ある人間 と しての基礎 を築 くため に,人 文科学 ,社会科学及 び 自然科学 な

どを広 く学 び,物 事 を多角 的にみ る能 力及 び豊 か な人 間性・知性 を養 うための教

育が体 系的かつ効果的 に行われ て いる こと。

[現状 ]

薬 学領 域 の学習 と併行 して、人文科学、社会科 学及 び 自然科学系の学 問 として、

倫理学、心理学、経済学、法学、健康・ スポー ツ科学、哲学、科学史、健康 スポー

ツ (実 技 )等 が 1-2年 次 に選択科 目 (卒 業要件 :14単 位 )と して提供 され てい

る (学 修簿参照 )。 しか し、卒業最低 要件 の単位数 (7-9科 目)を 取得す る学生が

多いのが現状 である ([別 表 2-2-1-1]参 照 )。

根拠 とな る資料・ デー タ :学修簿、 腸り表 2-2-1-1]

[点 検 。評価 ]

優れ た点

1)時 間割 の許す範 囲で、 出来 るだ け多 くの科 目を人 間科学分野 に選 択科 日と

して提供 してい る。

改善 を要す る点

1)教養 科 目に対す る興 味が薄 い、 あ るい は重要視 しない学生 が多 く、卒業要

件 を満 たす単位数 で満 足 してい る者 が大多数 で あ る。

[改 善計画 ]

1)薬 学準備教 育ガイ ドライ ンの一般 目標 にあ る、「さま ざまな考 え方、感 じ方 に

触れ、物事 を多角 的にみ る能力 を養 う」た めには、積極 的 に多 くの科 目を履修す る

こ とが学生 に望まれ る。 卒業後 の社 会生活 には豊 かな人 間性 、 コ ミュニケー シ ョン

能力 、政治 的判 断、法律 的判 断等 が求 め られ るこ と、また、海外 に於 いて は 自国の

歴 史や文化 、 さらに宗教観 の違 い等 を理解 す るこ とに よ り、 は じめて 円滑 な人 間関

係 が築 けるこ とに気づ かせ る必要 があ る。 このた めの方策 と して、早期体験学習の

充実 のほか、ボ ランテ ィア、短期 の海外留学制度等へ の参加 を推奨す る。



1基 準 2-2-2                               1
1 社 会 の グ ローバル化 に対応 す るた めの 国際 的感覚 を養 うことを 目的 と した語学

|

1教 育が体 系的かつ効果 的 に行われ ている こと。                |

[現 状 ]

薬 学準備教育 ガイ ドライ ンにあ る、「読む」お よび 「書 く」に関 しては、 1年 次―

2年次 に 「英語表現 1・ 2」 お よび 「英語講読 1・ 2」 (何 れ も必修科 日として )、

また 「聞 く」お よび 「話す 」に関 しては、「英会話 1・ 2」 を 3年 次 までの選択科 目

として提示 してい る。しか し、英会話 に関 しては選択科 日で あ り、また人数制 限 (少

人数制 クラス)も あ り薬 学生 については各 学年 1割 程度 が受講 してい る。

医療 現場 、研 究室 、 あ るいは学会等 で必要 とされ る英語力 に関 しては、ポス ター

での記述力 は 3年次選択科 目「実践薬 学英語 」 を多 くの学生が履修 し、充分対応 で

きてい る と判 断で きるが、英語 での質疑応答 は多 くの学生 が対応 で きない よ うであ

る。 4年次 に研 究室 に配属 され 5年 次 か ら始 ま る薬 学総合研 究 (卒 業研究 )で は、全

学生が主 として英語 文献 を 「読む」力 と英語論文 を 「書 く」力 を身 につ けるこ とに

な る。

根拠 とな る資料・ デー タ :学修簿

[点 検 ・評価 ]

優れ た点

1)「 読む」お よび 「書 く」 に関 しては、現在全学年 にわた つて行 われ てお り充

分 で あ る。

改善 を要す る点

1)「 聞 く」お よび 「話 す 」に関 しては、履修形式、時間数等 、充分 と言 えない。

[改 善計画 ]

1)「 聞 く」お よび 「話す 」に関 しては、履修形式 を 「選択科 目」か ら「必修科 目」

に変更す るこ とや 、「クラス数 を増やす 」こ とに よる履修希望者全員 の受講 を可能 と

す るこ と等 が考 え られ 、今後検討す る。



[別表2-2-1-1]

人間科学分野 (卒業要件 :14単位)修得単位数

学 年 修得単位数 人数 割 合

4年生 14単位 29名 39%
15単位 4名 5%
16単位 24名 32%
17単位 4名 5%
18単位 9名 12%
19単位 2名 3%

20単位 2名 3%

合計 74名

学年 修得単位数 人数 割 合

3年生 12単位 1名 ％イ
ロ
ー

14単位 27名 31%
15単位 2名 2%
16単位 27名 31%
17単位 5名 6%
18単位 15名 17%
19単位 2名 2%
20単位 4名 5%
22単位 1名 ％イ

ロ
ー

24単位 1名 ％イ
ロ
ー

26単位 1名 ％イ
ー
ロ

合計 86名



(2-3)医 療安全教育

1基 準 2-3-1
1 薬害 ・医療過誤 コ医療事故 防止 に関す る教育が医薬 品の安全使用 の観 点か ら行わ

|れ ていること。

[現 状 ]

薬害 について は、「ヒューマニズム・薬 学入 門 2」 (2年 前期 )と 「薬剤 師 と社会 」

(4年 前期 )の 2科 目にお いてそれ ぞれ 90分 ずつ の講義 が設 定 され てい る。「ヒュ

ーマニズム・薬 学入 門 2」 では、サ リ ドマイ ド薬 害被 害者 を講 師 に招いて 「薬 害 の

実像 と未来 の薬剤 師 に望む こ と」と題 す る講演 を開催 してい る(特 別講演掲示参照 )。

この講演では、薬 害 の歴 史や科学的事実 よ りも、薬 害 の被 害者 の生 の声 を通 して、

薬 害の理不尽 さ、 ヒ トの命 を預 か る薬剤 師の責務 の重 さを感 じ取 らせ るこ とを主 眼

としてお り、課題 として講演 を聴 いた感想 を提 出 させ てい る。一方 、「薬斉J師 と社会」

では、サ リ ドマイ ドや スモ ン、非加 熱血液製剤 、 ソ リブ ジ ンな どの代表 的な薬 害 に

つ いて、講義 を通 してその原 因 と社会 的背景 についての知識や理解 を深 め させ る と

ともに、グループ討議 を通 して薬 害 を回避す るための手段や方策 を考 え させ てい る。

医療過誤 。医療事故 につ いては、「薬剤 師 と社会 」 (4年前期 )と 「調剤学 2」 (4

年 前期 )の 2科 目において 90分 の講義 が合 計 8回 設 定 され てい る(シ ラバ ス参 照 )。

「薬剤 師 と社会」 では、薬 局 の安全管理者 で もある講 師 (兼任 教授 )が 薬 局 にお け

る調剤過誤 防止 の観 点か ら 「調剤薬鑑 査 のポイ ン ト」、「患者 情報 の収集 と活用 (薬

歴 の活用 )」 、「薬 局 にお ける医療安全管理体制 (医 療安全管理指針 、業務 手順書 )」

等 につ いて実務 に即 した講義 をお こなってい る。一方 、調剤 学 2で は、 医療過誤・

医療事故 の防止対策 を薬剤 師に よる リス クマネー ジメン トとい う視 点か ら捉 え、病

院薬剤 師 を兼務す る教員 が、患者安全対策 、 日本 の医療安全整備 体制、イ ンシデ ン

ト・ ヒヤ リハ ッ ト・ ア クシデ ン ト報告事例 の収集 意義 と分析 手法 、 ヒューマ ンエ ラ

ー対策 、薬 の事故 防止対策 、調剤事故発 生時の対応 な ど、 リス クマネー ジメン トに

包含 され る様 々な科学 的、組織 的、社会 的側 面や手法 について講義 を行 つてい る。

リス クマネー ジメン トについては、更 に医療薬学実習 (4年後期 )の 中で、「調剤

事故発 生 時 の初期 対応 」 と 「副作用 の早期 回避 」 の 2つ の課題 につ いて実習 (4.5

時間 ×2日 )を行 つてい る。実習 には弁護 士や模擬 患者 も加 わ り、電子 カルテか ら

の患者 情報入手や模擬病室 での患者 面談 に よる症状確認 、カ ンフ ァ レンスヘ の参加

な どを想 定 して、チー ム医療 の 中で患者 の リス クを回避す るた めに果 たす薬剤 師の

役割 を臨場感 あふれ る形 で実習 させ てい る。

根拠 とな る資料 。デー タ :シ ラバ ス、 [資 料 2-3-1-1]

[点 検・評価 ]

優れ た点



1)医 療過 誤 `医 療事 故 につい て、単 に事故例 の概 要や背 景 を教 えるだ けで な

く、医療過誤や事故 を如何 に防止す るか とい うリス クマネー ジメン トと して、

科学的根拠 に基づ く実践 的教育 を行 つてい る。

2)薬剤 師や創 薬研 究者・ 技術者 を 目指す 学生 に、薬 害被 害者 の生 の声 を聞か

せ るこ とが達成 され てお り、聴 講学生 に強い衝撃 を与 え、人 の命 に係 わ る薬

を扱 う職 業の重大 さを実感 させ てい る。

3)医 療現場 の安全管理者 また はそ の経験者 に よ り、医療過 誤や事故 の実例 に

基づ く リス クマネー ジ メン トの実践 的教育 を医療現場 の臨場感 を持 たせ て達

成 してい る。

改善 を要す る点

1)薬害被 害者 の声 を聴 かせ るた めの講 師が 1名 に特定 され てお り

や 医療事故 の被 害者 や その家族 を含 めて複数 の講 師 を招 けるよ う

取組 みが 出来 てい ない。

[改 善計画 ]

1)組 織 立てて薬 害 、 医療事故 、 医療過 誤 の被 害者 を講 師 と して招 く

してい る。

、医療過誤

な組織 的な

方 法 を模 索
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[資料 2-3-1-1]
平成 21年 6月 15日

<ヒ ューマニズム薬学入門 2-特別講演>

ヒューマニズム薬学入門2の 10回 日の講義では、下記要領でサリドマイ ド薬

害被害者の方の講演を予定しています。是非聴講してください。

テーマ :薬害の実像 と被害者が未来の薬剤師に望むこと

演 者 :増山 ゆか り 氏

側 )い しずえ (サ リドマイド福祉センター)常務理事

薬害オンブズパースン会議メンバー

日時 :6月 22日 (月 )9:00～ 10:30
場所 :1441教 室 (通常の講義室 )

対象 :2m2YM生

(注)講演に先立って鈴木より、講演の主旨と課題等について若千の説明をす

る予定です。

鈴木

(6月 2 2日 講義担当)



(2-4)生 涯学習の意欲醸成

1基 準 2-4-1

1 医療 人 と しての社会 的責任 を果たす上 での生涯学習の重要性 を認識 させ る教育

|が 行われ ている こと。

[現 状 ]

卒業後 の学習が必要 な こ とについては、それ ぞれ の授業 の 中で折 に触れ て述べ て

い るが、必修科 日の 「ヒューマニズム・ 薬 学入 門 1」 で特 に 「医療 の担 い手 として

生涯 にわたつて 自ら学習す る大切 さを認識す るこ と」 を重 点的に指導 し、生涯 学習

の重要性 について教 育 してい る。 また、 この授 業 の講 師陣 に薬剤 師業務経験者 2名

も加 わってい る。

具体的 な生涯学習へ の取 り組 み については、本学卒業生 だ けでな く一般薬剤 師 を

対象 とした ものや 、大学 の近 隣の保 険薬局薬剤 師お よび病 院薬剤 師 を対象 に した も

の、一般 市民 を対象 と した ものな ど様 々で あ る。神 楽坂校舎 を使用 して大規模 にお

こなわれ てい るものに 「薬 学講座 」や大学近 隣の保 険薬局薬斉J師 お よび病院薬剤 師

を対象 に した 「薬剤 師基礎研修 プ ログラム」 が ある。 また、谷 中研 究室 では一般 市

民 を対象 に 「公 開講座 」 をお こなつてい る。詳細 は [資 料 2-4-1-1]の 通 りで

ある。

根拠 となる資料・デー タ :[資 料 2-4-1-1]

[点 検 。評価 ]

優れ た点

1)生 涯学習 の重要性 について授 業 で教 育 してい る。

2)複 数 の生涯教育 を行 なつてお り在 学生 に も良い刺激 となってい る:

改善を要す る点

特にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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[資 料 2-4-1-1]

回薬学講座

日

間

員

平成 21年 10月 17日 (土 )

10:30～ 16:50(10:00 受付 開始 )

240名

東京理科大学神楽坂校舎 1号館 17階 (記 念講堂 )

2, 000円 (講 演要 旨代 を含む )

東京理科大学薬学部

東京理科大学生涯学習セ ンター

東京理科大学薬学部 同窓会

財 団法人 日本薬斉J師研修セ ンター

年度 薬 斉」師 基 礎 研 修 プ ログ ラム

5月 9日 (土) 「注射薬の混合調製の基礎 と実際」 (病 院 )

5月 24日 (日 ) 「注射薬の混合調製の基礎 と実際」 (薬 局 )

6月 13日 (土 ) 「抗がん剤の混合調製の基礎 と実際」 (病 院 )

6月 28日 (日 ) 「調斉J室 でできる製剤」 (病 院・薬局 )

7月 4日 (土) 「臨床薬剤師業務の基礎 と実際 その 1」 (病 院 )

8月

10月

10月

11月

1月

2月

3月

1日 (土 ) 「臨床研究の進 め方  その 1」 (病 院・薬局 )

3日 (土 ) 「抗 がん剤 の混合調製 の基礎 と実際」 (病 院 )

31日 (土 ) 「注射薬の混合調製 の基礎 と実際」 (病 院 )

15日 (日 ) 「注射薬の混合調製 の基礎 と実際」 (薬 局 )

17日 (日 ) 「調剤室でできる製剤 」
´
(病 院・薬局 )

13日 (土 ) 「臨床薬剤 師業務 の基礎 と実際 その 2」 (病 院 )

13日 (土 ) 「臨床研究の進 め方 その 2」 (病 院・薬局 )

平 成 21

第 21回

第 22回

第 23回

第 24回

第 25回

第 26回

第 27回

第 28回

第 29回

第 30回

第 31回

第 32回

谷 中研 究 室  公 開 講 座

平成 21年 10月 10日 東京理科大学 「サイエ ンス夢工房」公 開講座  (野 田市・流 山

市の一般市民対象 )

平成 21年 11月 10日 東京理科大学公 開講座  神楽坂校舎  (一般市民対象 )
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(2-5)自 己表現能力

1基準 2-5-1

1 自分の考えや意見を適切に表現するための基本的知識,技能及び態度を修得する

|た めの教育が行われていること。

[現状 ]

すべての講義及び実習において、全教員が学生に対 して 自己表現能力を醸成でき

るよう心がけているが、特に基本的知識、技能及び態度 を修得す るため情報処理 。

演習、コミュニケーシ ョン論、薬学情報科学・演習が、また、実践的に応用 してい

くステ ップ として早期体験学習及び実務実習が以下の教育 目標 について実施 されて

いる。 4年次に研究室配属 を行い 5年次か ら始まる薬学総合研究 (卒業研究)で は、

演習及び 日常の研究活動を通 じて 自己表現能力が特に鍛 えられ ることになる。

情報処理・演習 1、 2

薬剤師、薬学研究者の職域においてコンピュータとネ ッ トワークを活用 した 「情

報の入手、整理、活用」は各 自の意見や考えを整理 して的確 に表現す るために不可

欠である。本講義では、情報の整理、活用の実際を習得す る。

コミュニケーシ ョン入門

コミュニケーシ ョンを知識 として理解す るだけではなく、態度・技能 として身に

つけることを目標 とし、社会人 として身につけておきたい基本的マナー、コミュニ

ケーシ ヨンの基本スキル、薬剤師 として患者や医師等 と接す るときに求め られ る基

本的なコミュニケーシ ョンを習得する。

コミュニケーシ ョン論

患者心理の多様性、医療者 と患者の価値観の相違 などを踏まえた上で、薬剤師の

コミュニケーシ ョンはどうあるべきかを体験を通 して学ぶ。

薬学情報科学・演習

薬剤師に求められている臨床医療活動な らびに予防医療活動に必要な情報を、必

要に応 じて医療チーム、患者、地域の人々に適切に提供す ることができるようにな

るために、様々の情報の収集、評価、加工、発信などに関す る基本的知識 を習得 し、

それ らを活用す るための基本的技能 と態度 を身に付 ける。

早期体験学習 (集 中授業 )

1)病 院における薬斉J師 および他の医療スタッフの業務、開局薬斉J師 の業務 を見聞 し、

その重要性について 自分の意見をまとめ、発表す る。

2)保健、福祉の重要性を具体的な体験に基づいて発表す る。

3)製薬企業および保健衛生、健康に関わる行政機 関の業務を見聞 し、社会において

果た している役割について討議す る。

医療薬学実習

卒業後に薬斉J師 として医療に参画できるよ う薬剤師業務 に関す る基本的知識、技



能、態度 を身につけることを目標 としている。そのため、服務指導 と患者情報に関

して徹底 した教育が行われている。

薬学総合研究 (卒業研究 )

研究、演習、卒業論文、卒業研究発表会か らなる。

根拠 となる資料・データ :シ ラバス、薬学教育モデル・コアカ リキュラムとの SB0

対応表

[点検・評価 ]

優れた点

1)自 己表現の基本的技能 として情報処理教育が大切であるが、本学は 10年以

上に亘つて入学時に全学生にノー トパ ソコンを持たせ、徹底 した情報教育 を

行つてきた。多数の経験豊かな教員が担当 し、 レベルの高い教育を行つてい

る。

2)新生薬学教育に新 しい科 日としてコミュニケーシ ョン論が導入 され、健康

心理学 (患者心理学)を 専攻す る教授による高度な教育が行われている。ま

た、 自らの考えや意見を集団に伝 え、それ を集 団の総意 としてまとめ発表す

るとい う一連の流れ を 日常化すべ く、ほぼすべての授業に SGD(small grOup

discussion)方式を導入 している。

3)早期体験学習では、体験 してきた内容 をま とめ、全教員参力日のもとで発表

す る機会を設 けている。学生一人ひ とりがそれぞれ異なる体験内容を学習す

ることができ、広 く社会を理解 し、モチベーシ ヨンを高める教育になつてい

る。

4)医 療薬学実習は、実践を積んだスタッフが時間をかけて準備 してきたこと、

病院薬剤部、薬局等で勤務す る多数の優れた非常勤教員の協力が得 られ るこ

と、医療薬学実習棟が完成 したことなどか ら、上記課題 の教育は順調に行な

われている。

改善を要す る点

1)医療においては、チーム としての行動が極 めて重要である。本学には、医

療系学部が薬学部 しかなく、専門職連携教育の機会がない。他職種の意見に

耳を傾 け、また 自らの専門性に基づいた意見を伝 えられ る人材育成のために

も、早急にこのよ うな機会を創 出 したい。

2)卒業研究は 5年次か ら始まるため、まだ評価できない。

[改 善計画 ]

1)薬学総合研究 (卒業研究)は 、自分の考 えや意見を適切に表現す るための実践の

場 として極 めて大切である。研究室における研究 (実習 )、 演習、卒業論文な



ど内容的には各研究室に任 されている部分が多いが、質保証 とい う観点か ら、

全学生が参加する卒業研究発表会を行 うことが決められている。これを含めて、

卒業研究の質保証について検討する。

2)専 門職連携教育に関 しては、筑波大学 との提携関係 を結び、筑波大学で薬学

部を除く多職種 (医 師、看護師、臨床検査技師等)で行われてきた専門職連携

教育へ平成 22年度か ら参加する。



薬学教育カ リキュラム

(3-1)薬 学教育モデル・ コアカ リキュラムの達成度

1基 準 3-1-｀ 1

1 教育課程の構成 と教育 目標 が,薬 学教育モデル・コアカ リキ ュラムに適合 してい

|る こと。

[現 状 ]

本学のカ リキュラムに含 まれ る全科 日は、[別 表 3-1-1-1]に 示 した通 りで

ある。 これ ら各科 目の具体的な教育 内容 については、その内容が薬学教育モデル・

コアカ リキュラムの一般 目標 または到達 目標 (SBOs)の いずれ の 目標 に基づ くも

のであるか とい う点 とともに、[資 料 3-1-1-1]に 示 した科 目のシラバ ス中に

明示 され てい る。 これ らのシラバ スは、本学独 自の 「CLASSシ ステ ム」 を通 じて

学生が随時参照できるよ うになってお り、各科 目の実施期 間終了後 も、薬剤 師国家

試験 に向けた復習 を体系的に進 めることができるよ う配慮 されてい る。

本学 のカ リキュラムに含 まれ る各科 目が、薬学教育モデル・ コアカ リキュラム中

の到達 目標 を どの程度カバー してい るかについて検証す る 目的で、平成 22年 1月

に各教員 に対 してア ンケァ ト調査 を行 つた結果 を [別 表 3-1-1-2]、 腸J表 3

-1-1-4]お よび [資 料 3-1-1-2]に 示 した。なお、カバー されていない

到達 目標 を [別 表 3-1-1-3]に 示 した。 ここでは、薬学教育モデル・ コアカ リキ

ュラム中の到達 目標 を以下 に示す観 点か ら分類 して解析 を行 つた。

(1)物 理系科 目に関す るもの

(2)化 学系科 目に関す るもの

(3)生 物系科 目に関す るもの

(4)薬 理学系科 目に関す るもの

(5)薬 物治療学系科 目に関す るもの

(6)薬 剤学系科 目に関す るもの

(7)衛 生薬学系科 目に関す るもの

(8)ヒ ューマニズム系科 目に関す るもの

(9)薬 事 関連法規系科 日に関す るもの

(10)薬 剤 師実務系科 目に関す るもの

根 拠 とな る資料 。デ ー タ :シ ラバ ス 、[別 表 3-1-1-1]、 [別 表 3-1-1-

2]、 [別 表 3-1-1-3]、 [別 表 3-1-1-4]、 [資料 3-1-1-1]、 [資

料 3-1-1-2]

[点 検・評価 ]



優れ た点

1)本 学カ リキュラムに含 まれ る全科 目は、いずれ の科 目分野の到達 目標 に関

して も 90%以 上、全体では 98%以 上の高いカバー率 を示す ことが明 らか と

なつた ことか ら、本学で実施 してい る教育課程 の構成 と教育 目標 は、薬学教

育モデル・ コアカ リキュラムに適合 してい るもの と判断 した。

改善 を要す る点

1)カ バー されていない到達 目標 が 27あ った。

[改 善計画 ]

1)本 学で実施 してい る科 目でカバー され ていない到達 目標 の多 くは、医薬 品の確

認試験 にお ける技能 に関す るものであ り、現在実施 され てい る実習科 目の中に含 め

ることが困難 となつてい るものである。 この点については、今後 これ らの到達 目標

を充足 しうる新たな実習科 目を設 けるな どの対策 を検討す る。 これ以外 のカバー さ

れていない到達 目標 について も、科 目担 当者 間での講義 内容 の調整 によ り対応す る

よ う努 めてい く。

2)薬 学教育モデル・ コアカ リキュラムに示 されてい る到達 目標 の うち、 どこまで

を必修科 目がカバーすべ きか とい う基準 をよ り明確化す る。先 に示 した薬学教育モ

デル・ コアカ リキュラムのカバー率 を必修科 日とそれ以外 の科 目 (選 択必修科 目、

選択科 日)に 分 けて再度解析す る と、[別 表 3-1-1-4]の よ うになる。薬学教

育モデル・ コアカ リキュラムの本来 の趣 旨を考慮すれ ば、 これ らは全 て必修科 目に

おいてカバーすべ きである とい う考 え方 もできるが、その場合 は必修科 目が さらに

肥大化 した もの となるだけでな く、学生の志 向に応 じた学習 内容 の深化 に とつての

妨 げ となることも懸念 され る。特 に本学の場合、学生が志望す る進路 は病院あるい

は薬局 において薬剤 師実務 に従事す る とい うものか ら、企業 あるいは国公立研究機

関において医療薬学研究や創薬研究 に従事す る とい うものまで、極 めて多岐に亘 っ

てい る。 したがつて この点 については、実際の学習効果 と今後公表 され る薬剤 師国

家試験 の出題基準 との双方 を見極 めなが ら、 さらに検討 してい く。



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(1)(物理系科目に関する到達目標)

表的な分光スペクトルを測定し、構造との関連を説明できる。(知 識 技能 )

数の温度依存性 (van't Horの 式)につい

代表的な状態図 (一 成分系、ニ

必修科目:赤字ボールド選択必修科目:青 字ポールド選択科目:黒字 不明科目:



薄層クロマトグラフィー、液体クロマトグラフィーなどのクロマトグラフィーを用いて代表的な化学物質を分離分
析できる。(知識・技能)

a審分析学、分析化学実習1、 分析化学実習2、 天然物化学実習

ラマン分光スペクトルの原理と、生体分子の解析への応用例につい

(旋光分散 )、 円偏光二色性測定法の原理と、生体分子の解析への応用例について説明でき

|な生体分子(核 酸、タンパク質)の紫外および蛍光スペクトルを測定し、構造上の特徴と関連付けて説
る。(知識 技能)

分析の応用例について説明でき

、核酸、脂質など)の

タンパク質の立体構造を規定する因子 (疎水性相互作用、静電相互作用、水素結合など)について、具体例
餞審分析学、楽

~71物
理化学、生体機能化学

【相互作用】



[資料3-1-1-1]本学カリキユラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(2)(化学系科目に関する到達目標)

ルド選択必修科目:青 字ボールド選択科目:黒字 不明科目:緑字

質と反

応

本的な炭化水素およびアルキル基なUPACの 規則に従って命名す

クロヘキサンのいす形配座と舟形配座

ルケンアルキンの反

【有機ハロゲン化合物】

【アルコールフェノール・
財 ―ル】

ルデヒドケトン カル

カルボン酸誘導体 (酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド、ニトリル)の代表的な性質と反応を列挙し、

説明できる。
有機化学2、 有祖化学2演習、有機化学3、 有機合成化学2

アルコール、チオール、フェノール、カルボン酸などの酸性度を比較して説明

アルコールの代表的な合成法に



(1)官 能

基の導

入 変換

(エステル、アミド、こトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物)の 代表的な合成法について説明
、有●化学2演習、有機化学3、 有機合成化学1

表的な官能基を他の官能基に変換できる。(技 能)

表的な炭素―炭素結合生成反応 (アルドール反応、マロン酸エステル合成、アセト酢酸エステル合成、

、Mannに h反応、GH鰤 ard反応、Wt嗜反応など)について概説できる。
機化学 2、 有機化学2演習、有織化学3、 有機合成化学2

【位置および立体選択性】

て与えられた医薬品を合成できる。(技 能 )

タンパク質の高次構造を規定する結合 (アミド基間の水素結合、ジスルフィド結合など)お よび相互作用につ
基礎生化学、有機化学3.生体機能イヒ学

素環を含む代表的な補酵素(フラビン、NAD、 チアミン、ビリドキサール、葉酸など)の 機能を化学反応性と
連させて説明できる。

(2)医薬
品のコア
と′ヽ一ツ

【医薬品のコンポーネン
ト】

【医薬品と生体高分子】

休構造を示すことができる。(技 能 )

生体内分子と反応する
三薬品】

自然が
生み出

史について概説

生薬成分の構造と生合

物質の農薬、香粧品などの原料としての有用性について、具体例を挙げて説明できる。
農薬 .香粧品としての利

とは何かを説明し、化学構造に基づいて分類できる。

微生物の生産する代表的な糖質、酵素を列挙し、利用法を説明できる。



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(3)(生物系科目に関する到達目標)

生命体
の成リ
立ち

(1)ヒ トの
成り立ち

細胞内小器官(核 、ミトコンドリア、小胞体、リツソーム、ゴルジ体、ベルオキシソームなど)の 構造と機能を説

明できる。
生化学 1、 生物学、分子細胞生物学

【真菌 原虫 その他の微
生物】

こ用いる代表的な試験法 (生 化学的性状試験 、血清型別試験、分子生物学的試験)について説

溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性質、補酵素や補欠分子として関与する生体内反応について

―ター、エンハンサー、エキ,

ルド選択科目:黒字 不明科目:緑字



タンパク質の構造と機
二次.二 次、四次

生体機能化学 創薬ゲ′ム科学

【タンパク質の取扱い】

(4)生体
エネル
ギー

解糖系について説明

代表的なアミノ酸誘導体ホルモンを挙げ、その構造、産生摯器、

オータコイドなど】

エイコサノイドを挙げ

ン(セロトニン、ヒスタミンなど)

サイトカイン・増殖因子

機能形態学 1、 生化学2、 生物学、創業ゲ′ム科学=関
与するセカンドメッセンジヤーおよびカルシウムィオ ンなどを、具体例を挙げて説明でき

【遺伝子操作の基本】

【遺伝子のクローニング技
術】

ゲノム科学 .分子細胞生

免疫を担当する組織 細

分子レベルで見た免疲

免疫系が関係する疾患】

主なワクチンについて、その種類 (生 ヮクテン、不活4ヒヮクテン、トキソイド、混合ワクチン)と基本的特徴を説

主なDNAウ イルス(サ イトメガロウイルス、EBウイルス、ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、パルボウイル
19、 B型肝炎ウイルス)が 31き 起こす代表的な疾患について概説できる。

感染症・がんの治療薬、徴生枷学2

生命を
ミクロ
に理解
する



賣鎧権翡∫ダ:'努絶 ]霧κlT喜ぶち為皮機 7(矢駕i咆錦繰

馨葉症・がんの治療業、機生物学 1グラム陽性球菌(プドウ球菌、レンサ球菌)の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について概説

感染肇・がんの治療薬、機生犠学1グラム陽性得菌(破 傷風菌、ガス壊疸菌、ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疸菌)の細菌学的特徴とそれがつ1

き起こす代表的な疾患について概説できる。                        _

雲ゴ 鋪発奎鴨鶏 批琉75落編群輝盤鍋 事ヽξ轟 駿品子懸

感染症・がんの治療集、微生物学1性スピリルム属病原菌 (ヘ リコパクター ビロリ菌)の 細菌学的特徴とそれが弓|き起こす代表的な疾

感染症・がんの治療薬、徹生物学 1スピロヘータ、マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患に

ついて概説できる。

スペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル)の徴生物学的特徴とそれが引き起こす代表的

こついて概.ltできる。

ゲノム情報の創薬への

ノム科学、バイオインフォマティクス、ゲノムインフォマティクスゲノム情報の創薬への利用について、創薬ターゲットの探索の代表例(イマチニブなど)を挙げ、ゲノム創楽

(3)感染

症にかか

る

【代表的な感染症】



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(4)(薬理学系科目に関する到達目標 )

目:青 宇ボールド選択科目:黒字 不明科目

(1)薬の

作用と生

体内運命

C薬
学 専

教 育

栗 の

薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反応を説明で

る。

中枢神経系に作用する 神経疾患 (てんかん、パーキンソン病、アルツハイマー病など)の 治療薬を挙げ、その薬理作

、機序、主な副作用について説明できる。

ft表的な精神疾患(統 合機能障害、うつ病など)の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用につい

交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用

系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表ArJな薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作

用する代表的な薬物(局 所麻酔薬など)を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明で

【知覚神経系 運動神
に作用する薬】

【循環器系に作用する薬】

表的な性ホルモン代用薬および措抗薬の薬理作用、機序、臨床応用および主な副作用について説明でき

【消化器系に作用する薬】

【代謝系に作用する薬】

【炎症 アレルギーと薬】



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(5)(薬物治療学系科目に関する到達目標 )

ルド選択科目:黒字 不明科目:緑字

薬碑知縮

以下の症候について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を説明できる。発熱、頭痛、発疹、黄疸、チアノー

ゼ、脱水、浮腫、悪心 嘔吐、感下障害、腹痛 下備、便秘、腹部膨満、貧血、出血傾向、胸痛、心悸充進 動

悸、高血圧、低血圧、シコック、呼吸困難、咳、口渇、月経異常、痛み、意識障害、運動障害、視覚障害、記憶

しびれ、けいれん、血屎、頻尿、排尿障害、視力障害、聴力障害、めまい

候と臨床検査値】

と臨床検査、疾病と病態 1、 疾病と病態2的な血液および血液凝固検査を列挙し、その検査値の異常から推渕される主な疾病を挙げることがで

表的な内分泌 代謝疾患に関する検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること

を用いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること

心臓 血管系の疾患】

血液造血器の疾患】
格種性血首内滉国症候群 (DC)の 病燿生理、菫切な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる.

消化器系の部位別 (食 道、胃 十二指腸、小腸 大腸、胆道、肝臓、膵臓 )に 代表的な疾患を挙げることができ

以下の疾患について概説できる。食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、胆石症、虫垂炎、ク
薬理学 1、 疾病と病態1、 業物治療学2

薬理学2.疾病と病態1、 疾病と病態2、 薬物治薇学2塞性気道疾患(気 管支喘息、肺気腫)の 病態生理、通切な治療薬、およびその使用上の注意について説
できる。

下の疾患について概説できる。上気道炎 (か ぜ症候群 )、 インフルエンザ、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、肺結

、肺癌、早L癌

シング症候群の病態生理、適

以下の疾患について概説できる。重症筋無力症、脳炎 髄膜炎、熱性けいれん、脳腫瘍、一過性脳虚血発

作、脳血管性痴果

【アレルギー免疫疾患】 自己免疫疾患(全 身性エリテマトーデスなど)の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につい

て説明できる。
薬理学 2、 疾病と病態 1、 薬物治療学 1

【緩和ケアと長期療養】



(5)病 原

微生物・

悪性新生

物とVpぅ

【抗ウイルス薬】

【悪性腫瘍の病態と治療】



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(6)(薬剤学系科目に関する至1達目標)

科目:赤字ボールド 選択必修科目:青字ボールド 選択科目:黒字  不明科

これに基づいた計算ができ

こついてモデルデータ



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(7)(衛生薬学系科目に関する到達目標)

健 康

【食品の品質と管理】

表的な錮菌性 ウイルス性食中毒を冽挙し、それらの原因となる薇生物の性質、症状、原因食品および予防方法につ

と疾病をめぐる日本

マススクリーン グの意義につい

感染症の現状とその予

生活習慣病とその予防】

ニシエーションとプロモー
'

重金属、農薬、PCB、 ダ・raキシンなどの代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性毒性の特徴につい

ルド選択科目:黒字

Ｃ
肇
教





[資料3-1-1-1]本学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(8)(ヒューマニズム系科目に関する到達目標)

医療の担い手にふさわしい態度を示す。(態度)

憲者の基本nt」権Illと 自己決定権を尊重する。(態度)

ルド 選択科目:黒字  不明科目:緑宇



[資料3-1-1-1]本 学カリキユラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(9)(薬事関係法規系科目に関する到達目標)

C薬

教 育

おだ麟::轟 :濡ξI:,こ躍砲寵l°:蹴蹴 轟竃難翼 纂 :砦
創Pに Cuc。、

代表的な薬害の例 (サ リドマイド、スモン、非lun熱 血液製剤、ソリブジンなど)について、その原因と社会的背

景を説明し、これらを回避するための手段を討議する。(知 識 態度)

ネーターの業務と

OTC薬 セルフメディケ

必修科目:赤字ボー 選択科目:黒字  不明科目:縁字



[資料3-1-1-1]本 学カリキュラムにおける薬学教育モデル・コアカリキュラムの到達目標カバー状況(10)(薬 剤師実務系科目に関するヨ1達 目標)

必修科目:赤 字ボールド 選択必修科目:青宇ボー 不明科目

峠癬鏡

療 に

果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒など)に合った適切な情報源を選択し、
検索、収集できる。(技 能)

収集 評価 加工 .提 供

薬学文献
.データベース検索におけるキーワード、シツーラスの重要性を理解し、適切に検索できる。

【収集評価・管理】

薬剤師業務に注目する】
薬剤師の行う業務が患者本位のフ万 マシューティカルケアの概念に沿ったものであることについて討議す

る。(態度)

チーム医療に注目する】

医薬品の用法・用量】

こついて討議する。(態

院 薬



安全管理に注目する】
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1基 準 3-1-2

1 各到達 目標の学習領域に適 した学習方略 を用 いた教育が行われていること。

[現 状 ]

現在 、有機化学系の最 も基礎 的な段階に位置す る 「有機化学 1」 お よび 「有機化

学 2」 の 2科 目においてのみ、対応す る演習科 目がそれぞれ設定 されてい る。 ここ

では、対応す る講義科 目の内容 に基づいた演習 問題 を学生 に解答 させ ることによ り、

それ までに得 た知識 の体系化 と応用力 の養成 を図 る とともに、学生個 々に能動的な

学習態度 を身 に付 け させ るよ う配慮 してい る。

一方、各実習科 目について、関連す る講義科 日との実施 時期 の関係 を示す と、[別

表 3-1-2-1]の よ うになる。多 くの科 目が関連す る基礎 的な講義科 日の後 に

配置 され てお り、座学か ら実学への繋が りに配慮 したカ リキュラム編成 としてい る。

本学では、 2年 次 までを基礎薬学の修得期 間 として位置付 けてお り、主に 3年 次

以降に医療現場 との関連付 けを重視 した科 目を配置 してい る。 これ ら 3年 次以降の

科 目を以下に示す 3つ の観 点か ら分類す る と[別 表 3-1-2-2]の よ うになる。

(1)具 体的な症例 を含む科 目

(2)医 療現場での具体例 を含む科 目

(3)製 剤上の工夫 を含む科 目

これ らの科 目の うち、1年次 に必修科 日として実施 してぃ る「早期体験学習」では、

病院、保 険薬局、製薬企業等の見学 を行 うとともに、関係者へのイ ンタ ビュー を通

じて、学生が早い学年か ら自身 の将来像 を形成 できるよ う配慮 してい る。 また、 2

年次に選択科 目として実施 してい る 「実践社会薬学」では、病院、保険薬局、製薬

企業、官公庁 においてそれぞれの職務 に従事 してい る薬剤 師を外部講師 として招 きく

各職種 における業務 内容 に関す る説 明を受 ける機 会 を設 ける とともに、学生が講師

との総合討論 を通 じて、薬 の専 門家 としての高い意識 レベル をもつ ことの重要性 を

理解す るよ う配慮 してい る。一方、患者 との接点 としては、 4年次 に必修科 日とし

て開講 してい る 「コ ミュニケー シ ョン論」において、がん患者や薬害経験者 な どを

外部講師 として招 き、その体験談 を聞 くことに よ り、患者心理の多様性や 医療従事

者 との価値観 の違 いな どについて も学ぶ ことができるよ う配慮 してい る。

根拠 とな る資料・ データ :[別 表 3-1-2-1]、 [別 表 3-1-2-2]

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)上 述 の演習科 目では、演習 と期末試験 との間で類似 問題 に関す る正答率の

顕著 な改善が認 め られてお りξ講義科 目のフォ ローア ップ として、高い学習

効果 を上げてい る。

2)実 習科 目については、ほ とん どの科 目が関連す る基礎 的な講義科 目の後 に

配置 されてお り、座 学で得た知識 を実践力 に発展 させ るための体系的な教育



体制 を構築 してい る。

3)本 学では、学生 と患者・薬剤 師・他 の医療 関係者 。薬事 関係者 との交流 を

行 わせ るにあたって、以下の 5つ の 目的を重視 してお り、現行 のカ リキュラ

ムはこれ らの 目的を達成す るための内容 をバ ランス よく含 んでい る。

(1)医 療従事者 としての心構 えを早い学年か ら身 に付 けさせ ること

(2)薬 の専門家 としての高い意識 をもたせ るこ と

(3)医 療現場での問題 点 を知 り、それ を解決す る手段 について考 え させ る

こと

(4)薬 剤 師 と患者 あるいは他 の医療従事者 との間の価値観 の相違 について

理解 し、それぞれ の立場で考 えることのできる柔軟性 を身 に付 け させ

ること

(5)医 薬 品にまつわる法令 を遵守す るこ との重要性 を認識 させ ること

4)4年 次 において実施 されてい る 「医療薬学実習」 において、実務実習の準

備 としての枠 を越 えた、本学独 自の取 り組みが行 われてい るこ とは高 く評

価 できる。 ここで実施 されてい る 「フィジカル アセスメン ト」では、実際

の症例 にお けるバイ タル測定の結果 か ら、当該患者 における副作用発現 の

有無 と投薬 の効果 について学生 に考 え させ る内容 を取 り入れてい る。 この

よ うな具体的な症例 の研究 を含 む実習 内容 は、医療従事者 としての問題解

決能力 の向上に大 きな効果がある。

一部の実習科 日では、関連す る基礎科 目の講義 と実施 時期が重複 あるいは

逆転 してい る。 しか し、 これ らの実習 は実際の組織や生体 の様子 を観察 し

た後 に理論的な学習 を行 つた方が、理解 しやすい内容 を多 く含 んでい ると

考 え られ る。

講義科 目においては、症例や 医療現場 での工夫 を教員 が学生 に一方的に提

供す る といつた内容 に偏 りがちな傾 向が認 め られ る。

改善 を要す る点

1)上 述 の 「実践社会薬学」は選択科 日となつてお り、学生の全数 に 占める履

修者 の割合 は高い ものの、全員 に履修 を課す状況 には至っていない。

[改 善計画 ]

1)「 実践社会薬学」については、教育効果 を考慮 した上で、必修科 目への変更につ

いて検討 してい く。

5)

6)
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1基 準 3-1-3                              1
1 各ユニ ッ トの実施時期が適切 に設定 され ていること。             |

[現 状 ]

本学で実施 してい る薬学教育カ リキュラムの全科 目を以下に示す 9つ のユニ ッ ト

に分類 し、特 に関連の深い科 目を実施 時期 の順 に並べた ものを [別表 3-1-3-
1]に 示す。

(1)物 理系科 目

(2)化 学系科 目

(3)生 物系科 目

(4)薬 理学・薬物治療学系科 目

(5)薬 剤学系科 目

(6)衛 生薬学系科 目

(7)医 療薬学系科 目

(8)情 報科学系科 目

(9)総 論系科 目その他

高等学校 にお ける教育課程 との繋が りが、特 に重要 と考 え られ る物理系科 目、化

学系科 目、生物系科 日については、 1お よび 2年 次 にお ける基礎教育の充実 を図 る

とともに、学習 内容 を徐 々に発展、枝分かれ させ る形 で連続性 を重視 したカ リキュ

ラム編成 を行 つてい る。 また、薬学の専門分野ではあるが、学習 内容 に基礎 的な概

念が多 く含 まれ る薬理学・薬物治療学系科 目、薬剤学系科 目お よび衛生薬学系科 目

については、上述 の基礎教育の内容 に基づいて 2年次後期か ら導入教育 を開始 し、

病院お よび薬局実習が実施 され る 5年 次開始時までの間に、薬剤 師実務 の遂行 にあ

たって必要 な知識 を修得で きるよ う配慮 してい る。一方、医療薬学系科 目について

は、 ヒューマニズムに関連す る科 目を 1年 次か ら 2年次にかけて配置す るこ とによ

り、医療従事者 としての心構 えを早期 に確 立 させ るよ うに努 める とともに、 4年 次

か ら 5年 次の間に集 中的に科 目を配置 したカ リキュラム編成 とす るこ とによ り、病

院お よび薬局での実務実 習が円滑に遂行できるよ う配慮 してい る。また、本学は情

報化社会 の中にあつて高い能力 を発揮 しうる薬剤 師の養成 を念頭 に置 き、特 に情報

科学教育に力 を注いでい る。す なわち、 1年次 にお ける基礎 的な情報処理能力の養

成 に始 ま り、副作用情報の収集・デー タベース化 とその活用 を意図 した薬学情報科

学教育や、医薬 品の創製 に とって重要 なバイオイ ンフォマテ ィクス、ケモイ ンフォ

マテ ィクス教育まで を継続的 に展 開 してい る。総論系科 目その他 の科 目については、

入 門時期 の総論系科 目と薬学共用試験や国家試験対策 の科 目が時期的に適切 に配置

されてい る。

根拠 となる資料・デー タ :腸J表 3-1-3-1]
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[点 検・評価 ]

優れた点

1)上 述 の (1)か ら (6)に 該 当す る基礎薬学系科 目または基礎 的な概念 を

含む科 目については、本学部で長年培 われてきた教育体制 をほぼ踏襲 したカ

リキュラムを構築 してお り、科 日間の接続や 関連性 について も十分 に配慮 し

てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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1基 準 3-1-4

1 薬斉1師 と して必要 な技能 , 態度 を修得す るための実習教育が行われていること。 |

[現 状 ]

本学において実施 されてい る各実習科 目を以下に示す 4つ の観 点か ら分類す る と、

次の よ うになる。

(1)基 礎薬学に関す る実習 の うち基礎 的な内容 が 中心 となつてい るもの [薬 用

植 物学実習、機 能形態学実習、分析化 学実習 1、 生物化学実習 1、 有機化 学

実習、薬 品物理化学実習 ]

(2)基 礎薬学に関す る実習 の うち応用 的な内容 を一部含む もの

[分 析化 学実習 2、 生物化学実習 2、 放射 医薬 品学実習、天然物化学実習、

医薬 品合成化学実習 ]

(3)薬 学 に関す る専門的な内容 を含む もの

[薬剤学実習、薬理学実習、衛生薬学実習 ]

(4)医 療薬学に関す る実務 的な内容 を含む もの (事 前実習 )

[医 療薬学実習 ]

また、これ らの各実習の内容 は、[資 料 3-1-4-1]に 示 した各実習書 の通 り

である。

本学では、 5年 次か ら開始 され る卒業研 究 (薬 学総合研 究)の ために 4年次か ら

研究室配属 を行 つてお り、学生個々の希望 に応 じた研究分野 を選択できるよ うにな

つてい る。 この際、 3年次終 了時までの各実習 において学習 した内容が、上述 の研

究分野 を決定す る上で重要 な判断材料 となるだけでな く、 これ らの実習 において体

得 した基本 的技能が卒業研 究 を遂行す る上での基盤 となつてい る。一方、 4年 次後

期の 「医療薬学実習」は、薬学共用試験 (OSCE,CBT)を 経て実務実習 に向か うに

あたっての準備教育のためのプ ログラム として、平成 21年度 か ら実施 されてい る。

根拠 となる資料 。デー タ :全実習 のテキス ト

[点 検・評価 ]

優れた点

1)本 学 において実施 され てい る実習科 日の総数 は 15科 日であ り、 この うち

10科 目が必修科 目であ る。また、残 りの 5科 目の うち、2科 日以上 を履修す

ることが卒業要件 として定め られてい る。 1科 日あた りの実習回数は 6回 か

ら 8回 となつてお り、量的に見て十分な実験実習が行 われてい る。また、こ

れ らの実習科 目については、いずれ も単 に実験 を行 わせ るだけではな く、実

験結果 に基づ くグループ内での討論 の実施 に加 えて、 レポー トの作成・提 出

とその後のフィー ドバ ックを重視 してお り、学生が実験操作の基盤 となって

い る原理 に随時立 ち戻 つて考 えるこ とがで きるよ う配慮 してい る。 したがつ

て、質的な観 点か ら見た場合 に も、学生が科学的思考の醸成 に役立つ技能及
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び態度 を修得す るにふ さわ しい内容 としてい る。

「基礎薬学 に関す る実習 の うち応用的な内容 を一部含む もの」として分類 した

科 日 (「 分析化学実習 2」 、「生物化学実習 2」 、「放射 医薬 品学実習」、「天然物

化学実習」、「医薬 品合成化学実習」)に は、卒業研究 において実施 され るもの

に近いア ドバ ンス トな実験内容が含 まれ ている。 これ らの科 日はいずれ も選

択必修科 目となつてお り、学生は 5科 目の中か ら 2科 日以上を選択 して履修

す ることによ り、卒業実習 にお ける研究分野に近い 内容 について学習す るこ

とができるよ う配慮 してい る。

「医療薬学実習」においては、薬剤 師業務 に関す る基本的知識、技能、態度 を

習得す るためのプ ログラムが 4ケ 月 間の長期 にわたつて綿密 に組み立て られ

てお り、最新設備 を有す る専 門施設 (薬 学部 16号館 )に おいて、現職 の薬

剤 師や模擬患者 な どの協力 を得て実施 され てい る。 また、本実習のま とめ と

して OSCEの 形式 に準拠 した試験 を実施 してお り、共用試験 に対 して も十分

に配慮 された内容 となつてい る。

改善 を要す る点

1)薬 学教育プ ログラム全体にお ける学習 内容 の増加 に伴い、時間割 の上で も

長 時間を占める実習教育の効率化 を図つてい くことが強 く望まれてい る。 こ

の際、教育の効果 を低下 させ ることな く効率化 を実現 してい くためには、複

数 の実習の統合 を含 めた実施形態の見直 しを行 つてい くことが必須である。

2)「 基礎薬学 に関す る実習の うち基礎 的な内容が 中心 となつてい るもの」とし

て分類 した科 目 (「 薬用植物学実習」、「機 能形態学実習」、「分析化学実習 1」 、

「生物化学実習 1」 、「有機化学実習」)の 中には、やや古典的に過 ぎる内容や

必ず しも効率的でない実験方法が含 まれてい るもの も存在 してお り、実習の

内容 について一部見直 しを図つてい く必要がある。

[改 善計画 ]

これまでは 「医薬 品を合成す る」、「医薬 品を分析す る」、「医薬 品を評価す る」 と

い った各項 目については、いずれ も独 立 した実習科 目の中で学習す るプ ログラム と

して実施 されていた。今後 は 「医薬 品を合成 して、分析 して、評価す る」 とい つた

連続的なプ ログラムの中で各項 目を実施す る形態 に進化 させ ることによ り、実施期

間の短縮 を実現す るとともに、各項 目の繋が りの重要性が よ り明確 に認識 され るよ

うな効果的な題材 を開発 してい く必要がある。 この点 については、複数 の実習科 目

の統合 を含 め、現在学内の実習実施委員会 において検討 中である。 したがつて、今

後 は上記委員会か らの答 申結果 を踏 まえて、研 究心にあふれた薬剤 師の養成 を行 う

にふ さわ しい実施形態お よび 内容へ の改善 を図つてい く。

2)

3)
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1基 準 3-1-5
1 学生の学習意欲が高 まるよ うな早期体験学習が行われていること。       |

[現状 ]

本学 においては、 1年次必修科 日として 「早期体験学習」 を実施 してい る。 ここ

では、学生 を幾つかのグループに分 け、病院、保 険薬局、製薬企業等の見学 を行 わ

せ るとともに、関係者へのイ ンタ ビューの実施 を通 じて、各職種 の業務 に薬斉J師 が

どの よ うに関わつてい るか を理解できるよ う配慮 してい る。 また、全てのグループ

の間で見学内容 に関す る発表 と討論 を行わせ るこ とによ り、学生が思い描いてい る

将来像 に 自己を近づ けてい くためのプ ロセスについて、具体的なイメー ジを形成 さ

せ るよ うに努 めてい る。一方、 1年次お よび 2年 次 に必修科 目として開講 してい る

「ヒューマニズム・薬学入 門 1」 お よび 「ヒューマニズム・薬学入 門 2」 において

は、薬剤 師に求 め られ る倫理観 を養成す るとともに、医薬 品開発 の社会的意義 に対

す る理解 を促進す ることを 目的 として、教員側 か ら提供 した特定 のテーマについて、

グループ単位 での資料収集 と討議、履修者全体 での発表会 と総合討論の 2つ を実施

してい る。

[点 検 。評価 ]

優れ た点

1)「 早期体験学習」にお ける活動 を通 じて 自己の将来像 が明確化す るのに伴い、

学習意欲 が顕著 に向上す る学生の出現が認 め られ てい る。

2)「 ヒューマニズム・薬学入 門 1」 お よび 「ヒューマニズム・薬学入 門 2」 の

2科 目については、創薬研究者 の養成 を 目的 とした 4年制学科 (生命創薬科

学科 )と 合 同で実施 されてい るため、薬 を創 る側 と使 う側 の双方の観 点か ら

の議論が行 われてお り、広 い視 野で薬 について考 えることのできる人材 の育

成 に効果 を上げてい る。

改善 を要す る点

1)「 早期体験学習」については、各職場 にお ける良い面が強調 された理解 に偏

りがちである。 これ は、学習 に対す るモチベー シ ョンを高 めるとい う観 点か

ら考 えた場合 には、望ま しいあ り方 とい えるが、実際の職場には問題 点 も数

多 く存在 してお り、その双方 についてバ ランス良 く理解 させ るための配慮 を

行 ってい くことが必要である。

2)「 早期体験学習」を通 じて 自己の将来像 をイ メージす ることができて も、そ

れ に 自分 を近づ けてい くためのプ ロセスを具体化す るこ とのできない学生が

存在す る。

3)「 ヒューマニズム・薬学入 門 1」 、「ヒューマニズム・薬学入 門 2」 について

は、討論 の基礎 となる資料収集 の能力 に学生 間で大 きなバ ラツキが認 め られ

るため、学習効果が一律 なもの とな りに くい。



[改 善計画 ]

1)「 早期体験学習」については、ここで確 立 され た将来像 を実現化す るためのプ ロ

セスを認識 させ ることを 目的 としたフォ ローア ップ を実施すべ く検討 してい く。

具体的には、 さらに高学年 の学生 を交 えた討論 の実施 な どが考 え られ る。 また、

2年 次 に選択科 目として実施 してい る 「実践社会薬学」な どを通 じて、薬剤 師が

活動す る各現場 にお ける問題 点について も把握できるよ う努 めてい く。

2)「 ヒューマニズム・薬学入 門 1」 、「ヒューマニズム・薬学入 門 2」 においては、

学生間の討論 にお けるオブザーバー としての教員 の役割 について見直 しを図つて

い く。す なわち、学生の側 に欠落 してい る視 点 を教員 が適宜補完す るこ とに よ り、

内容 的にバ ランスの取れた討議 が行 われ るよ う配慮 してい く。
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(3-2)大 学独 自の薬学専門教育の内容

基準 3-2-1
大学独 自の薬学専 門教育の内容が,理 念 と目標 に基づいてカ リキ ュラム に適確 に

含 まれていること。

[現 状 ]

本学 のカ リキュラムに含 まれ る科 目の うち、薬学教育モデル・ コアカ リキュラム

及 び実務実習モデル・ コアカ リキュラム以外 の内容 を含む ものについて、

(1)他 大学 には類似 した名称 の ものがほ とん ど認 め られ ない科 目
・

(2)他 大学 にも類似 した名称 の ものが認 め られ るが、本学独 自の内容 を含む

科 目 の 2つ に分類す ると、[別 表 3-2-1-1]の よ うになる。ここに示 した よ

うに、本学では独 自の薬学専門教育の内容 は全 て、科 目あるいは科 目の一部 として

構成 されてい る。 また、 これ らの内容 は全 て科 目のシラバ ス中に記 されてい る。

[別 表 3-2-1-1]に 示 した本学独 自の内容 を含 む各科 目の時間割編成 につ

い て は、 [別 表 3-2-1-2]に 示 した 時 間割 表 の通 りで あ る。

根拠 となる資料 :[男 U表 3-2-1-1]、 [別 表 3-2-1-2]、 シラバ ス

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)本学は、「医薬分子 を とお して人 間の健康 を守 る」とい う理念 に基づ き、高

度化す る医療 に対 して貢献す るこ とのできるヒューマニズム と研 究心にあふ

れた高度 な薬斉J師 (医 療人)の養成 を 目標 としてい る。 ここで重要 となるの

は、上述 の 目標 を達成す るために、本学独 自の薬学教育プ ログラムを どう構

築 してい くか とい う点である。本学は、同一学部 内に創薬研究者 の育成 を 目

的 とした 4年制学科 (生 命創薬科学科)を併設 してお り、 ここでは創薬研究

を意識 した本学独 自の教育プ ログラムを展 開 してい る。 この中には 6年 制学

科 (薬 学科)の学生が研 究心 を養 うにあたって も重要 となる内容 を含む科 目

を開講 してお り、 これ らを選択科 目として 自由に履修す ることができるよ う

配慮 してい る。

2)本 学の特色 の 1つ である情報科学教育 については、薬学専門教育の内容 と

相 まつて、医薬 品に関す る本質的な理解 を導 く上で極 めて重要 な役割 を果た

してい る。 また、 この分野の教育は発表資料 の作成 法の習得 な どを通 じて、

学生のプ レゼ ンテー シ ョン能力 の向上にも一定の効果 をもた らしてい る。

3)本 学では、 2年 次終了時までに基礎薬学の根幹 をなす部分の教育 をほぼ完

了 しうるカ リキュラム編成 を取 つてお り、 3年 次以降の比較的早い時期 に本
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学独 自の薬学専門教育を開始す るこ とができる。そのため、これ らの教育内

容 を科 日あるいは科 目の一部 として計画的かつ柔軟 に実施す るこ とが可能 と

なってい る。 これ は、学生が専門 とす る分野 を決定 してい く上で多 くの判断

材料 を提供す ることに繋が るだけでな く、視野の広い人材 の育成 とい う観 点

か らも大 きなメ リッ トをもた らしてい る。

4)[別 表 3-2-1-1]に 示 した時間割表 か ら明 らかなよ うに、いずれの科

目について も時間割上の重複 は生 じてお らず、全ての学生 に履修 の機会が与

え られてい る。 したがつて本学では、学生のニーズに応 じて、本学独 自の薬

学専門教育の時間割編成 が選択可能 な構成 になってい る。

改善 を要す る点

1)本 学では、 4年制学科 (生 命創薬科学科)を併設 してい る関係 か ら、基礎

薬学研究 に関す る最先端 の内容 を含む科 日は充実 してい るとい うことができ

るが、医療薬学研究 に関 して先端的な内容 を含む科 目については、ライ ンナ

ップの点か ら見て も未だ不十分である。

2)本 学では、各科 目のシラバス 中に具体的な教育内容が明示 されてい るが、

その どの部分が本学独 自の薬学専門教育の内容 に相 当す るのか とい う点につ

いては、明確 に区別 して表示 できていない。

[改 善計画 ]

1)薬 学 6年制教育の施行 に伴い、本学 にお ける医療薬学研究 は年々活発化 してい

ることか ら、その内容 を取 り入れた教育プ ログラムの創 出を図つてい く。特 に本学

では、がんに関係す る トランス レーシ ョナル リサーチに力 を注いでお り、 旧薬学研

究科 の大学院 には社会人 を対象 とした 「がんプ ロフェ ッシ ョナル養成 コース」 も開

設 されてい るこ とか ら、 ここで培 われた研究成果 を積極 的に取 り入れ た教育 内容 の

充実 を図つてい く。

2)各 科 目の どの部分 に本学独 自の薬学専 門教育の内容が含 まれてい るのかがわか

るよ うにシラバスの表記方法 を改善 してい く。
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(3-3)薬 学教育の実施 に向けた準備

1基 準 3-3-1
1 学生の学力を,薬学教育を効果的に履修できる レベルまで向上 させるための教育

|プ ログラムが適切に準備 されていること。

[現 状 ]

本学では、例年、高校 の課程 において 「物理」、「化学」、「生物」の うちのいずれ

か 1科 目も未履修 のまま入学 して くる学生が相 当数い るこ とを踏まえて、 これ らの

学生の うち、推薦入試 も しくは帰国子女入試 に よ り入学す る者 に対 しては、入学前

の 自己学習 を支援す る 目的で、希望者 に未修得科 目に関す る課題 の送付 と添削 を行

つてい る。 しか し、実際には一般入試 によ り入学す る者 も含 め、 これ らの未修得 の

科 目について、入学後 に修学上の困難 さを訴 える学生が増力日しつつ ある。そ こで、

平成 21年度 か らFD活 動 の一環 として、新入生の上記 3科 目に関す る履修状況 の

調査 と 「化学」 に関す る基礎 学力調査 (ア セスメン トテス ト)を入学直後 に実施 し

てい る。 これ は新入生が高校課程 の内容 を どの程度理解 してい るかについて、教員

があ らか じめ把握す ることによ り、 レベル に基づいた授業 の教 え方 。進 め方ができ

るよ う配慮 した ものである。平成 22年 度か らは、「物理」について もこの よ うな基

礎 学力調査 を実施す る予定 に してい る。 これ らの調査結果 を踏 まえて、平成 21年

度か らは、高校課程 の 「物理」、「化学」の内容 に関す る補習講義 を実施 してお り、

高校課程 で これ らの科 目を修得 していない者 については、他 の講義が設定 され てい

ない 4月 か ら 6月 までの毎土曜 日に必ず受講 させ ることに してい る。ここでカバー

されていない 「生物」に関 しては、高校課程 との接続性 を考慮 した薬学部独 自の講

義科 目として、「生物学 (選 択必修 )」 お よび 「基礎生化学 (必 修 )」 を 1年次前期科

日として開講 してお り、大学課程 の教育内容へ のスムーズな移行が可能 となるよ う

配慮 してい る。 さらに、新入生 に対す る学習サポー トの一環 として、学習相談室 を

開設 してい る。 ここでは、前年度優秀 な成績 を収 めた学生 を教育サポー ター (ES)

に任命 し、新入生の学習 に関す る相談 と補習の指導 にあた らせ てお り、放課後等 の

学生が参加 しやすい時間帯に開設す るよ う配慮 してい る。

[点 検・評価 ]

優れた点

1)上 述の基礎 学力調査 (ア セスメン トテス ト)で は、学生が高校教育課程 の

どの分野 を弱点 としてい るかを明確 に把握す るこ とがで きるため、指導上の

工夫 に基づいた柔軟 な対応 を行 うことがで きる。

2)入 学前 の 自己学習支援活動 については、何 らかの未修得科 目をもつ対象学

生のほ とん どがこれ を利用 してお り、一定の教育効果 を上げてい る。

3)新 入生対象 の学習相談室では、学生間での教育指導が行 われ るため、学習

の コツの伝授 といつた教員 の指導では得 られ に くい教育効果 を生み出 してい



る。

改善 を要す る点

1)新入生の学力 については、高校課程 のカ リキュラムが易化 した影響 もあ り、

年 々低下傾 向にあるこ とが認 め られ る。 これに伴い、大学課程 の教育内容ヘ

のスムーズな移行 を実現す るためのカ リキュラム上の配慮が求 め られ る一方

で、早い学年か ら学生 に 自己学習 に対す る積極性 をもたせ ることも極 めて重

要 となってお り、 この点での何 らかの工夫 を取 り入れ ることが強 く求 め られ

てい る。

[改 善計画 ]

① 基礎 学力調査 (ア セ スメン トテス ト)に つ いては、 これ を物理 、化 学、生物 の

3科 目全てについて実施 す ることが強 く望 まれ るこ とか ら、平成 23年 度以降

の実施 に向けた検討 を行 ってい く。

② 薬学部 カ リキュラムにおいては、基礎薬学 の段 階において学習す る内容 が広範

かつ多量であ るとい う特徴 を有 してい るので、学生 に とつては、早い学年 にお

いて学習す る内容 と薬 学専 門分野 の内容 が ど う繋が るのか とい う点 を見失 うこ

とに よ り、修学意欲 の喪失 に陥 りやす い。 したがつて、基礎薬学系科 目を実施

す るにあたつては、 この点 に十分配慮 した学習ガイ ダンスを行 つてい く。



4 実 務 実 習

(4-1)実 務実習事前学習

1基 準 4-1-1
1 教育 目標 が実務実 習 モデル

1適 切 に行われ て いる こと。

コア カ リキ ュラム に適 合 し,実 務実習事前学習が

[現 状 ]

本学薬 学科 の実務 実習事 前学習 は、態度 。技能 に関す る学習 を中心 に医療薬 学実

習 として実施 し、関連す る知識 に関す る学習 は関連講義科 目において実施 してい る。

医療薬 学実習 の教 育 目標 の大綱 は、本 学薬 学科 において [資 料 4-1-1-1]の よ

うに設 定 してい る。 平成 21年度 は、 12月 18日 に終 了 した。

根拠 とな る資料 。デー タ :平成 21年度 医療薬 学実習実習書

[資 料 3-1-1-1]、 [別 表 3-1-1-2]、 [資 料 4-1-1-1]

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)本学薬 学科 の医療薬 学 実習 お よびそ の関連 講義科 日 (薬 剤 師 と社 会 、 医療

の倫理 、薬剤 師 と法律 、調剤 学 1、 調剤 学 2、 医薬 品情報学、情報処理・演

習 1、 情報処理・演 習 2、 処方解析概論 、患者情報、薬物治療 の個別化 、 コ

ミュニケー シ ョン論 、製剤 学 )の 教育 目標 (一 般 目標・到達 目標 )は モデル・

コアカ リキュラムの実務実習事前学習 が掲 げ るそれ らの うち、知識 に関す る

到達 目標 のほぼすべ て を網羅 してい る。

2)医 療薬 学実習 は、モデル コアカ リキ ュ ラムの実務 実習事 前学習が掲 げ る

教育 目標 の うち、態度・技能 に関す る到達 目標 の約 65%を 含 んでい る。 これ

らをあわせ る と、モデル・ コアカ リキュラムの実務実習事前学習 の掲 げ る矢日

識 、態度 。技能 のすべ ての教育 目標 の約 86%と な る。

3)医 療薬 学実習 では独 自プ ログラム として、 医薬 品情報 、TDM、 臨床薬剤 師

業務 を追加 してい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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[資 料 4-1-1-1]

医療薬 学実習 の教育 目標 の大綱

事前実習 をは じめ るにあたつて

自分 の能力や責任 範 囲の限界 と他 の医療従事者 との連携 につ いて討議す

る。

薬剤 師が行 う業務 が患者本位 の フ ァーマ シューテ ィカル ケアの概 念 にそ

つた もので あ るこ とについて討議す る。

医薬 品情報

医薬 品情報 を 目的 に合 わせ て適切 に加 工 し、提供 で きる。

医薬 品の基本 的情報 を文献 、MRな どの情報源 か ら収集 でき る。

処方せ ん と調剤   ‐

代表 的 な処方せ ん例 の鑑 査 をシ ミュ レー トで きる。

処方せ ん例 に従 つて、計数調剤 をシ ミュ レー トで きる。

処方せ ん例 に従 つて、計量調剤 をシ ミュ レー トで き る。

調剤 され た医薬 品の鑑 査 をシ ミュ レー トで き る。

疑義照会

特定 の配合 に よって生 じる医薬 品の性 状、外観 の変化 を観 察す る。

処方せ ん の問題 点 を解決す るた めの薬剤 師 と医師の連携 の重 要性 を討議

す る。

代表 的 な医薬 品について効能 。効果 、用法・用 量 を列挙 で きる。

代表 的な医薬 品につ いて警告 、禁 忌、副作用 を列挙 できる。

代表 的な医薬 品について相互作用 を列挙 で き る。

疑義照会 をシ ミュ レー トす る。

服薬指導 と患者情報

患者背景 と情報 (コ ンプ ライ ア ンス、経過 、薬歴 な ど)を 把握 で き る。

患者接遇 に際 し、配慮 しなけれ ばな らない注意点 を列挙 で き る。

代表 的な医薬 品の服薬指導上 の注意 点 を列挙 で き る。

代表 的な疾 患 において注意すべ き生活指導項 目を列挙で き る。

服薬指導 に必要 な患者 情報 を列挙 で きる。

医薬 品の管理 と供給

麻薬 の取扱 い をシ ミュ レー トで きる。

代表 的 な配合変化 を検 出で きる。

体 内電解 質 の過 不足 を判 断 して補正 で きる。

無菌操作 の原理 を説 明 し、基本 的 な無菌操 作 を実施 で きる。

代表 的 な輸液 と経管栄養剤 の種類 と適応 を説 明でき る。

抗 がん剤 な どの取扱 い にお け るケ ミカルハザー ド回避 の基本 的手技 を実
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施 でき る。

代表 的 な院 内製剤 を調製 で き る。

リス クマネー ジメン ト

事故 が起 こった場合 の対処方法 について提案す る。

代表 的な医薬 品の副作用 の初期症状 と検査所 見 を具体的に説 明で き る。

自分 の能力や 責任 範 囲の限界 と他 の医療従事者 との連携 について理解す

る。

TDM
TDMの 必要性 を理解 す る。TDMの デー タを解析 して ,薬 物治療 の適 正化 に

ついて討議す る。

臨床薬剤 師業務

輸液 電解質組成バ ランス を理解 で き る。

患者 の適正 なカ ロ リー を算 出 し栄養 評価 がで き る。

患者 の水分バ ランス を評価 で きる。

患者 の基本 的 なバイ タル サイ ンを正確 に取得 で き る。

医療人 と して必要 な基本 的救命措置 を施行 で きる。

事前実習 のま とめ

代表 的 な処方せ ん例 の鑑査 を行 うこ とができ る。

疑義照会 をシ ミュ レー トす る。

処方せ ん例 に従 つて、計数調剤 をシ ミュ レー トで き

レー トで き

でき る。

処方せ ん例 に従 つて、計量調剤 をシ ミュ

調剤 され た医薬 品の鑑 査 をシ ミュ レー ト

患者背景 に配慮 した服薬指導 がで きる。

処方せ ん例 に従 つて注射薬調剤 がで き、かつ基本 的な無菌操作がで きる。



基準 4-1-2
学習方法 ,時 間,場 所等が実務実習 モデル・ コアカ リキ ュラム に基 づ いて設定

されて いる こと。

[現 状 ]

本学で は、モデル・ コアカ リキュラムの実務 実習事前学習 において、学習方法 と

して専 ら講義 に よる到 達 目標 につ い て は 関連 講義 科 日で学習 す る こ とと してい る

(後 述 )。 一方 、学習方法 として演習、実習 に よる到達 目標 については医療薬 学実習

で実施 してい る。 医療薬学実習 の学習方法、時間、場所 は [資 料 4-1-2-1]の

通 りで あ る。実習 の実施形態 は、薬学科約 80名 の学生 を約 40名 ずつ の半数 に分 け、

内容 に よ リー括 、あ るいは半数ずつ の交代 で行 つてい る。 なお、 これ ら実習 には学

習方法 と して、実習 の他 に演習 (SGD)を 含 んでお り、総 時 間数 は 90分 ×90回 であ

る。この うち、モデル・ コアカ リキュラムに準拠 してい る内容 の時 FHl数 は 90分 ×75

回であ り、90分 ×15回 は本 学独 自の内容 と して実施 してい る。

医療薬学実習の場所 としては、このた めに新 設 され た 16号 館 を使用 してい る。演

習 (SGD)に は SGD室 10室 とプ レナ リー室 を使 用 し、実習 には調剤 実習室、製剤 実

習室、無菌調斉J実 習室 、病棟 自習室、臨床 講義室、 医療薬 学実習資料室 を、講義 に

は講義 室 を使用 してい る。

モデル・ コアカ リキュラムの実務実習事 前学習 において、学習方法 として専 ら講

義 による到達 目標 について は関連科 日で学習す るこ とに してい るが、その概 要 は [資

料 4-1-2-2]の 通 りで ある。総 時 間数 は 90分 ×32回 で ある。

根 拠 とな る資料 ・デ ー タ :シ ラバ ス 、 [資 料 4-1-2-1]、 [資 料 4-1-2-

2]

[点 検・評価 ]

優 れ た点

1)モ デル・コアカ リキュラムの実務実習事 前学習 において、学習方法 として専

ら講義 に よる到達 目標 、90分 ×32回 につ いて は関連 の 10科 目(2単位科 目 8、

1単位科 目 2)(総 時間数 90分 ×14回 ×9科 目分 )で 学習す るこ ととしてい る

が、 これ は各分野 の講義 において十分 に達成 され てい る。

2)学 習方法 として演習 、実習 に よる到達 目標 について は医療薬 学実習 で実施す

ることとしてい るが、その総 時間数 は 90分 ×90回 で あ り、モデル・ コアカ

リキュラムの設定 90分 ×90回 を充足 してい る。

3)医 療薬学実習では本 学独 自の内容 として、医薬 品情報 、 TDM、 臨床薬剤 師業

務 を計 90分 ×15回 を設 定 してお り、 これ が総 時間数 に含 まれ るた め、 これ

ら独 自内容 を除 くと、総 時間数 は 90× 75と な り、モデル・ コアカ リキュラム

の設定 の 83%の 充足 率 とな る。 ただ し、臨床薬剤 師業務 は疑義照会 をは じめ



として他 の項 目の 内容 を本学独 自のプ ログラム と して発展、拡大 させ た部分

で もあるた め、 83%は 最小評価 した場合 であ る。

4)本年度 は初年度 で新 設施設 の完成 が予定 よ り遅れ たた め、医療薬学実習 につ

いてはシ ラバ ス とは異 な り、「4.疑 義 照会」が 90分 ×6回 に、「6.3～ 5

のま とめ」が 90分 ×6回 に、「 10.臨 床薬斉J師 業務 」が 90分 ×9回 に変更

した。 したが つて、 医療薬学実習 の総 時間数 は 90分 ×87回 とな る。

5)演 習 (SGD)、 実習 は新設 され た施 設 を使 用 して、 問題 な く実施 してい る。

改善 を要す る点

1)実 習担 当教員 か ら、調剤 関係 の実習が不足 してい る との意見が あつた。

[改 善計画 ]

1)平成 21年度 の事前学習 の結果 を受 けて、今後 、調斉J実 務 関係 の実習 時間を増

や して、 内容 を充実 させ る予定で ある。
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[資 料 4-1-2-1]

医療薬 学実習 の学習方法、時間、場所

1.事 前学習 を始 めるにあた つて (90分 ×3回 、講義室、 SGD室 )

2.医 薬 品情報 (90分 ×6回 、講義室、SGD室 、情報教育室 )

3.処 方せ ん と調剤 (90分 ×9回 、調剤 実習室 、SGD室 )

4.疑 義照会 (90分 ×9回 、調剤 実習室 、SGD室 )

5.服 薬指導 と患者指導 (90分 ×9回 、講義室 、SGD室 )

6.3～ 5の ま とめ (90分 ×9回 、調斉J実 習室 、SGD室 )

7.医 薬 品の管理 と供 給 (90分 ×21回 、製剤 実習室、無菌調剤 実習室 )

8.リ ス クマネ ジメン ト (90分 ×6回 、病棟 実習室、臨床 講義室 、SGD室 )

9. TDM(90分 ×3回 、 SGD室 )

10.臨 床薬剤 師業務 (90分 ×6回 、病棟 実習室 、臨床講義室 、SGD室 )

11.事 前学習 のま とめ (90分 ×9回 、調剤 実習室 、製剤 実習室 、無菌調剤 実習室 、

SGD室 、病棟 実習室 、臨床講義室 )
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3.

[資 料 4-1-2-2]

モデル・ コアカ リキュラムの実務 実習事前学習 において、

関連科 日で学習す るこ ととしてい る到達 目標 の概要

事前実習 を始 め るにあた つて (90分 ×5回 、講義室 )

講義実施科 目 :薬剤 師 と社 会 、医療 と倫理 、薬剤 師 と法律 、調剤 学 2

処方せ ん と調剤 (90分 ×4回 、講義室 )

講義実施科 目 :薬 剤 師 と法律 、調剤 学 1、 調剤 学 2、 処方解析概論 、患者情報、

医療 の倫理 、薬物治療 の個別化

疑義照会 (90分 ×5回 、講義室 )

講義実施科 目 :薬剤 師 と法律 、調剤 学 1、 調斉J学 2

服薬指導 と患者情報 (90分 ×4回 、講義室 )

講義実施科 目 :コ ミュニケー シ ョン論 、薬剤 師 と法律 、患者情報 、医療 の倫理、

調剤 学 1、 調剤 学 2

医薬 品の管理 と供 給 (90分 ×9回 、講義室 )

講義実施科 目 :調 剤 学 1、 調剤 学 2、 製剤 学

リス クマネ ジメン ト (90分 ×5回 、講義室 )

講義実施科 目 :調 剤 学 2

※番 号は、 [資 料 4-1-2-2]と 対応す る。

4.

5。

7.

8.



基準 4-1-3
実務実習事前学習に関わ る指導者が , 適切 な構成 と十分 な数 で ある こと。   |

[現 状 ]

基 準 4-1-2の 現状 において述べ た よ うに、本学 では、モデル・ コアカ リキュ

ラムの実務実習事前学習 において、学習方法 として専 ら講義 に よる到達 目標 につ い

て は関連科 目で学習す るこ ととし、学習方法 として演習 、実習 に よる到達 目標 につ

いて は医療薬学実習で実施 した。医療薬 学実習 に関わ る指導者 は [資 料 4-1-3-
1]の 通 りである。

根 拠 とな る資料・デー タ :実務実習モデル・ コアカ リキュラム、平成 21年度 医療薬

学実習担 当者表 、 [資 料 4-1-3-1]

[点 検・ 評価 ]

モデル・ コアカ リキュラムの実務実習事前学習 において、学習方法 として演習 、

実習 に よる到達 目標 についての指導者数 と本 学 の医療薬 学実習 の指導者数 とを比較

点検 した。

優 れ た点

1)医薬 品情報

_ 本項 目は本学独 自の内容 であ る。

2)処方せ ん と調剤

本 学の延べ人数・ コマ は 90で 、モデル・ コアカ リキュラムを上 回 る。

服薬指導 と患者情報

本 学の延 べ人数・ コマ は 87で 、モデル・ コアカ リキュラムを上 回 る。

3～ 5の ま とめ

本項 目は本 学独 自のプ ログラムであ る。

医薬 品の管理 と供給

本学 の延べ人数・ コマ は 84(TAを 除 く)で 、モデル・ コアカ リキュラムを

大 き く上回 る。

リス クマネ ジメン ト

本学 の延べ人数 。コマ は 46で 、モデル・ コアカ リキュラム を上 回 る。

7) TDM

本項 目は本学独 自のプ ログラムで あ る。

病棟薬剤 師業務

本項 目は本学独 自のプ ログラムであ る。

ま とめ

本学 の延べ人数・ コマ は 171で 、モデル

る。

コア カ リキ ュ ラ ム を大 き く上 回

10)総 合す る と、延べ人数・ コマ では本 学 309と な り、モデル・ コアカ リキュ

ラム 215を 大 き く上 回 る。

4)

6)

8)

9)



改善 を要す る点

1)事 前実習 を始 め るにあた つて

本 学の延 べ人数・ コマ は 24で 、モデル・

た、医師、看護 師が不在 で ある。

2)処方せ ん と調剤

開局薬剤 師が不在 で あ る。

3)疑義照会

本 学の延 べ人数・ コマ は 78で 、モデル・

た、病院薬斉J師 が不在 で ある。 ただ し、

4)服薬指導 と患者 情報

病 院薬斉J師 が不在 で あ る。

コアカ リキュラムをやや下回る。ま

コアカ リキュラムをやや下回る。

医師教員 を配置 している。

ま

[改 善計画 ]

1)「 事前実習 をは じめ るにあたって」 を充実 させ る。

2)「 処方せ ん と調剤 」へ 開局薬斉J師 を配置す る。

3)「 疑義照会」 を充実 させ る とともに、病院薬剤 師 を配置す る。

4)「 服薬指導 と患者情報」へ病院薬剤 師 を配置す る。



2.

4.

[資 料 4-1-3-1]

3.

医療薬 学実習 に関わ る指導者

(1コ マ =90分 )1.事 前実習 を始 め るにあたつて

教員 :8名 (内 開局薬剤 師兼任 2名 、元病 院薬剤 師教員 1名 )× 3コ マ

医薬 品情報

教員 :5名 (内 開局薬剤 師兼任 1名 、病院薬剤 師兼任 1名 )× 6コ マ

処方せ ん と調斉J

教員 :10名 (元 病院薬剤 師教員 4名 )× 9コ マ

疑義 照会

教員 :9名 (内 医師教員 1名 、開局薬斉J師 兼任 3名 )× 6コ マ

非 常勤 開局薬剤 師 :5名 ×3コ マ、 3名 ×3コ マ

服薬指導 と患者情報

教員 :6名 (内 開局薬剤 師兼任 3名 )× 9コ マ

非常勤 開局薬斉J師 :5名 ×3コ マ、 3名 ×6コ マ

3～ 5の ま とめ

教員 :6名 (内 開局薬斉J師 兼任 3名 )× 6コ マ

非 常勤 開局薬剤 師 :3名 ×6コ マ

医薬 品の管理 と供 給

教員 4名 ×21コ マ

TA:2名 ×21コ マ

リス クマネ ジメン ト

教員 :7名 (内 開局薬斉J師 兼任 2名 、病院薬剤 師兼任 1名 、医師教員 1名 )

×3コ マ、 6名 (内 病院薬斉J師 兼任 1名 、医師教員 1名 )× 3コ マ

非常勤病 院薬剤 師 :4名 ×3コ マ

非 常勤 開局薬剤 師 :1名 ×3コ マ

弁護 士 :1名 ×3コ マ

TDM

教員 :7名 (内 病院薬剤師兼任 1名 )× 3コ マ

非常勤病院薬剤師 :1名 ×3コ マ

5.

7.

10.臨 床薬剤 師業務

教員 :5名 (内 病 院薬剤 師兼任 1名 、医師教員 1名 )× 3コ マ、 6名 (内 病院

薬剤 師兼任 1名 、医師教員 1名 )× 6コ マ

非 常勤病院薬剤 師 :2名 ×9コ マ

11.ま とめ

教員 :19名 (内 開局薬剤 師兼任 3名 、病院薬剤 師兼任 1名 、 医師教員 1名 )

× 9コ マ

6。

8.

9.



1基 準 4-1-4
1 実施 時期 が適切 に設定 され ている こと。

[現 状 ]

基準 4-1-2の 現状 において述べ た よ うに、本学 では、モデル・ コアカ リキュ

ラムの実務 実習事前学習 において、学習方法 として専 ら講義 に よる到達 日標 につい

ては関連科 日で学習す るこ ととし、学習方法 として演習、実習 に よる到達 目標 につ

いては医療薬学実習 で実施 してい る。 関連科 目の開講 時期 は、以下 の よ うに、基礎

とな る 1年 次 の科 目を除 けば、大部分 が医療薬学実習 の開講 とな る 4年 次後期 に近

い 4年 次前期 の開講 に設定 され てい る。

1年 次 関連科 目 :

情報処理・演習 1(前 期 )、 情報処理 。演習 2(後 期 )

3年 次 関連科 目 :

医薬 品情報学 (前期 )、 製剤 学 (後 期 )

4年 次前期 関連科 目 :

薬剤 師 と社会 、薬剤 師 と法律 、調剤 学 1、 調剤 学 2、 コ ミュニケー シ ョン論、

処方解析概論、患者情報

4年 次後期 関連科 目 :

薬物治療 の個別化 、医療 の倫理

医療薬学実習 は基準 4-1-2に おいて示 した よ うに、総 時間数 90× 90コ マ を 4

年次後期 の 9月 末 か ら 12月 中旬 にか けて実施 してい る。

根拠 とな る資料・デー タ :学修 簿

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)実施 時期 につ いて は、 医療薬学実習 、関連科 目の講義 ともに 4年次 に集 中

させ てい る。その後 の OSCE、 CBTに 合格 し、5年 次 の第 1期 に実務 実習 に

行 く学生 に とつては最適 な時期 と言 える。

改善 を要す る点

1)第 2期 か ら初 めて実務 実習 に行 く学生 に とつてはやや 間隔が開 くた め、何

らかの啓発 プ ログラムが必要 と考 え られ る。

[改 善計画 ]

1)第 2期 か ら初 めて実務 実習 に行 く学生 に対 して、事前学習 の復 習プ ログラム

を構 築す る。



(4-2)薬 学共用試験

1基 準 4-2-1
1 実務実 習 を履修す る全 ての学生が薬学共用試験 (CBTお よびOSCE)を 通 じて実務

1実 習 を行 うた め に必要 な 一 定水 準 の能 力 に達 して い る こ とが確 認 され て い る こ

|と 。

[現 状 ]

本学 にお ける CBTお よび OSCEは 薬 学共用試験セ ンターが提示す る合格基準

に準拠 して判定 し、 これ に よ り受講学生の能力 が実務実習 を行 うために必要 な一定

水準 に達 してい るこ とを担保す る。

なお、実務 実習 に関わ る技能 と態度 は、主 として事前実習 (本 学では医療薬 学実

習 )に よ り習得 され るので、事前実習 にあた って受講学生 の技能 。態度 につ いて実

習試験等 を通 じて実習項 目ご とに検証 し、不足す る能力 の充足 に努 め、実務 実習 を

行 うた めの能力水 準 を確保 す る。具体 的な方策 としては不足学生 に対 して補講 を行

うな どの処置 を とる。

また、知識 については、通 常の授業 を通 した学習 によ り習得す る ところが大 き く、

自己学習 が重要で あ るが、本 学 においては、文部科学省 大学改革推進事業 に よ り構

築 した薬 学 自己学習 システ ムを用 いた 自己学習 を指導 してい る。

根拠 とな る資料・デー タ :自 己学習 システ ム分野別 問題数一覧

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)薬 学共用試験 の CBTの 結果 は、受験者 が全員合格 で あ り、平均点正答 率 も

高率 であった こ とか ら、 自己学習 システ ム を用 いた学習 の成果 は十分 であっ

た。

2)OSCEに つ いて も受験者全員 が合格 で あ り

成果 は十分 で あつた。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。

事 前実習 (医 療薬 学実習 )の



1基 準 4-2-2                             1

1 薬学共用試験 (CBTお よびOSCE)を 適正 に行 う体制が整備 され ている こと。  |

[現 状 ]

本 学 CBT並 び に OSCEは 薬 学共用試 験セ ンターの「実施 要綱」を遵 守 した実施 計画

の基 に実施 し、本 学 において は、薬学共用試 験委員会 (委 員長 :田 沼靖一薬学科 主

任 )の も と、CBT実施委員会 (委 員長 :鈴木潤 三教授 )、 OSCE実 施 委員会 (委 員長 :

砂金信義准教授 )を 置 き、CBT並 び に OSCEの 実施 にあたつてい る。

CBTに ついては CBT対 応 の ノー ト型パ ソコンを 80台 購入 し、 これ までテス トラ

ンを数度 にわた り実施 し、支 障な く運営 で き るこ とを確認 してい る。

OSCEに ついて は、平成 21年 8月 に 3階建 て新実習棟 (16号館 )が 完成 し、 OSCE

関連施設 が充足 された。2階 には OSCEに お ける病棟 関連課題 を実施 す る臨床講義室

及 び病棟 実習室、薬局 関連課題 並び に薬剤鑑 査課題 を実施す る SGD室 (計 10室 )、 3

階 に散剤 並び に水剤調剤課題 を実施す る調斉J実習室、軟膏調斉J課 題 を実施す る製剤

実習室 、無菌調斉J課題 を実習す る無菌調剤 室 が設置 され 、関係 の設備 も配置 され て

い る。本 学 OSCEに おいては 4レ ー ンで実施す る予定で あ り、各課題 を実施 す る上で

各課題 実施設備 には十分 の余裕 が あ る。本 学薬 学科 の CBTは 平成 22年 1月 9日 、OSCE

は平成 22年 1月 31日 に共 に トラブル無 く実施 した。

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

問題 な く体制 は整備 され てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



1基 準 4-2-3

1  薬学共用試験 (CBTお よびOSCE)の 実施結 果が公表 され て いる こと。

[現 状 ]

薬 学共用試験 につ いては、薬 学共用試験セ ンターが定 める諸規定 を遵守 して実施

す る。本観 点 においては、求 め られ る事項 につ いては試験 実施 にあた り薬 学共用試

験セ ンターヘ届 け出てお り、届 け出結果 を次 の とお り平成 22年 4月 5日 公表 した。

平成 21年 度 東京理科大学 薬学共用試験結果

※CBT、 OSCEともに追・再 試 験 は実 施 せず

また、本学薬学科 においては、事前実習 の指導薬剤 師 を対象 に事前実習 (本 学薬

学科 においては医療薬 学実習 )の 説 明会 を実施 してい る。本説 明会 において、実施

時期 、実施 方法 、受験者数 、合格者数 な どについて公表す る と共 に、実務 実習 開始

にあた り各実習施設 に対 して これ らの事項 を開示す る (実 習 開始 にあたつての挨拶

状等 に記載す る )。

[点 検 。評価 ]

優 れた点

1)本 学の薬 学共用試 験 の実施結果 は適切 に公 表 され てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。

実施 日程 受験者数 合格者数 合格基準

CBT 本試験 :平 成 22年 1月 9日 (土 ) 74 74 正答率 60%以 上

OSCE 本試験 :平 成 22年 1月 31日 (日 ) 74 74
細 目評価 70%以 上

概略評価 5以 上

共用試験 74 74

75



1基 準 4-2-4
薬学共用試験 (CBTお よびOSCE)の 実施体制 の充実 に貢献 している こと。

[現 状 ]

これ まで、薬 学共用試験セ ンターCBT実 施委員会 か らの CBT問題 作成依頼 につ

いて、求 め られ た内容 (各 SBOsに ついて)が 充足 で きる様 に各教員 の専 門性 を考

慮 の上全教員 にわた って依頼 し、その成果 を遅滞 な く薬 学共用試験セ ンターヘ提 出

してい る。今後 の問題 追加 の依頼 について も同様 に取 り組 む。

また、 CBT問 題 の精選委員 として数名 の教員 が問題 の選定 にあた つた。

本学 において は、薬 学共用試験セ ンター が実施 した評価者養成伝 達講習会 の受講

生 に よる評価養成講習会 を本年度 (21年 度 )は 学 内及び学外者 を対象 に 7月 お よ

び 10月 に 3回 にわた り実施 した ところ、本 学教員 は もとよ り学外受講者 は 100

余名 に達 した。

平成 21年 7月 に実施 した評価者養成講 習会 は、千葉県薬剤 師会 を中心 とす る千

葉 県薬 学生連携会議 の要請 に基 づ き、主 と して千葉県薬剤 師会及 び千葉県病 院薬剤

師会所 属 の薬斉J師 を対象 と した もので、 10月 に実施 した評価者講習会 は本 学薬学

部 ホー ムペー ジ並び に薬学会掲示板等 に開催案 内を掲載 して、広 く参加者 を募 って

実施 した。

評価者養成講習会 では、OSCE実 施 の意義 、実施 の概 略、内容 の守秘義務 な どを

説 明 した後 に、OSCEの シ ミュ レー シ ョン課題 について評価 の要領 な どを解説 の上

評価演習 を行 つてい る。本 学 OSCEに おいて は、実際の OSCE評 価 を担 当す る者 は、

評価者養成講習会受講者 に限つてお り、本 講習受講者 に平成 21年 度 OSCEを 依頼

してい る。

根拠 とな る資料・デー タ :評価者養成 講習会資料

東京理科大学 2009年 度 OSCE資 料

[点 検 。評価 ]

優れ た点

1)本 学 OSCE評 価者養 成講習会 は、共用試 験セ ンターが実施 した評価者養成

伝 達講習会 の受講教員 が担 当 してお り、その 内容 については伝 達講習会 に準

拠 してい る。

2)講習 は、OSCEの 目的 、実施 に当た って の遵 守事項等 についての事前説 明

と OSCE評 価 の概 要理解 のた めの講習が組 み合 わ され て実施 され てお り、受

講者 の OSCEお よび OSCE評 価 に対す る理解 が図れ た もの と考 え られ る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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(4-3)病 院・薬局実習

1 実務 実習の企 画・調整フ 責任 の所在 ,病 院・薬局 との緊密 な連携等,実務 実習

|を 行 うため IF必 要 な体制 が整備 され ている こと。

[現 状 ]

1)実 務 実習委員会

薬 学科 に実務 実習委員 会 を設置 し、病院実習、薬 局実習 を統括す る。実務 家教

員 は本委員会 に所属す るもの とす る。

本委員会 は実務実習 の 円滑 な実施 と進行 のた め、定 め られ た方式 に従 つて定期

的に実習指導教員 に報告 を求 める とともに、進行状況 を管理 しなけれ ばな らない。

また、問題 が発 生 した場合 にはそ の解決 を積極 的 に支援 しなけれ ばな らない。

2)実 習指導教員

5年次 にお ける卒業研 究配属先 の教員 が 当該学生の病院実習 、薬 局実習 の指導

にあた る。 実習指導教員 は実習 の開始前 にお ける実習施 設側指導者 との協議 、実

習途 中にお ける進行状況 の把握や必要 に応 じた学生へ の フィー ドバ ック、問題 が

発生 した場合 の施 設側 との協議 な どにあた る。 ただ し、 これ らについては、定 め

られ た方式 に従 つて、実務 実習委員会 に定期 的に報告す るもの とし、 同委員会か

ら指示 が あった場合 には これ に したが つて実施 す るもの とす る。卒研配属先 の助

教 が講 師以上の教員 と分担 して実習指導教員 とな るこ とに問題 はないが、 この場

合 には学生毎、実習期 間毎 の分担 とし、スポ ッ ト的な代役 を務 め ることは極力避

ける。

3)施設 との連携体制 と方法

実習施設 が決 定 した後 、実習 開始前 (1か 月前 )に 、大学の指導教員 と実習施

設 の指導者 に よる連絡会議 を開催 して実習 内容 と評価方法 について協議 し、全て

の実習施設 での実習 が均 一かつ効率的 に実施 され るよ うにす る。実習 中お よび実

習終 了後 において も、 同会議 を 2週 間に 1回 程度 開催 して (訪 問時、電子 メール

また は電話 でのや りと りも含 む)問 題 点 を抽 出 し、改善す る。連絡会議 の開催場

所 は、訪 問時 にお いて は実習施設 とな る。

学 内において は、実習 開始前、 4、 8週 の訪 問指導後 に、各担 当教員 か らの情

報 を集約 し、実務実習委員会 を開催 して、実習 内容 、進行度 の確認 、問題 点 の抽

出を行 い、大学 として全体 を把握す る とともに、問題 点 を改善す る。実習後 には

最終 的 な評価 を行 う。

4)大 学 と実習施設 との緊急連絡体制

実習 開始前の訪 間が終 了 した後 に、定 時お よび緊急 時の連絡先 の リス トを作成

し、指導者 が定 時のみ な らず緊急 時 に連絡 が取 り合 える体制 を整備 す る予定であ

る。 事務手続 きの迅速 な処理 のた めの事務 系職 を配置す る。

5)各施設 での指導者 の配置状況



調整機構 に よって調整 され る施設 は、実習施設 としての条件 が満 た され てい る

こ とか ら指導者 の配置 も問題 ない と考 え られ る。 平成 22年度 の実習施設 は、大

学独 自契約分 も含 めて施設概 要書で問題 がない こ とは確認済みであ る。

6)実 習前、実習 中、実習後等 にお ける施設 との調整 ・連携等

実習施設 との連絡体制 を確 立す る とともに、訪 間のみ な らず 、実習前、実習 中

(2週 間に 1回 程度 )お よび実習後 に相互 の指導者 の連絡会議 を開催 し、実習 の

内容や進行度 の調整 を図 る予定であ る。

26名 の指導教員 の 1人 当た りの担 当学生数 は、平均 で 3名 (74名 ■26名 )で あ

るこ とか ら、各指導教員 の訪 間の負担 もそれ ほ ど多 くな く、また、メールや Web

システ ム を利用す るこ とに よ り、実習 中の連携 は十分 に実施 で きる と考 える。

[点 検 。評価 ]

優れ た点

1)実 習 を行 うた めに必要 な体制 が十分 に整備 され てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



基準 4-3-4
学生の病院 口薬局への配属が適正になされていること。

[現 状 ]

1)実 習先 の確保

実習先 は病 院お よび薬 局 ともに病院・ 薬 局実務実習 関東地 区調整機構 に よっ

て調整 された実習施設 を主 に使用す る。受 け入れ人数 は、病院実習施設 の約 40

名 お よび薬局実習施設 の約 80名 が受 け入れ可能 にな るこ との承諾 を得 てい る。

病院実習 は、大学独 自で契約 してい る実習施設 (約 40名 )も 使用す る。希望 に よ

つてはふ る さと実習 も実施 したい と考 えてい る。

2)実 習施設 の所在 地

平成 22年度 の学生 (74名 )の 実習予定施 設 は既 に決 定 してい る。病院 の所在

地 の内訳 (学 生 の割合 )は 、千葉 県 (49%)、 東京都 (20%)、 神 奈川 県 (12%)、 埼玉

県(11%)、 茨城 県 (7%)、 栃木県 (1%)、 薬 局 の所在地 は、千葉県 (42%)、 東京都

(23%)、 神奈川 県 (10%)、 埼 玉県 (15%)、 茨城 県(8%)、 栃木 県 (1%)、 群馬 県 (1%)

となってい る。大学の あ る千葉 県 内がほぼ半数 、そ の他 は近 隣の都 県 の施 設 で

あつた。 23年 度 以降 も、所在 地 の傾 向は変 わ らない と思われ 、連携 を行 うた

めの訪 間は 日帰 りが可能 で ある。

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)学 生 が適正 に配属 され てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



問題解決能力の醸成のための教育

(5-1)自 己研鑽 。参加 型 学習

基準 5-1-1
全学年 を通 して,自 己研鑽 口参加 型の学 習態度 の醸成 に配慮 した教育 が行われ

ている こと。

[現 状 ]

自己研鑽 。参カロ型 の学習 として、演習や実習 にカロえて、通 常の講義科 目において

も SGD(small grOup discussion)を 取 り入れ てい る。SGDが 実践 され てい る講義

科 目、演習や実習 を、学年 毎 に以下 に示す。

1年 生では、講義科 目と して ヒューマニズム・薬学入 門 1(前期 )、 早期体験学習

(前 期 )、 演習科 日と して情報処理・演習 1(前 期 )、 情報処理・ 演習 2(後 期 )、 実

習 として薬用植 物学実習 (前 期 )、 機 能形態学実習 (前 期 )、 分析化学 1実 習 (後 期 )

において、上記 タイプ の教 育が行 われ てい る。

2年生では、講義科 日と して ヒューマニズム・薬 学入 門 2(前 期 )、 コ ミュニケー

シ ョン入 門 (後 期 )、 実習 として生物化 学 1実 習 (前 期 )、 有機化 学実習 (前期 )、 分

析化学 2実習 (後 期 )、 生物化 学 2実習 (後 期 )に おいて、行 われ てい る。

3年生では、演習科 目と して薬学情報科学・演 習 (後 期 )、 実習 と して天然物化学

実習 (前 期 )、 薬 品物理化 学実習 (前 期 )、 薬剤 学実習 (前 期 )、 放射性 医薬 品学実習

(夏 期集 中 )、 薬理学実習 (後 期 )、 医薬 品合成化 学実習 (後 期 )に おいて、行 われ

てい る。

4年 生 には、講義科 日と して処方解析概論 (前 期 )、 患者 情報 (前 期 )、 薬剤 師 と

社会 (後 期 )、 コ ミュニケー シ ョン論 (後 期 )、 セル フメデ ィケー シ ョン と OTC(後

期 )、 実習 として衛 生薬 学実習 (前 期 )、 医療薬 学実習 (後 期 )に おいて、行 われ て

い る。加 えて、特別講義 1(後 期 )で は、薬 学 自己学習 システ ム (平 成 18年 度 「地

域 医療等社会 的ニーズ に対応 した質 の高い医療人養成推進 プ ログラム」 に採択 され

た『 テーマ名 :臨 床能力 向上 に向けた薬剤 師 の養成 、取組名 :全 国的薬 学教育 グ リ

ッ ドの構 築』 に よ り導入 され たシステ ム)を 用 いた 自習 プ ログラムに よる各学生の

予習 をも とに、CBT対 策 の講義が行 つてい る。

講義科 目での SGDで は、 ヒューマニズム・ 薬 学入 門 1で 1グル ー プあた りの学

生数 は 5-6名 、 ヒューマ ニズム・薬学入 門 2で 1グ ル ー プ 15名 、 コ ミュニケー

シ ョン入 門で 1グ ルー プ 7-8名 、処方解析概 論 で 7コ マ 中 3コ マ、 1グル ープ 6

-7名 、患者情報 で 1グ ル ー プ 8名 、コ ミュニケー シ ョン論 で 1グ ループ 7-8名 、

セル フメデ ィケー シ ヨン と OTCで 1グ ル ー プ 7-8名 、演習科 日として薬学情報

科学・ 演習では 1グ ル ー プ 5名 で実施 され てい る。

実習 での 1グルー プ あた りの学生数 は、薬用植 物学実習 で 4名 、機 能形 態学実習

で 4-5名 、分析化 学 1実習で 2-3名 、生物化 学 1実 習 で 4名 、有機化 学実習で

2-3名 、分析化 学 2実習 ではテーマ に よつて 2-3名 か ら
｀4-5名 、生物化 学 2
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実習 では 4名 、天然物化 学実習 では 2-

て 4-8名 、薬斉J学 実習 で は 4-5名 、

では 4-5名 、医薬 品合成化 学実習 では

てい る。

根拠 になる資料・ デー タ :シ ラバ ス

[点 検・ 評価 ]

優 れた点

1)上 記 の ご とく、 自己研鑽・ 参加 型 の学習 が、 1-4年 生 を通 じて、充分 に

行 われ てい る。

改善 を要す る点

1)SGDに おいて も実習 において も、全 ての グル ー プ において、 メンバー

全員 が積極 的 に参加 してい る とはい えず 、か な らず しも質の高い 自己研

鑽・ 参加型 学習 が行 われ てい る とは言い難 い。

[改 善計画 ]

1)SGDや 実習 において、グループ メンバー全員 が積極 的 にまた均等 に参加 でき

るよ うに、テーマや グル ープ の人数 の工夫 を検討す る。

3名 、薬 品物理化 学実習ではテーマ に よっ

放射性 医薬 品学実習 では 3名 、薬理学実習

2名 、衛生薬学実習 では 2-3名 で実施 し



1普 准 E1基 準 5-1-2
充実 した 自己研鑽 参加 型学習 を実施す るための学 習計画 が整備 され てい る

[現 状 ]

基準 5-1-1の とお り、講義科 日での SGDは 、 ヒユーマニズム・ 薬学入 門 1

(必 修 2単位 )で 14コ マ 中 5コ マ、 ヒュ~マ ニズム・ 薬 学入 門 2(必 修 2単位 )

で 14コ マ 中 3コ マ、 コ ミュニケー シ ョン入 門 (選 択 2単位 )で 14コ マ 中 10コ

マ、処方解析概論 (必 修 1単位 )で 7コ マ 中 3コ マ、患者情報 (必 修 1単位 )で 7

コマ 中 3コ マ、薬剤 師 と社 会 (必 修 2単位 )で 14コ マ 中 3コ マ、 コ ミュニケー シ

ョン論 (必 修 2単位 )で 14コ マ 中 10コ マ、セル フメデ ィケー シ ョン と OTC(必

修 1単位 )で 7コ マ 中 7コ マ 、演習科 日と して薬 学情報科学・演習 (選 択 2単位 )

で 14コ マ 中 5コ マ、特別講義 1(選択 1単 位 )で 7コ マ 中 7コ マ実施 され てい る。

加 えて、薬用植 物学実習 (必 修 )、 機 能形態学実習 (必 修 )、 分析化 学 1実 習 (必 修 )、

生物化 学 1実 習 (必 修 )、 有機 化学実習 (必 修 )、 分析化 学 2実 習 (選 択必修 )、 生物

化 学 2実習 (選 択必修 )、 天然 物化 学実習 (選 択必修 )、 薬 品物理化 学実習 (必 修 )、

薬斉J学 実習 (必 修 )、 放射性 医薬 品学実習 (選 択必修 )、 薬理学実習 (必 修 )、 医薬 品

合成化 学実習 (選 択必修 )、 衛 生薬学実習 (必 修 )、 各 1単位 が実施 され てい る。 ま

た 5、 6年次 に薬学総合研 究 として卒業研 究 を計画 してい る。

根拠 にな る資料・デー タ :シ ラバ ス

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)本 学薬 学科 では、 4年 か ら 5年へ の進級 要件 を計 154単 位 (平 成 21年

度入学者 )と してい る。上記 の 自己研鑽 。参加型 学習が行 われ てい る総単位

数 は、講義・演習科 目で、8単位 (う ち必修 4.86単 位 )、 実習科 目で 14

単位 (う ち必修 9単位 )、 計 15単 位 を超 えてお り、充分量 の 自己研鑽・参加

型学習が行 われ てい る と考 える。

改善 を要す る点

1)SGDな どの授業形態 がシラバ スに明示 され てい ない科 目があ る。

[改 善計画 ]

1)シ ラバ ス作成 時 に、SGDな どの授 業形 態 を明示す る。



口『学 生』

6 学生の受入

1基準 6-1                                1

1 教育の理念 と目標に照 らしてア ドミッシ ョン・ポ リシー (入 学者受入方針)が設
|

1定 され,公表 されていること。                        |

[現状 ]

教育の理念や 目標については本学学則 に記載 されてお り、その精神は表現 され公

表 されていると共に、入学者受け入れの方針は、本学薬学部パ ンフレッ トに学部長

か らのメッセージ として記載 されてお り、大学全体で統一的なものではないが、公

表 されている。

薬学部の概念やそれに基づ く、育成 され る人物像については、オープンキャンパ

スや本学のパンフレッ ト、薬学部独 自のパ ンフレッ ト、インターネ ッ トの ウェブサ

ー ビス (http://www.tus.ac.jp(東 京理科大学)http://www.ps.noda.tus.ac.jp(薬学部

独 自に作成 ))等 を通 じて、学内外に本学部の教育理念をは じめとする特色ある教育

カ リキュラムを詳細に広報 している。

根拠資料 :薬学部パンフレッ ト、東京理科大学案 内

[点検・評価 ]

優れた点

1)受 け入れの方針が入学志願者にもわか りやす く表現 されている。

改善を要す る点

1)大学 としては、ア ドミッシ ョンポ リシーが明確 に設定 されていない。

[改 善計画 ]

1)大 学全体 としてア ドミッシ ョンポ リシーを設定 し、公表す ることを検討する。



1基準 6-2
つて,入 学志願者の適性及び能力が適確かつ客観的に評価され1 学生の受入に当た

|て いること。

[現状 ]

東京理科大学の学則 (21条 )に入学資格 を明確 に定めるとともに、以下の形態

で入学者選考を実施 している。

1)一 般入試

1-1)A方 式入学試験

選抜方法 :大 学入試センター試験を利用

入試センター試験利用科 目 :国語、数学、理科、外国語 (英語は リ

スニングを含む )

選抜期 日 :大学入試セ ンターの指定する 日

1-2)B方 式入学試験

入学後に必要 となる化学の基礎学力に比重 をおき入学試験を行なつ

てお り、配点も化学 150点 、数学 100点 、英語 100点 と化学の成績にウエイ

トを置いている。

選抜方法 :本学部独 自の入学試験

試験科 目 :化 学、数学、英語

選抜期 日 :毎年 2月 7日

1-3)C方 式入学試験

2)推 薦入学 (指定校制 )

選抜方法 :書類審査、面接

3)帰 国子女入学者選抜

選抜方法 :書類審査、筆記試験、面接

4)外 国人留学生入学試験

選抜方法 :書類審査、 日本留学試験の成績、面接

[点検・評価 ]

優れた点

1)入学試験 日の決定や試験の遂行に関す る委員会が設置 されてお り、全体資料

をま とめた後、全学の教員へ、監督業務の種類 に応 じた説明会が数回開催 されて

いる。

2)B方 式入学試験においては化学にウエイ トをおいた選抜 を行つている。

3)推薦入学試験においては、面接によ り医療人 としての適正を評価 している。

改善を要す る点

特になし。
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[改 善計画 ]

特にな し。
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1基 準 6-3                                1

1 入学者定員が,教育の人的 コ物的資源の実情に基づいて適正に設定されているこ
|

|と 。                 _______一 一一一――一一一――-1

[現状 ]

薬学科の専任教員数 (開 設時)は 27人 (教授 16人 、准教授 9人 、講師 2人 )

であ り、みなし専任教員 2名 を含んでいる。平成 19年度には、みな し専任の 1名

を専任教員 とし、平成 20年度 には、新たにみな し専任教員 として准教授 1名 を新

規に採用 した。この教員構成は、以下の表に示す とお り基準を満た している。また、

職員 については 9-3.職 員組織に示す とお りであ り、従つて、入学定員が教職員

数か ら見ても十分に教育できるよう設定 されている。

(薬学科 :収容定員 480人 (80人 /学年 ))

施設 と設備の詳細は、 10.施 設・設備 に示すが、平成 21年度には、実務実習

棟 (16号館)が完成 し、事前実習科 目の実施のための十分な環境が整っている。

また、本棟 には、 300名 規模 の講義に対応できる大教室 も設置 され、併設 してい

る 4年制学科 との共通講義の環境 としても強化 された といえる。従つて入学定員が

施設 。設備の面か らも十分に教育を受け られ るよう整備 されている。

[点検・評価 ]

優れた点

1)適正に設定 されている。

改善を要す る点

特にな し。

[改 善計画 ]

特にな し。

基 準 開設 時

専任 教員数 24人 以 上 27A

(平成 20年 度 に は 、 28

人 )

実務家教員 (専任教員の内

数 )

4人 4人

(平成 20年 度 には、5人 )

みな し専任教員 (実務家教

員の内数 )

2人 以 内 2メ、
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1基準 6-4                                1
1 学生数が所定の定員数と乖離 しないこと。                  |

[現状 ]

本学薬学部の定員は、 80名 である。一方、平成 18年度か ら現在までの、受け

入れ数 (入学者数)お よび在学者数は以下のとお りである。

【入学者数】

H18  80名

H19  93名

H20 127名

H21  75名

【在籍者数】

1年生 79名
2年生 122名

3年生 86名

4年生 74名

定員数 と入学者数の乖離 を最小にできるよ うに、合格基準点の見直 しを入試形態

ごとに設定 し、学部長を議長 とす る執行部委員会 (学部長及び両学科主任)で の提

案 を教授総会の総意で決定 している。B方式入試については、過去 5年 間の統計的

解析 による効果 もあ り、定員 と入学者数の乖離のコン トロールが比較的 うま くいっ

てい る。指定校推薦の応募者数が増加の傾 向となっている。

[点 検・評価 ]

優れた点

1)一般入試の合格者数 については、これまでの経験 をもとに、乖離を最小

限 とす るような推定曲線 を計算 し、教授総会のメンバー全員での確認 を

経 るなど、できる限 り最善の方法をとっていること。

改善を要す る点

1)平成20年度の入学者数は、入学定員 を大幅に超過 した。

[改 善計画 ]

1)併設 されている 4年制学科 と

しや指定校の再決定を提案 し、A、 B

とれ るよ うに改善 してい く。

も協調 しなが ら、推薦指定校枠の定員数の見直

両方式入試枠か らの受け入れ数 とのバ ランスが



成績評価・修 了認 定

基準 7-1
成績評価が ,学 生の能力及 び資質 を正確 に反映す る客観 的かつ厳正なもの と して ,

次 に掲 げる基準 に基づいて行われ ていること。

(1)成績評価の基準が設定され,か つ学生に周知 されていること。

(2)当 該成績評価基準に従 つて成績評価が行われていること。

(3)成績評価の結果が,必要な関連情報 とともに当事者である学生に告知

されていること。

[現 状 ]

成績評価基準は、入学時に学生 に配付す る 「学修簿」に明示 してい る。 また、他

大学 出身者 の単位認定、語学検定合格者へ の語学単位認定基準、海外語学研修修 了

者への語学単位認定基準 について も、毎年度初 めに学生 に配付す る「履修 の手引き」

に明示 してい る。単位認定 は、当該学生か らの 申請 に基づ き、教務委員会で書類審

査 し、単位認定の可否 と成績 を決 めて学部運営会議 に報告 し、教授総会で最終決定

す る。

科 目ご との成績評価 の方法 は、担 当教員 が定 めて 「シラバ ス」に記載 してい る。

シラバ スはホームページで公 開 してお り、学生は もちろん誰 で も閲覧す るこ とが可

能 である。成績評価方法 として、筆記試験で行 う定期試験だ けではな く、科 目の授

業形態や性質 に伴い、 中間テス ト(小 テス ト)、 レポー ト、実習態度、 グループ討論

への参加 姿勢等が適宜用い られ てお り、最終評価 に加 え られ る。

成績評価 は、上述の基準及び方法 に従 つて行われてい る。 定期試験以外 の評価方

法 の うち、 中間テス ト(小 テス ト)や レポー トは、授業 の進捗状況 によ り課 され ない

場合 もあ り、 この場合は受講学生にその旨を伝 えるとともに、最終評価 はそれ以外

の もので行 つている。

成績評価 の結果 は、年度末 に学生及び保証人 に対 して通知 してい る。 また、原

級 (留 年 )確 定者 には学部長名 で通知状 を本人及び保証人宛 に送付 してい る。

根拠 となる資料・ デー タ :学修簿、履修 の手引き、シラバ ス、成績通知表、原級

決定通知 、シラバス作成要領 (教 育開発セ ンター )、 薬学部 シ ラバス作成要領 (追 加 )

[点 検・ 評価 ]

優れた点

1)成績評価基準等 を記載 した 「学修簿」「履修 の手引き」 を学生に配付 し、周

知 してい る。

2)成績評価方法 を記載 したシラバスを、ホームページで一般公 開 してい る。

3)毎年、成績評価 の結果 を学生及び保証人 に通知 してい る。
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改善 を要す る点

1)シ ラバスに成績評価方法が適切 に記載 されていない科 目が一部 ある。

2)シ ラバ ス記載事項通 りに成績評価が行 われていない科 目がある

[改 善計画 ]

1)シ ラバスは、毎年 1月 か ら 3月 の間に翌年度分 の作成 を行 つてい る。東京理

科大学教育開発セ ンターか ら作成上の注意事項 が配付 されてい るが、薬学部では こ

れ に追加 して薬学教育にふ さわ しいシラバ スの作成 を求 めてい る。来年度以降の作

成 に当たつては、成績評価方法の記載 を徹底 させ るこ とを求 める予定である。

2)授 業 の進捗状況によつては、中間テス ト(小 テス ト)や レポー トを課せ ない場合

がある。FD活 動の一環 として、授業計画 をよ り綿密 に立て、シラバス通 りに進 め

られ るよ う、教員 のよ リー層 の努力 を求 めるが、やむ をえず変更がある場合 は学生

に周知 させ 、成績評価方法が変 わ るこ とを認識 させ る。授業期 間終了後、シラバス

の コピー に変更事項 を記入 し、担 当教員 の署名及び押印をす ることとす る。



基準 7-2
履修成果が一定水準 に到達 しない学生に対 し,原 則 と して上位学年配 当の授業科

目の履修 を制限す る制度が採用 され ている こと。

[現 状 ]

進級要件 は 「学修簿」に、単位取得 に関す る注意事項等 は 「学修簿」及び 「履修

の手引き」 に記載 されてい る。 いずれ も、学生 に配付 され、新年度開講時の学習ガ

イ ダンスで も説 明を してい る。原則 として上級学年 の科 目の履修 はで きない。例外

として、2年進級不可 となった学生 は、新 1年 生 と同 じカ リキュラムで履修す るこ

ととなるが、上級学年 の専 門領域以外 の履修 は許可す るこ とになつてい る。 また、

1年 次 に限 り、在籍期 間は 2年 とし(休 学期 間は含 まない )、 これ を超 える場合 は除

籍す る。

学年 に よ り進級 に必要な単位数 が設定 され てお り、開講 されてい る必修科 目の単

位 を全て取得 しな くて も、進級 できる学年 もある。 この場合 、在籍学年 の科 目を履

修す るとともに下級学年 の未履修科 目を履修す ることになるが、同 じ履修 時間帯に

必修科 目が開講 されてい る場合 は、2科 目に限つて特別履修 (重複履修 )を 認 めるこ

とが 「履修 の手引き」に記載 され、学生に周知 されてい る。

根拠 となる資料・ データ :学修簿、履修 の手引き

[点 検・評価 ]

優れた点

1)進級要件 が決定 され 、学生 に周知 されてい る。

2)原則 として上級 学年 の科 目履修 がで きない ことが決 定 され、学生 に周知 さ

れてい る。

3)原級 (留 年 )の 場合 の科 目履修 に関す る要項が決定 され 、学生に周知 されてい

る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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学生 の支援

(8-1)修 学支援体制

基準 8-1-1
学生 が在 学期 間 中に教 育課程上 の成果 を上 げ られ るよ う,履修指導 の体制が と

られ て いる こと。

[現 状 ]

1.入 学者 に対す るガイ ダ ンス について

新入学生 に対 して、 4月 初 めに新入生 ガイ ダ ンス を実施 してい る。 学部長 に よ

る薬 学 の全体像 の概説 、教務委員長 に よる薬 学部 にお ける教育の説 明、学科教務

幹事 に よる学習指導 、学生委員長 に よる学生生活全般 の説 明、事務課 に よる履修

申告等 の手続 きに関す る説 明等 が あ り、 さらに専任 教員 の紹介及 び クラス担任教

員 との懇 談 を行 つてい る (後 述 8-1-2)。

2.入 学前 の学習状況 に応 じた履修指導 につ いて

入学試験 の多様化 に伴 い、大学で履修す る上 で必要 とな る基礎知識 を高校 で学

んでいない学生 も入 学す るよ うになつてい る。東京理科大学で は、指定校推薦入

学、帰 国子女選抜入 学予定者 等 に対 して 「入 学前学習支援 」 を実施 してい る。 こ

の制度 は、大学独 自のテ キス トを用 いた通信 教 育 と、予備校 と提携 した補 習講義

か らな り、いずれ も希 望者 に受講 させ てい る。 また、全入 学者 に対 して は、4月

初 めにアセ ス メ ン トテ ス トを行 い、入 学 時の基礎 学力 を診 断 してい る。 平成 21

年度 は化 学 と学習実態調査 を実施 し、平成 22年度 は物理 、化 学 と学習実態調査

を実施 す る予定で あ る。東京理科大学教育 開発 セ ンター では、初年 次教育 として

平成 21年度 か ら補習講義 と学習相談 を行 ってい る (後 述 8-1-2)。

3.上 級 生 に対す る履修指導 について

上級 学生 に対 しては、新年度 開始 時 に各 々学習ガイ ダンス を実施 し、 当該年度

の科 目履修 に関す る注意事項や 学習方法 につ いて説 明 してい る。また、原級 (留 年 )

生 については、全体説 明に続 いて教務委員 に よる個別指導 を行 つてい る。

卒業研 究 (薬 学総合研 究 )の 研 究室配属 に当た つて は、各研 究室 の紹介 を行 う卒

業研 究ガイ ダンス を開催 してい る。

実務 実習 につ いては、旧課程 では 3年次 9月 に第 1回 目のガイ ダンス を開催 し、

実習施 設 の決 定 か ら実習終 了まで の 日程 や作業 につい て説 明 を行 つた。 また 12

月 に感染症対策 と保 険加入 についてのガイ ダ ンス を実施 し、前者 では抗体検査 の

実施 と、陰性者 には ワクチ ン接種 を強 く推奨 した (後 述 8-2-1)。 加 えて、3年

次 2月 と 4年次 6月 には、学 内教員 の他 に病 院お よび薬局勤務薬剤 師 を講師 に招

いて、実務 実習 を行 う上 での注意事項 に関す るガイ ダ ンス を行 つて きた。

平成 22年度 よ り開始 され る 6年制長期 実務実習 に関 して、平成 20年 7月 の第

1回 ガイ ダンスでは実務実習 の概 要 の説 明 と実習地域 の希 望調査 を行 い、12月 に



各学生 の実習施設 (平 成 22年度 )が 決 定 した。平成 21年 6月 には、感 染症対策

のガイ ダ ンス を実施 した後 、抗体検査 を実施 し、陰性者 のほぼ全員 が ワクチ ンを

接種 した。実習 に関す る保 険は、 旧 4年制 の実務 実習 と同等 の ものを用意 し、平

成 22年 2月 のガイ ダ ンス後 に任 意契約保 険 にほぼ全員 が加入す る予定で あ る (後

述 8-2-1)。 実務 実習 に臨む際の注意事項 な どに関す るガイ ダ ンスは、平成 22

年 4月 に予定 され てい る。 ガイ ダ ンスでは、実習先 との連携 の 中で学生 の立場 を

確認 させ る。 実習終 了後 の科 日で ある 「最新薬剤 師業務 」で は、各学生が実習で

経験 した薬剤 師業務 の工夫や 問題 点 な どを発表 して討論す るこ とになってお り、

その準備 についてガイ ダ ンスで周知 させ る予定であ る。 また、実習直前 のツベル

ク リン反応検査 に よつて結核抗体価 を確認す る。

根拠 とな る資料・デ ー タ :薬 学部新入 生 ガイ ダ ンススケ ジュール 、学習 ガイ ダ ン

ス 日程 、 クラス担任 表 、入 学前学習支援 実施状況 、アセ ス メ ン トテ ス ト報告書、

補習講義実施要項 、学習相 談実施要項 、卒業研究 ガイ ダンススケ ジ ュール

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)入 学者 に対 して、新入生ガイ ダンス、学習相 談、 クラス担任 制 に よ り導入

ガイ ダンスが充分 な され てい る。

2)入 学者 に対 して、入 学前学習支援 、補習講義 、生物 学 関連科 目の開講 、及

びアセ ス メン トテス トに よ り基礎 学力 の診 断 と導入教育が な され てい る。

3)各 学年 の学生 に対 して、新年度学習 ガイ ダ ンスや原級 生個別指導 、及 び卒

業研 究 ガイ ダ ンス に よる履修指導 を してい る。

4)現 在 の ところ、平成 22年 度 か らの実務 実習 についての準備 の 中で、学生

の事前学習 とガイ ダンスは順調 に進 んでい る。

改善 を要す る点

1)教 育 開発 セ ンター の調査 で、初年次 の成績 が卒業 時の成績 と強い正 の相 関

を示す こ とが 明 らか に され 、初年 次教育 の重要性 が指摘 され てい る。従 つて

よ り有効 な初年度教 育 の方策 を考 えるこ とが重要 で あ る。

[改 善計画 ]

1)入 学形態 に よる学力比較 、アセ ス メン トテス ト結果 とそ の後 の定期試験成績

との相 関についての追跡調査 、休 学や退学 の原 因究 明等 を行 つて現状 を把握 し、初

年 次教育 の充実及 び履修指導体制 の問題 点 について検討 す る。
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1基 準 8-1-2                             1
1 教 員 と学生 との コ ミュニケー シ ョンを十分 に図るための学習相 談・助言体制 が

|

1整 備 され ている こと。                           |

[現 状 ]

学生 の学習相談・助 言体制 として、担任 制 、テ ィーチ ング・ アシス タン ト、補講

クラス等 の学習支援体制 が構 築 され てい る。加 えて、平成 21年 度 か らよ りきめ細

や かな学習支援 のた め、学習相談室 が開設 され た。

担任 制 につ いて

クラス担任 制度 は、本 学薬 学部 の学生指導 において重要 な位 置 を占める制度 で、

初年次教育 として も有効 で あ る。薬 学科及 び生命創薬科 学科 の新入 生 あわせ て数名

が各教員 の クラスに配属 され る。各学生 の クラス担任 は入 学時に決定 し、卒業研 究

も しくは総合薬 学研 究 において、配属研 究室 が決定す るまで変更す るこ とはない。

各 クラス担任 は、学習や学生生活全般 での相 談 を受 ける とともに、学生生活 の精神

的ケアな どを行 つてい る。加 えて、 同 じクラスの上級 生 まで含 めた縦 のつ なが りを

持 たせ るた め、年 に 2回 以上 の会合 を開いて学生 同士 の親 睦 を図 つてい る。 これ に

よ り、新入生 は履修 申告 の疑 問点や勉 強 の仕方 な ど多 くの こ とを、教職員以外 に経

験者 で ある上級生か らも教 えて も ら うこ とがで き、早 く大学生活 に慣れ て学習成果

をあげ るこ とが可能で あ る。 また、担任 は学生 の退学、休 学 に際 しては、必ず 面談

し、場合 に よっては身元保証人 との コ ミュニケー シ ョンも積極 的 に行 つてい る。

テ ィーチ ング・ アシス タン トにつ いて

本学薬学部 では、伝 統 的 に情報系教育 に力 をいれ てお り、主 に情報系科 目におい

て、テ ィーチ ング・アシス タン トを配置 し、複雑 な内容 をきめ細 か く指導 してい る。

補習講義 と学習相談室 について

平成 20年 度 よ り、新 しい入試制度 であ る C方 式入 学試験 が実施 され 、それ に伴

い、本 来、各学科 において履修す るこ とが望 ま しい科 目を高等学校 で履修 してい な

い学生 が入 学 してい る とい う現状 が あ る。 この よ うな背景 を受 けて、東京理科大学

教育開発セ ンターでは、初年次教育 として平成 21年度 か ら補 習講義 と学習相 談 を

行 つてい る。 これ は、大学入学後 の早 い段 階 において、高等学校 までの基礎 的知識

を しっか りと身 に付 け、そ の後 の大学教育 において、差 が 出ない よ う措置す るため

のバ ックア ップ体制 で あ る。

補習講義 は、高校 時未履修 学生及 び希望者 に対 して、 4月 か ら 6月 までの毎土曜

日に高校 で学ぶ数学・ 物理・ 化学 の補 習 を行 う制度 で あ る。対象者 は、未履修者及

び希望者 とし、未履修者 について は、必ず受講 させ るこ とと してい る。

学習相談 は、月曜 日か ら金 曜 日の 16時 30分 か ら 19時 40分 の間、2年 生以上の

事前研 修 を受講 した学生教育サポー ターが学習相談室 に常駐 し、 1年生お よび 1年

原級生 に対 して学習上 の相談 に応 じる制度 で あ る。薬学部独 自の対策 としては、生

物 学未 履修者 が多い こ とか ら、 1年前期科 目と して 「生物 学 (選 択必修 )」 と 「基礎

生化 学 (必 修 )」 を設 けてい る。 学生教 育サ ポー ター は全員 が専 門研修 を受 け、学部

2年生以上 か ら選抜 され た学生 に よ り組織 され てお り、一人一人 の相談 内容 に対 し、
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学習支援 。学習指 導 を行 つてい る。 つ ま り学習相談室 は学生 に よる学生 のための学

習支援 であるた め、相談室へ の敷居 が低 い ところに大 きな特長 が あ る。

根 拠 とな る資料 ・デー タ :補 習講義 申込状況 、決定版  補 習講義参加 者 リス ト (野

田 )、 補 習講義 実施 要項、学習相 談室 、2007年 度 TA候 補者 、2008年 度授 業嘱託一

覧 、2009年度授業嘱託一覧、担任表

[点 検・評価 ]

優 れ た点

1)担 任制 について、 同学年 での横 の繋 が りに加 え、学年 が異 な る縦 の繋が り

もで き、学園生活 に関す る諸 問題 を先輩 が後輩 をサ ポー トす る体制 も構 築 さ

れ てお り、学生 に とつて非常 に有効 な体制 が構 築 され てい る。

2)例 年 10名 か ら 13名 のテ ィーチ ング・ アシス タ ン トを配置 し、特 に情報

系科 目において、学 生 の理解 のた めのサポー トシステ ム と して非常 に有効 で

ある。具体 的には、 2009年 度前期 には、情報処理 。演習 1(1年 、選択

必修 )に 2名 、分子情報化 学・ 演習 1(3年 全 、選択 )に 2名 、統 計学・推

計学 (2年 、必修 )に 1名 、後期 では、情報処理・演習 2(1年 、必修 )に 2

名 、薬 学情報科学・演 習 (3年 、選択 )に 2名 、分子情報化 学・演習 2(3年、

選択 )に 2名 、後期 にはバイオイ ンフォマテ ィクス (4年 、選 択 )に 2名 の

計 13名 のテ ィーチ ン グ・ アシス タン トを配置 した。

3)補 習講義 について、初年次前半 に約 10回 の 「補 習講義」 を実施 した。参

加者 は、数学 (薬 学科 4名 、生命創薬科学科 11名 、計 15名 )物 理 (各 6、

33、 39名 )、 化 学 (3、 3、 6名 )で あった。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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基準 8-1-3
学生が在学期 間 中に薬学 の課程 の履修 に専念 で きるよ う,学 生 の経済 的支援及

び修学や学生生活 に関す る相談・助言 ,支 援体制の整備 に努めて いる こと。

[現 状 ]

経 済的支援 について

日本学生支援機構 の奨学金 (第 一種 、第 二種 )の ほか、本 学独 自の奨学金制度

であ る東京理科大学奨 学金 (年 額 36万 円、無利 子 )が あ る。 また、学生 の父母

会組織 で あ る東京理科大学 こ うよ う会 は家計急変 に よ り経済 的な援助 が必要 な学

生 に対 し支援 (授 業料 の半額 お よび実験実習費 の半額 お よび施設設備 費 の給付 )

を行 つてい る。

学生生活 に関す る相 談
｀
・助言 、支援体制 について

本 学 が運 営す る学生 よろず相 談 室 と学部 の教員 が担 って い る前述 の担任 制度

(8-1-2)の 二つ が存在 す る。薬 学部 のあ る野 田キャンパ スでの前者 の設備 は

相談室 2室 を含む 4室 と事務部 か らな る。 開設 時間は月曜 日か ら金曜 日まで 9時

か ら 17時 まで、精神 科 医、臨床 心理士、カ ウンセ ラー、教員 が時間を決 めて在

室 して、学業 、適応 (対 人 、性格 )、 進 路、健康 (身 体 、精神 )、 生活 (経 済、課

外活動 )な どの相 談 に応 じてい る。

セ クシャルハ ラス メン トをは じめ種 々のハ ラス メン トに関 しては、学 内のハ ラ

スメ ン ト防止委員会 がパ ンフ レッ トや ポス ター を作成 し注意 を喚起 してい る。 ま

た、ハ ラス メン ト被 害者 の相談窓 口と して、学科事務室 、学生課 窓 口、 よろず相

談室 を指定 してい る。

定期 的な健康診 断 について

毎年 4月 に定期健康診 断 を実施 し、全員受診 を義務 づ けてい る。 さらに薬 学科

の学生 は、 1学年次 の早期 体験学習 での医療機 関へ の訪 問や 5学年 次 の薬 学実務

実習 において医療機 関内で の長期 実務実習 が あ るので、平成 21年 度 か ら 1学 年

の 6月 に感染症 (麻 疹 、風疹 、水痘 、流行性 耳下腺炎 、結核 、 B型 肝炎 )の 抗体

検査 を実施 してい る。

根拠 とな る資料・デー タ :奨 学金 の募集 要項 、学生 よろず相談室ハ
゜
ンフレット、

学校法人東京理科大学ハラスメントの防止 に関す る規程 (平成 21年 、規程第 39

フレット「セクシュアル・ハラスメント防止 のた めに」、健康診 断・ 抗体検査予定表

担任表 、

号 )、 ハ
゜
ン

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)平 成 21年 9月 30日 現在 、薬学部 の学生 の うち、 日本学生支援機構 の第

一種奨学金貸 与学生 は 120人 、第二種奨学金貸与学生 は 237人 である。

さらに、東京理科大学奨学金 は 15人 の学生 が貸 与 され てお り、計 372人
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の学生がいずれ かの奨 学金 の貸 与 を受 けてい る。 この数字 は、奨学金貸 与希

望者 のほぼ全員 が受 け るこ とができてい るこ とを示 してい る。そ の他 、地方

公 共 団体や 民間団体 の奨 学金 の貸与 を受 けてい る学生 も若干名 い る と思 われ

る。加 えて、東京理科 大学 こ うよ う会奨学び (給付 )は平成 21年 度 に薬学

部学生 1人 (全 学で 6人 )の 給付 が認 め られ てい る。

2)よ ろず相談室 は平成 20年 度 にのべ 184回 の薬学部学生 の利 用 が あ り、

平成 21年 度前期 で は 19人 の学生 がのべ 56回 利用 してい る。相 談 内容 と

しては適応 相談 (人 間関係 な ど)、 修学相談 、進路相 談 な どが多い よ うで あ る。

この よ うに、必要 な相 談助言体制 が整備 され ,周 知 され てい る と思われ る。

3)学 生 の健康管理 に関 して、 4月 に行 われ る定期健康診 断は全員 が受診 して

い る。薬 学科学生 を対象 とした感染症抗体検査 の結果 、抗体価 の低 い学生 に

は ワクチ ン接種 (B型 肝 炎以外 )を 勧 めてい る。 この感染症検査 は本年度 か

ら開始 した もので、平成 20年 度以前 に入学 した薬学科 学生 には、 4年 次の

6月 に検査 を実施 し同様 に対応 してい る。 この検査 を通 じて、学生 には、医

療現場 での感染 とその対策 の重要性 を認識 させ るこ とになつてい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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1基 準 8-1-4
1 学習及 び学生生活 において , 人権 に配慮す る体制 の整備 に努 めて いる こと。 |

[現 状 ]

人権 とい う観 点で最 も問題 とな るのは、ハ ラスメン トと個人情報 (後 述 8-1-5)

に関す る事項 で あろ う。

ハ ラスメン ト防止委員会 につ いて

ハ ラス メン ト (ア カデ ミックお よびセ クシュアル )の 防止等 に関す る規程 が平

成 12年 に制定 され平成 21年 に改訂 され た。この規程 は、ハ ラス メン トの防止 、

排 除のた めの処置、ハ ラス メ ン トに起 因す る問題 の適切 な処置 に関 して定 め るも

ので ある。ハ ラス メン ト防止 のた めの委員会 として 「ハ ラス メン ト防止委員会」

が設置 され てい る。委員 は男女両性 か ら構成 され てい る。学生か らの相談 の事案

に対 し、防止委員会 は調査委員会 を招集 し調査 、審議す る。 これ らの事案 はすべ

て守秘義務 の下 に行 われ る。

啓発活動

特 に女子学生 の多い薬 学部 においてはセ クシユアル・ハ ラス メン トが大 きな問

題 とな る と思 われ る。「セ クシュアル・ハ ラス メン ト防止 のた めに」のパ ンフ レッ

トを毎年 4月 に作成配布 し、セ クシュアル・ ハ ラス メン ト防止 ポス ター の教員ヘ

の配布及 び掲示 、イ ンターネ ッ ト大学 ホー ムペー ジに よる啓発 を行 つてい る。 内

容 は 「セ クシュアル・ハ ラス メン トつて、セ クシュアル・ハ ラス メン トはなぜ起

こる ? どんな こ とがセ クシュアル・ハ ラス メン トにな るの ?」 等。「ス トップ !

職場 のセ クシュアル・ハ ラス メン ト」の ビデ オ公 開等 の啓発 活動 も行 つてい る。

個人的配慮

学部 内においては、特 に卒業研 究生 に対す る対応 に配慮す るよ う呼びか けてい

る。例 えば、女子学生 と個 室 で話す場合 、複数 の女子学生 を同席 させ る。 学生 を

入 り口近 くに座 らせ る。 ドアは開けてお くか、室 内が見 えるよ うに配慮す る。

教育的指導 とハ ラス メ ン トの境界 な どアカデ ミックハ ラス メン トについて は大

変難 しい問題 が あるが、教員個人 の対応 に依存 してい るのが現状 で ある。

相談窓 口

受付 窓 回は学生 よろず相 談室、学生課 、各事務 部 で行 つてい る。 また、担任制

を とつてい るので学部 学生 の相談 は担任 が受 けるこ ともあ る。 学生 間の トラブル

にも十分留意す る必要 が有 るが、相談窓 日は学生課 あ るい は学部 、担任 となって

い る。



根拠 となる資料・データ :学校法人東京理科大学ハ ラスメン トの防止等 に関す る規

程 (平成 21年 、規程第 39号 )、 パ ンフレッ ト「セ クシュアル・ハ ラスメン ト防止

のために」、ポスター、インターネ ッ ト東京理科大学ホームページ、東京理科大学 学

生 よろず相談室案 内 リーフ レッ ト

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)ハ ラス メン ト防止 委員会 が どの よ

明 らか となつていないが、その よ う

うに機 能 したのかは、守秘義務 の点か ら

な検討 の組織 の存在 は評価 出来 る。

改善 を要す る点

1)両 ハ ラスメン トともに個人 の判 断 に委 ね る ところが多 いので更 なる啓発活

動 が必要 である。

[改 善計画 ]

1)ハ ラス メン ト防止 のた めの講演会等 の開催 に よつて、ハ ラス メ ン トの共通 の

認識 を徹底 す る。 また学生 に対 して相談窓 口が有 るこ と、相談 の指針 を示 し、周 知

す る。
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1基 準 8-1-5                            1
1 学習及 び学生 生活 にお いて ,個 人情 報 に配慮 す る体 制 が整備 され て いる こ

|

|と
`                                   |

[現 状 ]

薬 学部独 自の規程 は無いが、全 学での 「東京理科大学 にお け る個人情報 の保護 に

関す る規程」が平成 16年 に制定 され その規程 に従 つてい る。 この規程 では、情報

統括責任者 として理事長 を、そ の職務補助 のために個人情報保護 管理者 として学長

を充 ててお り、個人情報 の収集 、利用 お よび提示 について厳格 に管理す る体制 を と

つてい る。規則運用 にあた り、「個人情報保護委員会」 を設 け、審議す る。 平成 17

年 には、「個人情報保護 管理部会 」が設置 され た。特 に学生 に関す る個人情報 の管理

徹底 のために 「学生支援 関係 管理部会 」 を設 け、管理 に関わ る施策 の実施 、啓発活

動 、具体的な事項 につ いて審議 してい る。

これ ら個人情報保護 の観 点か ら、薬 学部 において も学 内の掲示等 で は個人情報 に

関す る事項 (成 績や合否 な ど)は極力 さけ、やむ を得 ない場合 は学籍番 号 のみでの

掲示 としてい る。 また、教員 が知 りうる個人情報 も厳 しく制 限 され てい る。 学生本

人へ の情報伝達 もパ ス ワー ドで保護 され たネ ッ トワー クシステ ムを介 して本人 のみ

が情報 を得 られ るよ うに改善 されつつ ある。 また、学 内の会議等 で使 用 された個人

情報 は、会議終 了後 回収廃 棄 してい る。 また教員個人 が所 有す る個人情報 の存在す

る書類 の廃 棄 は別途 回収処理 され るシステ ム を とってい る。

学生 の情報 の内、健康診 断、カ ウンセ リング結果 な どは保健 管理 セ ンターが学校

保健 法 に従 い管理 してい る。学生 の個 人情報 の うち健康 状況 を除 き、学生 。保証人

の住所等 の個人情報 は学籍 簿 (紙 ベ ース )、 GAKUEN及 び Classシ ステ ム 中に記録 し、

学生課 が管理 してい る。薬 学部学生 の成績 関連 の基本情報 はGAKUEN及 び Classシ ス

テ ムで記録 し、薬学事務課 が管理 してい る。 GAKUEN及 び Classの 情報 の内、住所等

の個人情報 は学生本人及び薬学事務課 に修 正権 限が あ る。成績 情報 は、各教員 お よ

び薬学事務課 のみが修 正可能 で あ るが、現在 は教員 が直接成績 を入力す るシステ ム

にはなつていないた め、教員 が直接修 正す る権 限は持 ってい ない。

[点 検 。評価 ]

優れ た点

1)「 個人情報 の保護 に関す る規程」に従 い、個人情報 は厳密 に保護 され てい る。

改善 を要す る点

1)学 生 に関す る個人情報 な どの管理 は教員個人 に任 せ られ た状況 にあ り、 こ

の問題 に関す る教員 の認識 に個人差 があ る。

根拠 とな る資料

る規程 (平成 1

護 管理部会規程

・ デー タ :学校 法人東京理科大学 にお ける個 人情報 の保護 に関す

6年 、規程第 56号 )、 学校 法人東京理科大学 にお ける個人情報保

(平 成 21年 、規程第 61号 )



[改 善計画 ]

1)個人 情報 の持 ち出 しの禁止 な どについて、今後 も定期 的 に啓発活動 を行 う。



1基 準 8-1-6
1 身体 に障害の ある者 に対 して ,受験 の機会が確保 され る とともに,身 体 に障

1害 の ある学生 につ いて,施 設 口設備上及び学習・生活上の支援体制 の整備 に努

|め て いる こと。

[現 状 ]

【身体に障害のある者に対する受験について】

勉学に重大な支障がある場合を除き、受け入れている。

受験 に対 しては、本人 の希望 に よ り 「受験特別処置」 の体制 を とつてい る。 申請

書 の提 出を受理 した後 、学務課 で 「受験」 とい う観 点か ら内容 を検討す る:原則 的

には、大学入試 セ ンター試 験 の実施要項 にあ る 「受験特別処置」 を基準 に判 断 して

い る。判 断が専 門に及 ぶ ときは校 医に相談 し、決定 してい る。 また、 同時に学部事

務課 で は 「入 学」 の観 点か ら、 あ らか じめ入 学後 の対応 を必要 に応 じて面接等 を行

つて検討 してい る。

これ らの審議 の後、特別 処置 申請者 に回答 し、出願 の確認 をす る。入試特別措置

の事例 を以下 に示す。聴 覚 障害 の者 (別 室受験 、補聴器 の使 用 、注意事項 の文章 に

よる伝 達 )、 視 覚障害 の者 (別 室受験 、拡大鏡 の使用 、拡大版 マー クシー トの使用 な

ど)、 低血圧症 (別 室受験 、受験 中の薬 の服用 、毛布 、加 湿器 な どの持参使用 )、 神

経症 (別 室受験 )な ど

【施設 。設備 上及 び学習・生活 上 の支援体制 の整備 】

バ リアフ リー を必要 とす る車いす の使用者受入 について、設備 面ではエ レベー タ

ー 、多 目的 トイ レの設 置 が あ る。 教室 内設備 は特 にないが車いす での受講 は可能で

あ る。 出入 り回は校舎 出入 り日のみが 自動 ドアで、教室等へ の入 り日の多 くは利用

が 困難 な開閉型 の ドア となつてい る。 また、ス ロー プ部分 は少 ないた め、エ レベー

ター の利 用 を含 めて遠 回 りとな り必ず しも適切 とは言 えない。教室 内の通路 は車い

す が行 き来す るスペ ー スは確保 され てい ない。最寄 り駅 か ら学部 キャンパ スまでの

道 の りに大 きな障害 は ないが、一般道 、学 内の通路 を含 め必ず しも安全 とは言 い難

い。 照 明に関 しては弱視 の学生 にはやや暗い。看護 師の居 る医務室 は無 く、 5, 6

分 かか る医務室 に出向 く必要 が あ る。

学習 、生活上 の支援 に関 しては、本 人 の 申 し出に よ り、最大 限の要望受入 の体制

を とつてい るが、具体 的 な対応策 は決 めてい ない。学習 につ いては、学部 内の 「教

務委員 会」生活支援 は全学 的 な 「学生部」お よび学部 内の 「学生委員会」で検討す

る体制 となつてい る。TAに よる学習補助や担任教員 に よる支援 が あ る。 また、精

神 面、健康面では よろず相談室や保健 管理セ ンターが支援 してい る。

根拠 となる資料 。デ ー タ :東京理科大学入試 に関す る内部書類 「受験特別措置 を

希 望す る者 についての取 り扱 い、平成 21年 度入試特別措置事例
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[点 検 。評価 ]

優 れ た点

1)受 験 の機会 の確保 については、十分 に配慮 され てい る。

改 善 を要す る点

1)施 設・設備 につい ては必ず しも十分 ではない。例 えば、車いす の利用 を想

定す る と、最 も利用頻 度 の高い 出入 り口に 自動 ドアが設置 され てい ない。通

路が狭 い、教室 内のス ロープが不備 。 ドアの多 くは引き戸 になっていない。

また、現在 まで に 申 し出は無いが、 内臓疾 患等 の身体的障害の あ る者へ の配

慮 はほ とん どされ てい ない。

[改 善計画 ]

1)実 際 に車いす で の行動 を確認 した上 で、不都合 な設備 の整備 や横 断歩道 の設

置 、学部 内医務室 の設 置 な どを今後検討す る。



1基 準 8-1-7
1 学生 がその能 力及び適性 ,

|な 情報 の収集・管理・提供 ,

志望 に応 じて主体 的に進路 を選 択で きるよ う,必要

指導 ,助 言 に努 めて いる こと。

[現状 ]

薬 学科 、生命創薬科学科 それ ぞれ に 1名 ずつ の就職幹事 を教員 か ら選 出 し、学生

支援部就職課 と連携 して、各 学年 の学生 に対 して 1年 間の就職支援 スケ ジュール を

設 定 し、学生 の就職 お よび進 路選択 に必 要 な情報 の収集 ・管理・ 提供 、指導、助言

に努 めてい る。 旧薬学部及 び生命創薬科 学科 を含む現在 の大学 としての学年 ご との

就職支援 スケジュール は以下 の通 りで あ る。

1年 生 :

4月  新入生進 路ガイ ダ ンス

5月  公務員 ガイ ダンス

6月  イ ンター ンシ ップガイ ダ ンス、新 聞の読 み方講座

10月  キャ リアプ ランニ ングセ ミナー

2年 生 :

6月  イ ンター ンシ ップガイ ダ ンス、新 聞の読み方講座

10月  キャ リアプ ランニ ングセ ミナー

3年 生 :

4月  国 1・ 2願 書配付 。一括受付 、公務員模擬試験

5月  国 1・ 2次 試験対策 ガイ ダ ンス、国 1・ 2次 試験対策特別講座

4-6月  第 1回 進路 (就 職 )ガイ ダ ンス、官庁訪 問ガイ ダ ンス、イ ンター ン

シ ップガイ ダ ンス、イ ンターネ ッ ト活用術 、新 聞の読み方講座 、第 1回就職

試 験対策模試・講座 、就職活動 の進 め方講座 、 自己分析講座

9-10月  公務員希望者 ガイ ダンス、第 1回 学 内企業研 究セ ミナー、公務員ゼ

ミ勉 強会 、公務員試 験教養 対策講座 、理窓企 業人会主催 会社説 明会 、就職マ

ナー講習会 、模擬 面接講座 、女子 学生 のた めの就職 ガイ ダンス、多方面 の就

職 内定者 (製薬企 業 MR職 、 開発職 、研 究職 、国家公務員試 験 1種合格者 、

地方公務員試験 1種 合格者 、病 院薬斉J師 、調剤薬局薬剤 師 な ど)に よる体験

談 を主体 とした第 2回 進 路 (就 職 )ガイ ダンス

11月  Uタ ー ン就職 ガイ ダ ンス、業界・職種研 究、公務員業務説 明会、第 2回

就職試験対策模試 。講座 、就職 面接講習会

12月  公務員模擬試 験 、グル ープ ワー ク体験講座 、第 2期 学 内企業研 究セ ミナ

1月  第 3回 進路 (就 職 )ガ イ ダンス       _

2月  第 3回 就職試験対策模試 。講座 、第 3期 学 内企業研 究セ ミナー、公務員

ゼ ミ合宿

3月  公務員提示延期者 ガイ ダ ンス
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年生 :

4月  国 1・ 2願 書配付 。一括受付

5月  国 1・ 2次試 験対策 ガイ ダンス、国 1・ 2次 試 験対策特別講座 、学 内企業

説 明会 、

6月  官庁訪 問ガイ ダ ンス、新 聞の読 み方講座

10月  理 窓企業人会主催 会社説 明会

[点 検・ 評価 ]

優 れ た点

1)就 職幹事 と学生支援部就職課 との連携 に よ り、豊 富なガイ ダ ンスやセ ミナ

ーが準備 されてい る。

改善 を要す る点

1)学 生が進路選択 の参 考 にす るた めの社会活動 ,ボ ランテ ィア活動等 に関す

る情報 の提供 が充分 とは言 えない。

2)様 々なガイ ダ ンスやセ ミナー な どが準備 され てい るが、特 に 1、 2年次の

学生 の出席 率が高い とはい えない。

[改 善計画 ]

1)キ ャ リア形成教育 の充実 を図 るた め、現在 、就職委員会 にて全 学 レベル で検

討 され てお り、平成 22年 度 に答 申が 出る予定で ある。 この答 申に沿 つて、 キャ

リア形成教育 に関す るセ ミナー等 の充実 を図 る。 6年制 の薬学科学生 に対す る就

職 支援活動 について は、企 業等 の動 向を見て今後検討す る。
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基準 8-1-8
学生の意見を教育や学生生活 に反映す るための体制が整備 されていること

[現 状 ]

学部 学生お よび卒業研 究 の学習環境や 図書室 の利用 に関す る情報 な らび に学生の意

見 は、各教室 に設置 され た端末 に直接接続 し Classシ ステ ムを通 じて意 見が反 映 さ

れ、 また は野 田図書館 との連携 によ り行 われ てい る。卒業研 究生や大学院生 の研 究

室環境 は各研 究室 の 自主性 に任 されてい る。 学習 に困難 な状況が生 じた場合 、 クラ

ス担任 の先生 に直接相 談す る他 、学生部委員 に相談 または全学的に設置 され てい る

「よろず相談」 の利用 が あ る。

[点 検 。評価 ]

優 れ た点

1) 現状 では上 に述べ た学習 。生活支援体制 が大 き く貢献 してい る と考 え ら

れ る。

改善 を要す る点

1)学 生 の意見 をすべ て把握 で きてい るわ けではない。

[改 善計画 ]

1)学 生委員会 で、学生 の声 を広 く集 め る方法 を検討 してい く。



8-2 安全 。安 心へ の配慮

1基 準 8-2-1
1 学生が安全かつ安心 して学習 に専念す るための体制が整備 され ている こと。

[現 状 ]

本学 の環境安全体制 について

本 学で は環境安全 と労働 安全 を一元的 に把握 し、大学 の方針決 定 を行 な うこ とを

目標 に、平成 21年 6月 に、「東京理科大学安全管理基本規程」を制定・施行 し、「安

全管理委員会 」が発 足 した。 現在 、環境安全セ ンターが環境安全 を、保健管理セ ン

ターが労働 安全 を行 つてい る。

実習 に必要 な安全教育 の体制 について

薬 学領域 での初期安全教育 は、 1年次 の 「薬 系実験安全学」 において行 われて

い る。 また実習 ご とに安全教育が実施 され 、研 究室 に配属 され る 4年 次新 学期 ガ

イ ダ ンスにおいて、危 険物・薬 品の取扱 い方 のマニ ュアル を配付 し、説 明 を行 つ

てい る。 さらに、必修 科 目の 「化 学物質 の生体影響」や選択科 目の 「毒性 学」な

どにお いて、「室 内環境保 全 のた めに配慮すべ き事項」、「危 険物や劇 毒物 に関す る

法規 の理解 」、「有害化 学物質 に よる人体影響 を防 ぐた めの法的規制 (化 審法 )の

理解 」、「廃棄物 の種類 」、「PRTR法 」お よび水質汚濁 を防止す る法規制」 な ど

が講義 され てい る。

実務 実習 に先 立つ必要 な健康診 断、予防接種 な どの実施 について

5年次 に予定 され てい る実務 実習 に先立 ち、4年次の春 か ら、6種類 の感 染症 (結

核 、麻疹 、風疹、水痘 、流行性 耳下腺炎 、B型肝炎 )に ついて検査 を実施 し、陰

性者 のほぼ全員 が ワクチ ンを接種 した。 なお、病院薬局 の巡 回訪 間にあた る薬学

科教員 に対 して も、学生 と同様 に感染症検査 を実施 し、必要 に応 じて医療機 関ヘ

の受診 、 ワクチ ン接種 を勧 めてい る。

各種保 険 (傷 害保 険、損 害賠償保 険)な どについて

入 学 時、薬学部学生委員会 か ら、各種保 険制度 に関 して説 明 し、加 入 が行 われ

る。基本 的 な傷害保 険 として 「東京理科大学学生傷害補償 制度」が あ り、全 ての

学生 が加 入 してい る。また、損害賠償保 険 としては、大学 で 「施設賠償 責任保 険」

に加 入 してい る。 上記保 険で不充分 な外部卒業研 究や 学外 実務 実習では、特約 と

して 「受託物賠償 責任保 険」、「生産物賠償 責任保 険」、「感染症補償 プ ラン」 に加

入 してい る。外部卒業研 究 のた めの付帯保 険 は研 究室指 導教員 に よ り、実務実習

に関す る保 険は実務 実習事前講義 の際 に説 明が行 われ 、該 当学生全員 が保 険に加

入 してい る。他 に大学生協 で取 り扱 ってい る任 意保 険 (学 生総合共済保 険 と学生

賠償 責任保 険)も 、 ほぼ 10o%の 加 入率 となつてい る。



平成 22年度 よ り開始 され る 6年 制長期実務実習 に関す る保 険は、 旧 4年 制 の

実務実習 と同等 の もの を用意 し、平成 22年 2月 のガイ ダ ンス後 に任 意契約保 険

はほぼ全員 がカロ入 す る予定 であ る。

事故や 災害 の発 生時や被 害 防止 のマニ ュアル の整備 について

薬 学部 防災委員会 に よるマニ ュアル が作成 され てお り、新入 生 ガイ ダ ンス (4

月入学 時)の 際に、防犯 講習会やマニ ュアル の説 明が行 われ てい る。

教職員 に対 しては、事故等が起 こった際 には、学生課 に連絡す るこ ととなつて

お り、薬 学事務課・ 警備 室 には学生課長 の緊急連絡先 な どが周知 され てい る。 ま

た、「応 急手 当便利 帳」や 、「診療契約病院 。学 内 AED設 置場所 」 の一覧表 が保

健管理セ ンターか ら薬 学事務課 に配付 され てい る。 さ らに避難 訓練等 が不定期 に

実施 され てい る。

根拠 とな る資料・デー タ :感染症 対策 の説 明会 について、説 明会へ の出席簿 、説 明

会 で使用 したス ライ ド、欠席者 呼び 出 しの掲示 資料 、感 染症検査実施 状況 、感染症

検 査 の判 定結果 に対す る対応 につ いて、 ワクチ ン接種 マ ニ ュアル について、 ワクチ

ン接種計画 自己管理票

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)実 習 に必要 な安全教 育 について、学部 3年 次 まで に十分説 明 され 、認識 さ

れ てい る。

2)前 述 の 6種 類 の感 染症検査 について、現 時点で完全 に検査 が実施 され てい

る。検査費用 は大学が負 担 してい る。

3)学 内・外 どち らに も対処 で きるよ うな保 険の体制 が整備 されつつ あ る。

4)通 常生活 に関す る防犯講習や 、実験 の安全 に関す る指導 は出来 てい る。

改善 を要す る点

1)新 型 イ ンフル エ ンザ な ど新興感染症対策 が不充分 で ある。

2)災 害発 生時のマニ ュアル がない。

[改 善計画 ]

1)大 学 として新興感 染症対策 な どを検討す る。

2)災 害発 生 時のマニ ュアル な どについては、安全管理委員会 で共通 のマニ ュアル

を作成す る。 また、薬学部 として独 自に対応 で きる事項や体制 を検討す る。



『教員組織・職員組織』

教員組 織・ 職員組 織

(9-1)教 員組織

1基 準 9-1-1                              1
1 理念 と目標 に応 じて必要 な教員が置かれ て いる こと。            |

[現 状 ]

薬学部 の基本理念 は、 「医薬分子 を とお して人 間の健康 を守 る」志 をもつた 医療

人 と創薬人 を育成す るこ とで ある。 具体 的 には、薬学科 において、 “ヒューマ ニズ

ム と研 究心 にあふれた高度 な薬剤 師 (医 療人 )の 養成 "、 生命創薬科学科 において、

“先端創薬科学 を担 う研 究者 (創 薬人 )の 育成 "を 目指 してい る。 両学科 が協力 し

て、知性 に富み、倫理観 と豊 かな人 間性 を備 え、総合 的 な生命 科学 としての薬学 を

担 い、人類 の健康保持 と疾病 の克服 に尽 力 で きる人材 を養成 し、薬 学 の発展 に寄与

す るこ とを 目的 とす る。基準 6-3に 示 した よ うに、大学設置基準上 の必要教員数

を満 た した上で、上述 の理念 と目標 に応 じて、成果 を十分 に発揮 で きるよ う、両学

科 に教員 を配置す るこ とに努 めてい る。

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)大 学設置基準 に定 め られ てい る専任教員 の数及 び構成 が、恒常的 に維持 さ

れ てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



基準 9-1-2
専任教 員 と して,次 の各号 の いずれ か に該 当 し,か つ,そ の担 当す る専 門分野

に関す る教育上 の指導能 力 と高 い見識が ある と認 め られ る者 が配置 され て いる こ

と。

(1)専 門分野 につ いて,教 育上及 び研究上 の優れ た実績 を有す る者

(2)専 門分野 につ いて,優れた知識・経験 及 び高度の技術 “技能 を有す

る者

[現 状 ]

専任教員 として、専 門分 野 につ いて、教育上及 び研 究上 の優 れた実績 を有す るか、

あるいは、専 門分野 につ いて ,優れ た知識・経験及 び高度 の技術・ 技能 を有す る者

を採用 してい る。 また、そ の担 当す る専 門分野 に関す る教育上 の指導能力 と高い見

識 が ある と認 め られ る者 が配置 され てい る。             _
根拠 とな る資料・ デー タ :東京理科大学 の現状 と課題

[点 検・ 評価 ]

優 れた点

1)現 状 で、専任教員 としての十分 な資質 を有す る教員 が配置 され てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



1基 準 9-1-3                              1

1 理念 と目標 に応 じて専任教 員の科 目別配置等 のバ ランスが適正で あること。  |

[現状 ]

講 師以上 の教員数 (嘱 託 。み な し教員 を含 む )は 、薬学科 (6年制 )32名 、生命

創薬科学科 12名 で あ り、いずれ も、大学設置基準上 の必要教員数 (薬 学科 24名 、

生命創薬科 学科 10名 )を 超 え、薬 学部 の理念 。目的・教育 目標 を達成す るよ う教育・

研 究 を行 な う上で、適切 な教員組織 で ある。 これ らの教員 が、薬学部 の薬 学科 と生

命創薬科 学科 の各科 目に適切 に配置 され 、かつ 、授 業担 当時間数 も適切 で ある。 し

か し、年令構成 は、高齢化 してい る。

根拠 とな る資料・デー タ :薬学部パ ンフ レッ ト

[点 検・ 評価 ]

優 れ た点

1)厚 生 労働省 の指導 の も とにお ける薬剤 師育成 にあた り、日本薬斉J師 会 、日

本病院薬剤 師会 との連携 が重 要で あ り、その任 に耐 え得 る経験豊 か な教員 も

配備 してい る。

改善 を要す る点

1)専 任教員 の高齢化 が顕著 であ る。

[改 善計画 ]

1)年 齢構成 を十分考慮 した人事 (外 部 か らの採 用 と内部 にお ける昇格 )の 計画

が重要で あ り、学部 内の人事検討小委員会 で検討す る。



基準 9-1-4
教員の採用及び昇任 に関 し,教 員の教育上の指導能力等を適切 に評価す るため

の体制が整備 され,機能 していること。

[現 状 ]

教員 の募集・任免 0昇格 に関す る手続 き等 は、外部 か らの応募 の場合 、前所属機

関長 の推薦 書、履歴書 、研 究業績等 の提 出が必要で あ る。教授 の採 用 において は以

上 に加 えて前所属大学及 び研 究機 関にお ける活動等 (兼 任状況や海 外 にお ける研 究

成果報告 な ど)に ついて も報告 しなけれ ばな らない。 また、 内部昇格 に関 して は、

大学 の規 定 に基づ き、教授 会 の推薦 とともに、理事会 において業績 等 を評価 し、そ

の職 にふ さわ しい もの を昇格 させ る。新任教員 の募集 。内部昇格 のいずれ の場合 も、

教授会 にお ける審議 に先立 ち、学部 内の人事委員会 で審査 が行 なわれ る。 なお 、教

員 には、教育研 究活動 を全 うで きるよ うにす るた めに、その職 責 にふ さわ しい地位・

身分 が保 障 され る と同時に、適切 な待遇 が与 え られ てい る。

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)薬 学科 では、薬剤 師養成 を 目的 としてい るた め、その活動 に関わつた研 究

者 を評価す る必要 もある。 この よ うに、研 究者 で ある と同時 に教育者 で ある

こ とが、考慮 され、適切 に選考が な され てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



(9-2)教 育 。研 究 活 動

1基 準 9-2-1                         1
1 理 念 の 達 成 の 基 礎 と な る 教 育 活 動 が 行 わ れ て お り,医 療 及 び 薬 学 の

|

1進 歩 発 展 に 寄 与 し て い る こ と 。                  |

[現 状 ]

本 学 薬 学 部 は 、6年 制 薬 学 科 (定 員 80名 )と 4年 制 生 命 創 薬 科 学 科 (定

員 100名 )か ら な り、 ま た 、 薬 学 研 究 科 に 、 薬 科 学 研 究 科 (修 士 課 程 )

を 設 立 し た 。

6年 制 薬 学 科 で は 、 研 究 心 を 持 っ た 医 療 人 を 育 成 す る こ と を 目的 と し

て い る 。 ま た 、 4年 制 生 命 創 薬 科 学 科 と薬 科 学 研 究 科 で は 、 薬 学 領 域 に

お い て 将 来 活 躍 す る 研 究 者 の 養 成 を 目 的 と し て い る 。6年 制 、4年 制 の 両

学 科 で 、 4年 次 春 か ら研 究 室 に 配 属 し 、 4年 制 学 科 で は 4年 生 か ら 、 6年

制 学 科 で は 5年 生 か ら卒 業 研 究 を 開 始 す る 。 学 部 に は 、 カ リ キ ュ ラ ム 検

討 委 員 会 が 設 置 さ れ て お り、 医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 す る た め ,

時 代 に 即 応 し た カ リ キ ュ ラ ム 変 更 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 体 制 が 整

備 され ,機 能 して い る 。

ま た 、 時 代 に 即 応 した 医 療 人 教 育 を 推 し進 め る た め 、 教 員 の 資 質 向 上

を 図 つ て い る 。 具 体 的 に は 、 外 部 の 医 療 機 関 に 所 属 し て い る 医 療 人 に 、

臨 床 教 授 や 臨 床 准 教 授 、 臨 床 講 師 と し て 本 学 の 学 生 の 教 育 に 参 加 して 頂

い て い る 。 ま た 、 が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 養 成 コ ー ス で は 、 順 天 堂 大 学

医 学 部 と の 協 定 に よ つ て 、 制 癌 剤 の 研 究 。開 発 か ら 、 薬 剤 師 と し て が ん

治 療 に 携 わ る 人 材 を 育 成 し て い る 。 本 プ ロ グ ラ ム を 通 じて 、 M.D.ア ン ダ

ー ソ ン が ん セ ン タ ー で の 研 修 に 本 学 の 実 務 家 教 員 が 参 加 し て 資 質 の 向 上

を 図 つ て い る 。

専 任 教 員 が そ の 専 門 の 知 識 経 験 を 生 か し て 、 学 外 で 行 う公 的 活 動 や 社

会 的 貢 献 活 動 の 一 環 と し て 、野 田 市 環 境 委 員 会 等 へ の 参 加 を 行 つ て い る 。

ま た 、「薬 学 講 座 」 を 年 1回 開 催 し、 生 涯 学 習 を 後 援 し て い る 。

根 拠 と な る 資 料 ・ ― 夕 :薬 学 部 HP

[点 検 ・ 評 価 ]

優 れ た 点

1)医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 す る た め ,時 代 に 即 応 し た カ

リ キ ュ ラ ム 変 更 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 体 制 が 整 備 さ

れ 、 機 能 し て い る 。

2)時 代 に 即 応 し た 医 療 人 教 育 を 推 し進 め る た め ,教 員 の 資 質 向
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3)

4)

上 を 図 つ て い る 。

教 員 の 資 質 向 上 を 目指 し ,各 教 員 が ,そ の 担 当 す る 分 野 に つ い

て ,教 育 上 の 経 歴 や 経 験 ,理 論 と 実 務 を 架 橋 す る 薬 学 専 門 教 育

を 行 う た め に 必 要 な 高 度 の 教 育 上 の 指 導 能 力 を 有 す る こ と を

示 す 資 料 (教 員 の 最 近 5年 間 に お け る 教 育 上 な ら́び に 研 究 上 の

業 績 等 )は 、 本 学 の ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 公 表 され て い る 。

ま た 、 専 任 教 員 が 、 そ の 専 門 の 知 識 経 験 を 生 か し た 学 外 で の

公 的 活 動 や 社 会 的 貢 献 活 動 に つ い て 、本 学 ホ ー ム ペ ー ジ 上 で

公 表 され て い る 。

改 善 を 要 す る 点

特 に な し。

[改 善 計 画 ]

特 に な し。



基 準 9-2-2
教 育 の 目 的 を 達 成 す る た め の 基 礎 と な る 研 究 活 動 が 行 わ れ ,医 療 及

び 薬 学 の 進 歩 発 展 に 寄 与 して い る こ と。

[現 状 ]

教 育 の 目的 を 達 成 す る た め の 基 礎 と な る 研 究 活 動 は 、 基 礎 研 究 か ら 臨

床 研 究 ま で 幅 広 い 範 囲 で 行 わ れ て い る 。 筑 波 大 学 、 順 天 堂 大 学 と は 、 包

括 協 定 校 で あ り、 種 々 の 共 同 研 究 が 行 わ れ て い る 。 本 学 に は トラ ン ス レ

ー シ ョナ ル リサ ー チ 部 門 が 総 合 研 究 機 構 内 に 設 置 され て い る の で 、 基 礎

研 究 の 成 果 を 医 療 及 び 薬 学 の 進 歩 に 寄 与 で き る 環 境 が 整 つ て い る 。

根 拠 と な る 資 料 ・ デ ー タ : 東 京 理 科 大 学 と 国 立 大 学 法 人 筑 波 大

学 と の 連 携 協 力 に 関 す る 協 定 書 、共 同

事 業 契 約 書

点 検 。評 価 ]

優 れ た 点

1)教 員 の 研 究 活 動 は 、 最 近 5年 間 に お け る研 究 上 の 業 績 表 と

本 学 の ホ ー ム ペ ー ジ 上 で 公 開 され て い る 。

2)最 近 の 研 究 活 動 が 、 高 学 年 の 学 生 の 教 育 内 容 に 反 映 す る よ

カ リ キ ュ ラ ム を 構 築 し て い る 。

改 善 を 要 す る 点

特 に な し。

改 善 計 画 ]

特 に な し。

し て

う に



1基 準 9-2-3                        1
1 教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 を 行 う た め の 環 境 (設 備 ,人 員 り 資 金 等 )が

|

1整 備 さ れ て い る こ と 。                     |
[現 状 ]

3年 生 ま で の 教 育 は 、 13、 14、  16号 館 な ら び に 講 義 棟 の 教 育 施

設 を 利 用 して 行 わ れ て い る 。今 年 、新 設 され た 16号 館 に は 、2階 以 上 に

事 前 実 習 の た め の 教 育 施 設 が 設 置 さ れ 、 6年 制 の 4年 次 以 降 の 教 育 に 用

い られ て い る 。 4年 制 の 学 生 な らび に 修 士 課 程 の 学 生 は 、 各 々 が 所 属 す

る研 究 室 で 研 究 を 行 つ て い る。

OSCEは 16号 館 で 実 施 され 、CBTは 14号 館 で 実 施 さ れ 、施 設 も 完 備

され て い る 。

6年 制 薬 学 科 の 5年 次 以 降 の 病 院 実 習 に つ い て は 契 約 施 設 病 院 な らび

に 調 整 機 構 の 指 導 の 下 に 学 生 の 配 属 先 が 決 ま り、 保 険 薬 局 に お け る 実 習

に つ い て も 調 整 機 構 の 指 導 の 下 に 学 生 め 配 属 先 が 決 ま る 等 、 外 部 施 設 で

の 研 修 が 可 能 で あ る 。

人 員 に つ い て も 、 薬 学 科 は 15名 の 専 任 教 授 と 1名 の 兼 担 教 授 、 7名

の 専 任 准 教 授 、 4名 の 専 任 講 師 、 12名 の 嘱 託 助 教 、 嘱 託 教 授 (み な し専

任 )5名 が 教 育 に 参 加 し て い る 。 ま た 、 臨 床 教 員 と し て 外 部 の 医 療 機 関

か ら 16名 の 薬 剤 師 に 参 加 して 頂 い て い る (臨 床 教 授 9名 、 臨 床 准 教 授

5名 、臨 床 講 師 2名 )。 生 命 創 薬 科 学 科 は 8名 の 専 任 教 授 と 2名 の 兼 担 教

授 、 1名 の 専 任 准 教 授 、 1名 の 専 任 講 師 、8名 の 嘱 託 助 教 が 教 育 に 参 加 し

て い る 。 研 究 活 動 に つ い て は 、 15号 館 の 研 究 室 、 な ら び に 生 命 科 学 研

究 所 (安 部 、 北 村 研 究 室 )、 ゲ ノ ム 創 薬 研 究 セ ン タ ー 、 DDS研 究 セ ン タ

ー 、 ナ ノ 粒 子 健 康 科 学 研 究 セ ン タ ー で 行 わ れ て い る 。 研 究 資 金 は 科 学 研

究 費 、 民 間 の 研 究 助 成 財 団 等 か ら の 研 究 助 成 金 、 受 託 研 究 費 、 共 同 研 究

費 な ど の 外 部 資 金 な らび に 本 学 の 学 部 に 配 分 され る 教 育 研 究 費 、 学 内 共

同 研 究 費 で 賄 わ れ て い る 。

[点 検 ・ 評 価 ]

優 れ た 点

1)教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 を 行 うた め の 環 境 は 、 整 備 され て い る 。

改 善 を 要 す る 点

特 に な し。

[改 善 計 画 ]

特 に な し。



1基 準 9-2-4

1 専 任 教 員 は ,時 代 に 適 応 した 教 育 及 び 研 究 能 力 の 維 持 ・ 向 上 に 努 め

|て い る こ と。

[現 状 ]

基 礎 系 教 員 は 、 学 会 活 動 や 特 許 申 請 、 論 文 発 表 を 通 じ て 、 研 究 成 果 を

社 会 に 還 元 し、 研 究 能 力 の 向 上 を 図 つ て い る 。

ま た 、 実 務 家 教 員 に つ い て 、 医 療 機 関 に お い て 研 修 を 行 つ て い る 。 ま

た 、 順 天 堂 大 学 (本 学 の 協 定 校 )医 学 部 と の 共 同 プ ロ ジ ェ ク トで あ る 、

が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョナ ル 養 成 コ ー ス の 講 義 や 実 習 に 参 加 す る こ と に よ っ

て 、 医 師 、 看 護 師 、 医 療 理 学 士 と薬 剤 師 の チ ー ム 医 療 を 学 ん で い る 。 さ

ら に 、M.D.ア ン ダ ー ソ ン が ん セ ン タ ー ヘ の 海 外 研 究 に 参 加 して チ ー ム 医

療 を 勉 強 して い る 。

[点 検 ・ 評 価 ]

優 れ た 点

1)各 種 の 方 法 で 自 己 研 鑽 に 努 め て い る 。

改 善 を 要 す る 点

特 に な し。

[改 善 計 画 ]

特 に な し。



9-3)職 員 組 織

1基 準 9-3-1                          1
1 教 育 活 動 及 び 研 究 活 動 の 実 施 を 支 援 す る た め の 事 務 体 制 を 有 して い

|

|る こ と。                           ′
|

[現 状 ]

事 務 組 織 は 、本 法 人 が 設 置 す る 3大 学 に ま た が る事 務 総 局 と して 設 置

して お り、 総 務 部 、 学 務 部 、 学 生 支 援 部 等 13の 部 で 構 成 され て い る。

事 務 職 員 総 数 は 488人 (平 成 22年 2月 1日 現 在 )で あ る。 主 に薬 学 部

及 び 大 学 院 薬 学 研 究 科 の 教 務 。庶 務 業 務 を所 掌 す る薬 学 事 務 課 は 、 野 田

事 務 部 に所 属 し、職 員 数 は 11人 (専 任 職 員 8人 、 派 遣 職 員 2人 、 技 術

員 1人 )で あ る。

庶 務 的 業 務 に は 、 教 授 会 及 び 研 究 科 委 員 会 等 の 諸 会 議 に 関 す る こ と、

教 職 員 の任 免 手 続 き 、 教 育 研 究 費 の 管 理 等 が あ る。 教 務 的 業 務 に は 、 カ

リキ ュ ラ ム編 成 、 学 籍 管 理 、 成 績 管 理 等 が あ る。 ま た 、 入 学 試 験 、 就 職

支 援 、公 的研 究 費 の 受 け入 れ 、 人 事 管 理 等 、 大 学 本 部 及 び 法 人 本 部 に 関

係 す る業 務 につ い て は 、 事 務 総 局 内 の 各 部 署 と連 携 して組 織 的 か つ 柔 軟

に対 応 して い る。

実 務 実 習 を支 援 す る業 務 は 、 薬 学 事 務 課 が 担 当 して い る。 こ の こ とに

つ い て も、 必 要 に応 じて 、 他 の部 署 と連 携 して 対 応 して お り、 事 務 体 制

は適 切 に機 能 して い る。

根 拠 とな る資 料 。デ ー タ :事 務 組 織 図 、 事 務 分 掌 規 程 、 月 別 概 況

[点 検 ・ 評 価 ]

優 れ た 点

1)事 務 組 織 と して 、 柔 軟 な対 応 が で き て い る

改 善 を要 す る点

特 に な し

[改 善 計 画 ]

特 に な し
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(9-4)教 育の評価/教職員の研修

1基準 9-4-1                               1
1 教育の状況に関する点検 口評価及びその結果に基づいた改善・向上を図るための |

1体制が整備 され,機能 していること。                     |
[現状 ]

東京理科大学では、昭和 43年 か ら自己点検・評価報告書である 「東京理科大学

の現状 と課題」(理 大 白書)を 刊行 してお り、平成 20年 に第 20版 を発行 した。また、

平成 20年 度に大学基準協会の認証評価 を受審す るために、 自己点検・評価報告書

作成 を平成 19年度 に行 つた。薬学部 において も、教育研究活動 を 自ら検証 し改

善策 を示 してい る。

学生による授業 アンケー トは、平成 8年度 か ら試行 的に始 ま り、平成 17年度

までは紙ベァスによるア ンケー トを行 い、平成 18年度後期 か らは Webに よるア

ンケー トに移行 し、平成 19年 10月 に発足 した教育開発セ ンター のもとで平成

20年 度か ら定期 的 (前 期 、後期 ともに 2回 ずつ)に 実施 されてい る。薬学部では、

各学年 の必修科 目か ら各期数科 目ずつ選 んで授業 アンケー トを行 つてい る。

授業 アンケー トに用 いてい るシステ ムでは、学生が記入 した後 に、科 目担 当教

員 が集計結果や 自由記入欄 をす ぐに見 るこ とが可能である とともに、回答や コメ

ン トを記入す るこ とができるよ うになつてい る。とくに、各期 1回 目のアンケー

トでは、学生の評価や要望 を以後 の授業 に反 映 させ ることができ、授業改善 に役

立 ってい る。

根拠 となる資料 。データ :「 東京理科大学の現状 と課題」平成 20年度版、平成 19年

版 「自己点検・評価報告書」、授業ア ンケー ト質 問項 目及び実施 日程表

[点 検・評価 ]

優れた点

1)大 学 として、定期的に 自己点検・評価 報告 書 を作成 す る制度 がで きてい る。

2)学生 による授業 アンケー トは Webを 用いて行 うため、アンケー ト結果がす

ぐに分か り授業改善に利 用す るこ とができる。 また、教員 が学生の疑 問や要

望 にす ぐに回答す ることが可能である。

改善 を要す る点

1)授業アンケー トの回答率が低 い。

2)学生の負担軽減 に よる回答率の上昇 を考 え、授 業 アンケー トを受 ける科 目

を制限′してい るが、各科 目担 当者 に とっては継続 的な評価 を受 け られ ない欠

点がある。

3)授 業アンケー ト以外 の客観 的授業評価 を行 つていない。

4)授業改善の努力 は、教員 の 自己努力 に任 され てい る。



[改 善計画 ]

1)教 育開発セ ンターでの検討事項であるが、授業アンケー トの実施形態 を再検

討 し、紙ベース との併用や 回答率 を上げる方策 を考 える必要がある。平成 22年度

前期 に紙ベースでの授業ア ンケー トの試行 を行 う準備 を している。 また、大学 内の

一部では、ICTの 利用 によ り授 業 を録画 して教員 間相互授業参観 を行 う試み もな さ

れてい る。薬学部では、シラバ ス作成段階で関連科 目担 当教員 による授業内容 につ

いての討論 と調整 は行 われ てい るが、授業参観 は行 つていない。専門分野の近い関

連科 目担 当教員 による授業参観 (録 画の閲覧 も含む )と 相互評価 の試行案 について今

後検討 したい。



[現 状 ]

東京理科大学では、平成 19年 10月 1日 付 けで教育開発 セ ンターが発足 し、各学

科 に FD幹事、学部 に FD幹事長 を配置 して FD活動 を推進 してい る。教員への啓

発活動 として、「FD通信」の発行、FDセ ミナー の定期 的開催 、他大学の FDセ ミ

ナーの案 内等 のほか、大学ホームページに専用 Webサ イ トを設 けて、セ ンター内各

小委員会活動報告、各学部 。学科 の FD活 動報告、FDセ ミナーの案 内、授業改善

法等 の FD関連資料 の紹介 を行 つてい る。

薬学部 の教員 は、すでに 日本薬学会主催 の 「薬学教育者・認定実務実習指導薬剤

師養成 ワー クシ ョップ」に参加 し、カ リキュラムの意味や教育における適切 な 目標・

方略・評価 について学び、共通 の認識 を持 ってい る。薬学部の FD活動 としては、

FD幹事 2名 が任命 されてお り、教務幹事 (併任 あ り)と ともに学部教育の改善に携わ

つてい る。薬学部独 自の FD関 連セ ミナー として、「薬学教育改革の現状 と展望」 と

題 して薬学部教授総会構成員 を対象 として平成 21年 4月 2日 に開催 した。 シラバス

作成 に関 しては、教育開発セ ンターか ら提 出 され てい るシラバス作成要領 に加 えて、

薬学教育 にふ さわ しい薬学部独 自のシラバス作成要領 を作成 して教員 に配付 してい

る。

根拠 となる資料・データ :東京理科大学教育開発センター規程、教育開発センター

構成図、FD通信、FD活動報告、シラバス作成要領 (セ ンター版および薬学部追加版 )

[点 検・評価 ]

優れ た点

1)学 部 の運営 に携 わる運営会議 の一員 として、FD幹事 (長 )が 任命 され てい る。

2)教育開発 セ ンターの活動方針 はボ トムア ップ式 (各 学部 が 自主的 に活動す る)

で あ り、 これ に従 つて学部 。学科 の実情 に合 つた活動計画 を考 え、活動報告 をセ

ンター委員会 に提 出す る とともに Webで公 開 してい る。

3)薬学教育の中心 となるシラバス作成 について、教員 の指導 を行 つてい る。

4)薬 学部での定期 的な教員研修 は行われていないが、新任教員 に対 しては 4月

1日 に大学が行 う新任教員説 明会 と、上記 ワー クシ ョップに順次参加 させ てい る。

改善 を要す る点

1)大 学 としての FD活動 が本格的に始まって 2年 余であ り、全教員 の理解 を得 る

段 階に至 っていない。

2)平 成 21年 度 のシ ラバ スには、まだ薬学部の作成要領 と異 なる科 目がみ られ る。

[改 善計画 ]

1)シ ラバスの作成 に関 して、教養科 目の教員 も含 めて徹底 させ る。



『 施 設 口設 備 』

10 施 設 ・ 設 備

(10-1)学 内の学習環境

1基 準 10-1-1                             1
1 薬学教育モデル・ コアカ リキュラム及び薬学準備教育ガイ ドラインを円滑かつ効 |

1果 的に行 うための施設・設備が整備 されていること。              |
[現状 ]

本薬学部薬学科の学生が利用 しているお もな教室 とその規模 (収 容人数 と面積 )

を以下に示 した。

<教室、ゼ ミ室等 >
。 1311教室 (500人 収容、414ピ、マルチメディア対応 の設備 を設置 )

。 1411教室 (244人 収容、275ピ 、マルチメディア対応 の設備 を設置 )

・ 1412実習室 (252ピ、マルチメディア対応の設備 を設置 )

。 1441教室 (240人 収容、220ピ、

。 1442教室 (131人 収容、 125ピ、

。 1443教室 (132人 収容、 128ピ 、

・ 1444教室 (132人 収容、 128ピ 、

1445教室 (132人 収容 、 132ポ 、

1511ゼ ミ室 (54人 収容 、 108ピ )

1512ゼ ミ室 (30人 収容 、56ピ )

1521ゼ ミ室 (30人 収容 、57ピ )

1551ゼ ミ室 (30人 収容 、 50ピ )

野 田地 区講義棟 (15,381ピ )

<参加型学習用教室 >
16号館 2階 SGDl～ SDG10+プ レナ リー室・資料室 (計 506.35ピ )(詳細は、10-12

に記載 )

16号館 3階教室・資料室 (計 879.86ピ )(詳細は、 10-12に記載 )

<演習・実習用施設 >
。 生物系実験室 (60ピ )

・ 動物舎 (500ピ )

分析セ ンター (質量分析室

230ピ )

薬学部資料室 (84ピ )

マルチメディア対応 の設備 を設置 )

マルチメディア対応 の設備 を設置 )

マルチメデ ィア対応 の設備 を設置 )

マルチメディア対応の設備 を設置 )

マルチメディア対応 の設備 を設置 )

物性測 定室 構造解析室 核磁気共鳴分析室、
′
計



生薬標本室 (80.97ピ )

薬草園 (2,358ピ )

生物系共通機器室 (2室 、計 200.49ピ )

組換 え DNA実験室 (104ピ )

医療薬学教育センター (調剤室 。無菌製斉J室・製斉J準備室・TDM製剤試験室、303

ぽ )

医療薬学情報教育室 (98ピ )

医薬品情報室 (2室、計 105。 14ピ )

低温室 (2室 、計 100ピ )

化学系共通機器室 (NMR測 定室・分析機器室 。大規模実験室 。高圧実験室 。特殊

実験室、計 90ピ )

情報科学研究セ ンター (創 薬情報科学セ ンター・会議室・ホール等、計 167.2

ぽ )

ゲノム創薬研究センター (FACS DNAシークエンサーマイクロアレーフ
゜
ロテオーム・超遠心機室・フ

リーザー室 。NMR室・恒温室 。会議室・TOF― MS X線構造解析室・ ミーティング

ルーム・細胞シグナル制御部門実験室 。研究員室・構造ゲノム科学部門研究室・

遺伝子・細胞治療部門研究室等、計 1227ピ )

DDS研究セ ンター (細胞機能研究室・細胞培養観察室・データ解析室・共通機器

室・ フ リーザー室・薬剤薬品合成研究室 。X線解析室・溶媒保管室・電子顕微鏡

室・基剤研究室・製剤設計研究室等、計 1533ピ )

ナノ粒子健康科学セ ンター実験棟 (216ピ )

<情報関連設備 >

本学の野田校舎における情報設備 は、① コンピュータ教室、②統合情報ネ ッ トワ

ーク、③大型計算機 の 3つ の柱か ら成 り立っている。薬学部に特化 しているわけで

はないが、野田地区全域の学生に快適なICT環境 を与えている。詳細は、 [資料 10
-1-1-1]参 照。

根拠 となる資料 。データ :東京理科大学PLAN2009

[点検・評価 ]

優れた点

1)現在の講義や実習お よびそれに参加す る学生規模 を勘案 して、十分な教室

数が確保 されてい る。

改善を要す る点

1)実験時に、コンピュータを用いた統計処理やイ ンターネ ッ トを利用 した リ

サーチを展開す ることがあるが、実習室でのコンピュータネ ッ トワーク環

境が十分でない。



[改 善計画]

1)実習室におけるコンピュータネ ッ

Nの 導入を逐次進めることを検討する。

トワーク環境を改善するために、無線 LA



②

[資料 10-1-1-1]
①コンピュータ教室

学生一人一人にユーザ名を交付 し、コンピュータ教室 (タ ー ミナル室及び自由使

用室)に 設置 されたパ ソコンを利用できる環境が構築 されている。

・野田校舎の2号館 (3階 )と 6号館 (1階 )に は、主́ に授業で利用するためのター ミナ

ル室が5部屋 (PCの 総数455台 )と 、学生が自由に利用できる自由使用室が1部屋

(PCの 総数20台 )用 意 されている

コンピュータ教室のパ ソコンにはMathematicaや SASな どのソフ トウェアが導入

されてお り、学生はそれ らを自由に利用す ることができる

統合情報ネ ッ トワーク

野田校舎においては、利用目的や主な利用者によって区分された (a)教育系ネッ

トワークと(b)研究系ネットワークがあり、さらに各キャンパス間を結び、イン

ターネットとも接続されたネットワークが構築されている。

学生は統合情報ネ ッ トワークを利用 して、電子メールの送受信や海外文献デー

タベースの利用、画像及び音声などのマルチメディアデータのや り取 りなどを

行 うことができる

学外の不正な攻撃か ら防御す るために、ファイア ウォール を設置 している

研究系ネ ッ トワークでは、主にネ ッ トワークに関す る研究などで支障をきたさ

ないようにするため、ファイアウォールで防御 されないネ ッ トワークも用意 さ

れている

キャンパス内のネ ッ トワークは、基幹部分が lGbps以 上で構成 され、全ての研

究室や教室などには、基幹ネ ッ トワークに 100Mbpsで 接続す るための情報 コン

セ ン トを設置 している

イ ンターネ ッ トとの接続は、データセ ンターを基点 とし、商用プロバイダに

300Mbpsで接続 している

食堂、図書館、ロビーな どに無線LANを 設置 している

。学外のネ ッ トワークや 自宅か ら、VPN接続 を行 うことで学内ネ ッ トワークヘの接

続 も可能 となつてお り、この場合には、‐学内か らのみ利用可能なサー ビスにつ

いても、学外か ら利用す ることができる。

③大型計算機

研究室や 自宅などのパ ソコンよりも、高速かつ効率的に、アプ リケーシ ョンや科

学計算など実行できる環境が構築 されている

。全学共用のスーパーコンピュータとして、野 田校舎に高速並列計算機 (総処理

育旨ラむ 〈SPECfp2000〉

:1693712、 総CPUコ ア数 :724個 、総メモ リ容量 11116GB、 ジ ョブ同時実行数 :48)

が設置 されている

。化学系やバイオインフォマティクスなどの研究に利用す ることができる
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[現状 ]

16号館 を竣工 し、

また、資料 として、 1
実務実習事前学習にあてている。

6号館 の館内見取 り図 [資 料 10
教室の構成は以下の とお り、

-1-2-1]を 添付 した。

根拠 となる資料・データ :[資料 10-1-2-1]

[点検・評価 ]

優れた点

1)竣工 した 16号館には、参加型学習や SGDの ために利用形態を変化 させ

ることができる機能が充実 している。例 えば、移動型のカーテンを導入す

るな どして、空間利用の利便性 を高めた作 りとなつている。SGDにおける、

1グループあた りの人数の変化や、同時に実習を行 うグループ総数などの

変化 に対応できる多 目的設計 となっていることは、大いに評価できる施設

であるといえる。

改善を要す る点

特にな し。

[改 善計画 ]

特になし。



[資料 10-1-2-1]
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1基 準 10-1-3                             1
1 卒業研究 を円滑かつ効果的に行 うための施設・設備が適切に整備 され ているこ

|

|と 。                                                           |
[現状 ]

卒業研究 としては、平均 して研究室 ごとに以下の教室が割 り当て られている。ま

た、 10-1-1に 示 した、実験実習室やセンター棟の教室 も利用可能 となってい

る。

・ 各指導教員研究室 (教授室 。付属室・実験室、計 125r)

設備 は、各研究室所有のほかに、 10-1-1に 示 した共同共通機器室や研究

セ ンターにも配置 されている。

[点 検・評価 ]

優れた点

1)各学生が配属 され る研究室に、研究スペースが確保 されている。

2)各種の実験に対応できる設備が十分整備 されている。

改善を要す る点

1)学生が配属 され る研究室数全体が必要 とす る卒業研究用の研究室スペース

が、不足がちとなってきている。

[改 善計画 ]

1)既存教室の利用 目的変更や、共通実験室の効率化や拡大について計画 し、共

用機器 の運用管理台帳等の整備 について検討す る。
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1基 準 10-1-4                             1
1 快適な学習環境を提供できる規模の図書室や自習室を用意 し,教育 と研究に必要

|

|な 図書および学習資料の質と数が整備 されていること。             |

[現状 ]

図書等の資料及び図書館の整備計画

① 図書 。雑誌等の整備計画

野 田地区の図書館は、平 日は 9:00～ 21:00、 土曜 日は 9:00～ 17:00で 開館 してい

る。所蔵数は、和書 291,750冊 、洋書 184,827冊、雑誌 726種 (和雑誌 310種 ,洋

雑誌 416種 )、 閲覧席数は 780席 である。なお、神楽坂地区の図書館の所蔵数は、和

書 243,527冊 、洋書 182,353冊 、雑誌 662種 (和雑誌 208種 、洋雑誌 454種)で あ

り、2地 区合計の所蔵数は約 90万冊 となる。これは理工系大学 としては国内最大規

模である。また、年間貸出総冊数は約 22万冊で、理工系大学 としては 日本一である。

また、最近では商用データベースやオンラインジャーナルを積極的に導入 してお

り、本学は、データベース 5種類、オンラインジャーナルは約 1万種類 を導入 して

いる。オンラインジャーナル は、学内はもちろん自宅か らもアクセスでき、24時間

閲覧、ダウンロー ド、プ リン トアウ トが可能である。

② 他の大学図書館等 との協力

本学図書館は,私立工科系大学懇話会図書館連絡会に加盟 してお り,本学学生は

当該連絡会に加盟 している他大 12大学の図書館 も利用可能 となつている。

自習室

自習室については、13号館 のメデ ィアコーナー、14号館の学生ホールの他、野

田図書館 を利用す る。

[点検・評価 ]

優れた点

1)教育研究活動を行 うための図書等は十分に整備 され、他大学図書館 との相

互利用等での資料入手 も可能である。

2)野 田図書館の 自習室は、全 国 (土、 日、祝祭 日も含む)8時 30分 ～22時

(日 、祝祭は 21時 )ま で、利用できる。

3)NII(国 立情報学研究所)と 図書館 システムを結び、全国の国公私立大学

図書館で登録 した、図書・雑誌資料か ら必要な論文 コピーを取 り寄せ るこ

とや現物貸借サー ビスを行 なっている。

改善を要す る点

1)大学院進学者の大幅な増加 に伴い、薬学部周辺の 自習室用スペースが不足

してきている。

[改 善計画 ]



1)警備に配慮 しつつ、放課後あるいは未使用時の講義室を開放 し、学生がより

多くの実習スペースを効率的に確保できる環境の計画を立案する。
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『外部対応』

11 社 会 との連携

基準 11-1
医療機関 口薬局等 との連携 の下,医 療及び薬学の発展 に貢献す るよ う努めている

こと。

[現 状 ]

1)筑波大学病院 との連携協議会

筑波大学附属病院 との連携・協力 に関す る協定が平成 19年 12月 に締結 され、学

生実習 と研 究活動における連携体制が構築 されてい る。現在実施 してい る連携 内容

としては、平成 22年度か らの薬学科 (6年 制 )学 生の筑波大学病院 にお ける実務実

習の実施 、臨床研究のセ ミナーの共 同開催 、公 的研究資金への共同 申 し込み、大学

院講義 の外来講師の派遣 な どである。

2)東京理科大学薬剤師基礎 実務研修 プ ログラムの開催

本学主催 の本 プ ログラムは、千葉県病院薬斉J師 会北部支部 。印格支部、千葉県薬

剤 師会東葛北部ブ ロック との共催 であ り、病院 と薬局 に勤務す る薬剤 師に対 して実

務研修 の場 を提供 してい る。現在 、本薬学部 の事前学習で ある医療薬学実習の実習

施設 を利用 して、年 間 12回 を開催 してい る。 1回 の受講生は lo～ 20名 であ り、テ

ーマは、「注射薬 の混合調製」、「注射用抗がん剤 の混合調製 」、「薬局製剤 の調製」、

「臨床薬剤 師業務」、「臨床研 究の進 め方」である。

3)共 同研究の推進

薬学部 の多 くの研究室では、外部研究機 関 との共 同研究 を行 つてい る。その方法

としては、学生の外部研 究機 関への派遣 と研究員 の受 け入れである。 また、4年前

か ら開始 された 6年制薬学教育体制 の構築 においては、医療薬学系研究室が 4研 究

室 か ら 15研究室 に増 え、病院薬剤部や保 険薬局の薬剤 師 を兼ねてい る教員 も多 く

なってい ることか ら、医療現場 との共 同研究が数多 く進展 してい る。研 究テーマは、

薬剤 師業務や臨床現場 に関す る問題 点である。

根拠 となる資料・データ :2009年度 GCPセ ミナー開催 日程、平成 21年度東京理

科大学薬剤師基礎実務研修プログラム開催 日程

[点 検・評価 ]

優れた点

1)高 度 医療 を推進す る筑波大学病院での学生実習 に よ り、幅広 い知識・技能 。

態度 を身 につ けるこ とが可能 となる。

2)筑 波大学 との臨床研 究セ ミナー によ り、有効 な臨床研究が実施 され る。

3)東京理科大学薬剤 師基礎実務研修 プ ログラムでは、病院 と薬局薬剤 師の業務

内容 を充実できる。
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4)大 学内の実習施設 を有効利用できる。

5)大 学の実務家教員の実務能力 を維持、向上できる。

6)大 学 と医療現場 と意思 の疎通 を図 ることができる。

7)共 同研究の推進 では、臨床研 究 を推進 できる。

改善 を要す る点

1)筑波大学 との連携 においては、他職種 とのチ‐ム医療 に関す る教育について

の連携 が必要である。

2)東 京理科大学薬斉J師 基礎 実務研修 プ ログラムでは、臨床薬剤 師業務 に関す る

研修テーマが必要である。

[改 善計画 ]

1)筑 波大学病院 との連携 においては、今後、筑波大学 との連携 に伸展す る予定で

あ り、その一つ として、筑波大学医学部 の医学生や看護学生 と、本学薬学生 と合

同で、将来のチーム医療 を構成す る医療職 を 目指す学生 による研修会 (ケ ア・ コ

ロキ ウム)を 平成 22年 度 か ら行 う予定である。

2)東京理科大学薬剤 師基礎 実務研修プ ログラムの新規研修項 目として、「調剤手技」、

「フィジカル アセスメン ト」、「栄養 アセスメン トと輸液処方」、「TDMと 処方設

計」な どを計画 してい る。



1基 準 11-2
1 薬剤師の卒後研修や生涯教育などの資質向上のための取組 に努めている こと。

[現状 ]

1)東京 理科 大学薬斉J師 基礎 実務研 修 プ ログラム

平成 18年度 よ り、病 院や薬 局 に勤務 す る薬斉J師 の生涯 教育 の一環 として、「東

京 理科 大学薬剤 師基礎 実務研 修 プ ログラム」 を定期 的 に開催 してい る。 平成 21

年度 は 12回 を予定 してお り、その 内容 は、「注射剤 の混合調製 の基礎 と実 際」、

「抗 がん剤 の近調製 の基礎 と実 際」、「調剤室でできる製剤」、「臨床薬剤 師業務 の

基礎 と実際」、「臨床研究の進 め方」 となってい る。 開催 日は、土曜 日または 日曜 日

の午後 の 4時 間で、1回 の参加者 10～ 20名 である。参加者 は本学が位置す る千葉県

北部 の、千葉県病院薬剤 師会北部支部、同印格支部、千葉県薬剤 師会東葛北部 ブ ロ

ック (柏 市薬剤 師会、松戸市薬剤 師会、野 田市薬剤 師会、我孫子市薬剤 師会、流 山

市薬剤 師会 )の 会員が主で あるが、他地 区、他都県か らの参加者 も受 け入れてい る。

現在 までの参加者 の延べ人数 は 300名 を超 えてい る。

研修テーマ は、現場 の声 を反映 した ものを採用 してい る。「注射斉Jの 混合調製 の

基礎 と実 際」、「抗 がん剤 の混 合調製 の基礎 と実 際」は、現在 、薬斉J師 が行 うこ と

に大 きな メ リッ トが あ る業務 で あ るが、経 験 のない者 には、業務 を開始す るこ と

が 困難 な もので あ る こ とか ら多 くの要望 が あった。「調剤室でで きる製剤」につい

ては、製剤業務量が減少す る中で、薬剤 師特有 の業務であ り、薬学教育 6年 制の薬

局実習モデル・コアカ リキュラムで実習 を行 うこ とが必須 の項 目である。「臨床薬剤

師業務 の基礎 と実際」は、よ リレベル の高い病棟業務 を 目指 したい とい う要望、「臨

床研究 の進 め方」は、業務研 究 を是非、行 いたい とい う意見 を反映 した ものである。

研修施設 は、平成 21年 10月 よ り、本学の 6年 制薬剤 師教育の事前学習 を行 うた

めに建設 した 「無菌調剤実習室」、「製剤実習室」、「調剤 実習室」、「病棟実習室」 を

使用 してい る。

なお、本 プ ログラムは、薬斉J師 研 修 セ ンター認 定 の講習会 (2点 )と なつてい

る。

2)東京 理科 大学薬 学講座

本学では、昭和 61年 度 よ り、卒業生 と一般市民を対象 に本講座 を開講 してい る。

本講座 は、毎年 1回、 11月 の土曜 日の 10～ 16時 の講演会で、その時々の関心ある

テーマ を選 定 し、著名 な講 師 を招いて実施 してい る。参加者 は、約 240名 である。

根拠 とな る資料 。データ :平成 21年度東京理科 大学薬剤 師基礎 実務研修 プ ログ

ラム開催 日程、平成 21年 度東京 理科 大学薬 学講座 開催 日

程



[点 検・評価 ]

優れた点

1)東 京 理 科 大 学薬剤 師基礎 実務研 修 プ ログラム は、病院お よび薬局薬剤 師

の要望 によ り開始 された。現場の声 を反 映 した ものであ り、アンケー ト調査

で も高い評価 を得 ている。

2)東京理科 大学薬 学講座 は、その時点の トピックス をテーマ として採用 して

い る。

改善 を要す る点

1)東 京理科 大学薬剤 師基礎 実務研修 プ ログラムの現在実施 してない研修項 目

として、「調剤手技」、「フィジカル アセスメン ト」、「栄養 アセスメン トと輸液

処方」、「TDMと 処方設計」な どが要望 されてい る。

[改 善計画 ]

1)東京 理科 大学薬剤 師基礎 実務研 修 プ ログラム

今後の新規研修項 目とし、「調剤手技」、「フィジカル アセスメン ト」、「栄養 ア

セスメン トと輸液処方」、「TDMと 処方設計」 を計画 してい る。



基準 11-3
地域社会の保健衛生の保持 日向上 を目指 し,地域社会 との交流 を活発 に行 う体制

の整備 に努めていること。

[現 状 ]

1)「 サイエ ンス夢工房」へ の参画

本学主催 の講習会である 「サイエ ンス夢工房」は、各学部 の教員 を講師 とし、野

田市、我孫子市、流 山市の市民 を対象 として、地域住民の一般教養や保健衛生の保

持・ 向上に関す る講義 を年 間を通 して定期的に開催 してい る。平成 21年度 は薬学

部教員 の講師か ら、「薬 と食 品の相性」、「命 を守 る免疫 の話」、「ラ ドン温泉 は人 の免

疫能 を活性化す るのか ?」 、「自然免疫 と食 による予防医学」、「ピロ リ菌 と胃がん」

の講義 を行 つた。

2)大 学 コンソーシアム柏への参画

大学 コンソーシアム柏は、千葉県東葛地 区において、地域 と本地 区の大学が連携

して教育研究活動 を行 うこ とを 目的 としてお り、本学 は、その一員 として、「健康 フ

ェア」、「健康度チェ ック」な どのイベ ン トに出展 してい る。

根拠 となる資料 。デー タ :平成 21年度サイエ ンス夢工房 開催 日程

[点 検・評価 ]

優れた点

1)「 サイエ ンス夢工房」では、

域社会 との交流 を活発 に行 う

2)大 学 コンソー シアム柏では、

に貢献 してい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。

地域社会 の保健衛生の保持 。向上 を 目指 し,

体制 が整備 されてい る。

地域 の 11大 学 と協力 して、地域 の健康づ く

地
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基準 11-4
国際社会における保健衛生の保持・ 向上の重要性 を視野に入れた国際交流に努

めていること。

[現 状 ]

学部 のホー ムペ ー ジが英文 で作成 され てい る他 、DDS研 究セ ンター、生命科学研

究所 のホームペ ー ジが英文 で作成 され てい る。

本 学博 士課程 の学生 が、ル イパ スツール 大学 との大学 問協定 に基づ いて、短期留

学 してい る。 また、DDS研 究セ ンターで は、ブル ガ リア科学 アカデ ミー (BAS)と 大

学問協定 に基づいて、BASの 高分子研 究所 と本学 DDS研 究セ ンター の共 同研 究 が

盛 んに行 われ、毎年 、先方 か らの教員や ポス ドクが DDS研 究セ ンターで研 究活動

を行 ってい る。

学部へ の留学生 の受入体制 は整 え られ てい るが、薬剤 師資格 は国内だ けで有効 で

あるた め、薬 学科 の 6年制教 育へ は留学希望者 は多 くない と予測 してい る。 4年 制

教育 に関 しては、十分 な 日本語能力 を持 った希望者 がい る場合 には、受入可能 で あ

る。過去 に留学生 を受入れ た実績 を有す る。職員 の海外研 修 システ ムが整備 され て

い る。

根拠 とな る資料 。デー タ :学 部、DDS研 究セ ンター、な らび に生命科学研 究所 の

ホー ムペー ジ

[点 検・ 評価 ]

優れ た点

1)英 文 に よるホー ムペ ー ジが学部 な らび にい くつ かの研 究施設 について作成

され、世界へ の情報発信 が積極 的 に行 われ るよ うに努 めてい る。

2)大 学 問協定 な どの措置 が積極 的 にな され 、国際交流 の活性化 のた めの活動

が行 われ てい る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。



『点 検』

12 自己点検 0自 己評価

1基 準 12-1

1 上記の諸評価基準項 目に対 して 自ら点検・評価 し,そ の結果 を公表する とともに ,

1教 育・研究活動の改善等に活 用 していること。

[現 状 ]

薬学部 内に、学部長、薬学科お よび生命創薬科学科 の学科主任 、学科幹事、大学

院専攻幹事、カ リキュラム委員会委員長 、FD幹事長、教務委員会委員長か らなる薬

学部 自己評価委員会 を設置 し、各評価基準 について 自己点検お よび評価 を行 つてい

る。外部委員 は含 まれていないが、薬剤 師業務 を行 ってい る実務家教員 も自己点検・

評価 に参加 し、評価報告書 の作成 を行 つてい る。

[点 検・評価 ]

優れた点

1)適 切 な組織 (薬 学部 自己評価委員会 )の もとで、評価基準 に則 した充分 な

自己点検・評価 が行 われてい る。

2)外 部委員 は含 まれ ていないが、実務家教員 が 自己点検 。評価 に参カロしてい

る。

3)自 己点検お よび評価 の結果 は薬学部 ホームページ上 に公表 し、教育・研究

活動 の改善等 にフィー ドバ ックす る。

改善 を要す る点

特 にな し。

[改 善計画 ]

特 にな し。
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